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II．景気の先行きに対する判断理由

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○

商店街（代表者） ・区域内の夏のイベントは全て中止となっているが、新型コ
ロナウイルス感染者が急増したり、当地において感染者が発
生しない限り、徐々に来街者が増加することになり、ある程
度の景気回復を望める。また、道内他都市から当地への移動
も増加することが見込まれるため、景気はやや良くなる。

○
一般小売店［酒］（経
営者）

・新型コロナウイルスの感染者の動向にもよるが、景気は緩
やかに回復すると期待している。

○
百貨店（販売促進担
当）

・新型コロナウイルス感染拡大前の水準まで景気が回復する
には、まだまだ時間を要するが、少しずつ回復に向かうこと
になる。

○
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスへの対策やワクチンの開発などが進展

することで、景気がやや良くなると期待している。

○
コンビニ（店長） ・６月後半から徐々に夜間の来客数が回復してきていること

から、今後の景気はやや良くなる。

○
家電量販店（経営者） ・特別定額給付金による10万円の給付や今後のプレミアム付

商品券事業などにより、今後の景気はやや良くなる。
○ 家電量販店（店員） ・３～４月よりは来客数が増えてくることになる。

○
乗用車販売店（従業
員）

・新型コロナウイルスが終息に向かうことで、徐々に景気も
回復すると期待している。

○
乗用車販売店（従業
員）

・２～３か月後は９月の決算時期となり、決算に向けて最大
限盛り上げていくことになるため、景気は今よりも若干良く
なる。

○
自動車備品販売店（店
長）

・新型コロナウイルスの状況にもよるが、今後については、
経済が少しずつ良くなる。

○

高級レストラン（ス
タッフ）

・今後についてはやや良くなる。現時点における政府の施策
だけでは、飲食店のＶ字回復は見込めないが、どうみん割や
ＧｏＴｏキャンペーン事業などにより、消費者の旅行気分が
高揚することになるため、その効果を期待している。

○
観光型ホテル（経営
者）

・自治体や国の観光振興キャンペーンが開始されることで、
今後、徐々に来客数が増加することになる。

○
観光型ホテル（スタッ
フ）

・各種助成金などにより旅行需要が回復することを期待して
いる。

○

旅行代理店（従業員） ・北海道における緊急事態宣言の解除以降、人の動きが出て
きている。航空便利用者はビジネス需要から回復傾向となっ
ており、今後は観光需要回復策のどうみん割やＧｏＴｏキャ
ンペーン事業などの効果に期待したい。密にならない北海道
の自然観光をアピールできることもプラスである。

○

旅行代理店（従業員） ・北海道事業のどうみん割、政府のＧｏＴｏキャンペーン事
業の効果で、今後、個人旅行の需要が少しずつ回復すること
になる。ただし、当社主力の組織団体旅行については、主催
者側の警戒心が強いことから、今年度中の回復は困難なこと
が見込まれる。また、万が一、新型コロナウイルス感染の第
２波が拡大してしまった場合に、再度移動が制限されてしま
うことが気掛かりである。

○

旅行代理店（従業員） ・これまで取扱休止していた当社独自の商材について、７月
から受付を再開する。どうみん割に加えて、８月からの実施
が予定されているＧｏＴｏキャンペーン事業の効果もあり、
今後は客が増える見込みである。

○

旅行代理店（従業員） ・国や都道府県による施策の効果に加えて、国内の新型コロ
ナウイルスに対する空気感が変わることが見込まれるため、
サービス業の景気は上向くことになる。現在よりも景気が悪
くなることは考えにくい。

○
タクシー運転手 ・これまでの外出自粛の反動で、外出意欲が旺盛になること

が見込まれる。さらに、ＧｏＴｏキャンペーン事業により、
観光意欲が刺激されることも見込める。

　景気の先行きに対する判断の理由について、その主だったもの及び特徴的と考えられるも
のを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
通信会社（企画担当） ・これから発売予定の通信機器が、人との接触を減らすため

のツールとして活用されると期待できるため、今後の景気は
やや良くなる。

○

観光名所（従業員） ・６月１日から営業休止を解除している。例年であれば3000
～4000人の利用があるところ、100人と極めて少ない利用客
からのスタートであったが、１日で５人増え、１週間では50
人増えと、ほんの少しずつではあるが、利用客が間違いなく
増えてきている。このため、３か月先も例年並みの水準とは
いかないだろうが、利用客が回復することを期待できる。

○

美容室（経営者） ・現在よりは売上が増加することになる。ただし、新型コロ
ナウイルスが終息しない限り、当分は距離の確保や消毒作業
によって、従来のような仕事の動きができない環境にあるた
め、従来と同様の売上には到達しにくいとみられる。

○
その他サービスの動向
を把握できる者［フェ
リー］（従業員）

・国や自治体の各種施策により、輸送量の増加が期待でき
る。

□ 商店街（代表者） ・先行きが全く見通せない。

□

一般小売店［土産］
（経営者）

・県外移動が可能になったとはいえ、今後３か月では北海道
の感染もまだまだ収まらないと見込まれるため、ビジネス以
外で北海道を訪れようという客はそう多くないとみられる。
さらに、今後、クラスターの発生などにより、新型コロナウ
イルスの感染者が増えることになれば、そういう傾向が一層
強まるのではないかと危惧している。やはり観光で遊びに行
くというムードが出てくるまで、売上が前年並みに回復する
のは厳しい状況にある。

□

百貨店（役員） ・正確には、景気が変わらないというよりも、どうなるか分
からない。今は若干回復の勢いがみられるが、先行きの見通
しについてはなかなか確信を持てない状況であり、秋口から
の動きを注視しているところである。

□
スーパー（店長） ・学校行事や社会行事、夏祭り、花火大会、ライブなどの各

種イベントなどに左右されるカテゴリーが多いため、これら
が通常の状態に戻らない限り、これ以上の業績は望めない。

□
スーパー（企画担当） ・新型コロナウイルスの影響がまだまだ後を引くことにな

る。

□

スーパー（役員） ・景気の良い業態もみられるが、病院や銀行なども景況感が
悪化していること、新型コロナウイルスの感染者数の動向が
やや悪い方向に変化していることがマイナスとなる。今後の
感染者数の推移や行政の動きにもよるが、これから数か月で
景気が良くなることは絶対にない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・移動の制限緩和などにより、景気は徐々に回復傾向となる
が、本格的な回復は秋以降になる。

□
乗用車販売店（従業
員）

・旅行やショッピングに関心のある客は多いが、まだ先行き
の不透明な状況にあることから、しばらくは自動車などの高
額商材の購入にはつながらない。

□

乗用車販売店（従業
員）

・外出自粛などの解除により、経済が動き始めた一方で、新
型コロナウイルスの感染者数が増えてきている兆しもみられ
る。マイナス要素とプラス要素があるため、全体では景気は
余り変わらない。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経営
者）

・まだまだ予断を許さない状況にあることから、景気は変わ
らない。

□

タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響はまだまだ続く。昼夜の人出が
回復するまで相当な時間が掛かることになるだろうし、イン
バウンドなどの観光客が回復するまで１年以上は掛かるとみ
られる。これから第３～４波が生じることになれば、現在よ
りもますますひどい状況となり、倒産するタクシー会社が続
出するのではないかと心配している。そうなると、地域の公
共交通が維持できなくなるため、国、自治体などの早急な支
援が必要である。

□
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響は段々と薄まりつつあるが、国

民のライフスタイルの変化により、タクシー事業の市場縮小
は避けられない。

□

観光名所（職員） ・新型コロナウイルスの影響で来場者が激減しており、先の
見えない状況にある。今後、インバウンドの回復には相当の
時間を要するため、国内の観光回復施策の早急な実施が望ま
れる。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
美容室（経営者） ・今後の情勢次第だとみられるが、先の見えない観が拭えな

い。

▲

商店街（代表者） ・全ての業種に影響が出ており、今後、第２波が起きれば、
一層厳しい状況になる。感染者数ばかり報道して不安をあお
るのではなく、新型コロナウイルスに関する正確な特徴や情
報を政府が発信するなどして、感染対策のより具体的な情報
を示すことが求められる。

▲
商店街（代表者） ・客の買物の様子をみると、商材に対する評価が段々と厳し

くなっていることから、今後の景気はやや悪くなる。

▲

百貨店（営業販促担
当）

・今後、特別定額給付金やキャッシュレス・消費者還元事業
の効果が落ち着くことで、客の支出は慎重になる。一方、仕
入先の衣料品メーカーなどが秋以降の生産量を抑える予定で
あるため、売上に影響が出てくることが懸念される。

▲
スーパー（店長） ・今後、新型コロナウイルスの影響が収束するとともに、デ

フレ傾向が強まることが見込まれる。

▲
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの影響により、今後の景気はやや悪く

なる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・観光業の見通しがまだ立たず、先行きが不透明なことか
ら、今後の景気はやや悪くなる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・お祭りなど、中止になっているイベントが多いことに加え
て、今年に入りホテルの閉館なども生じていることから、今
後の景気はやや悪くなる。

▲
その他専門店［医薬
品］（経営者）

・新型コロナウイルスの動きが安定しているが、落ち込んだ
景気が以前と同様の水準まで回復していないため、夏から秋
にかけて客の購買が低迷することになる。

▲

タクシー運転手 ・タクシー利用について、法人からの問合せや予約が徐々に
入ってきているが、観光関係やイベント関係での利用はまだ
まだ戻ってきていないことから、今後の景気はやや悪くな
る。

▲

タクシー運転手 ・いまだに新型コロナウイルスの感染者が生じており、今
後、第２～３回目の緊急事態宣言が出される可能性もあるた
め、楽観視できない状況にある。毎年恒例の地域イベントも
中止となっており、人の動きは例年よりも少なくなる。

×

商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響に加えて、キャッシュレス・消
費者還元事業が終了したことで、今後の消費の冷え込みが懸
念される。シーズンオフに向かう時期となることもマイナス
である。

×

商店街（代表者） ・繁華街は怖いという印象が強く、避けられている状況にあ
る。ヒアリングしたところ、家庭で夫が妻から、なぜ危ない
ところに行くのか、飲みに行くのは禁止といったことを言わ
れ、全く外出できないようである。景気回復には家庭の妻が
キーマンとなっており、その雪解けなくして繁華街の活性化
はあり得ない。そういう意味では、家庭を巻き込んだ外出刺
激策が必要であり、それこそが早期の経済界回復につながる
ことになる。

×

一般小売店［土産］
（経営者）

・当地では、観光地の土産品店で倒産が目立つようになって
きた。従業員への休業補償と併せて、会社を守っていかなけ
れば、新型コロナウイルスが終息しても勤める会社がなく
なってしまう。中小事業者向けの持続化給付金では最大200
万円の給付が行われるが、その金額ではどうにもならないの
が現実である。

×
百貨店（売場主任） ・当地や東京において、新型コロナウイルス感染者の発生が

続く限り、今後も厳しい状況が続く。

×

スーパー（企画担当） ・緊急事態宣言が解除され、世の中が新しい日常へ向かいつ
つあるものの、ウィズコロナの状況下、ほぼ全ての産業が先
行き不透明な状況となっており、今後、雇用所得環境が大き
く悪化する懸念が払拭できない。先行きについては、不安材
料しかない。

×
スーパー（役員） ・緊急事態宣言が解除されたが、観光施設や飲食店への人出

はそれほど増えておらず、我慢の限界を超えつつある。閉店
する店などが増えていることから、今後の景気は悪化する。

×

コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐことを目的に、イベ
ントなどが過剰に削減されているため、地域経済に影響を与
えることになる。さらに、観光客の減少により、夏場の需要
が大幅に減少することも見込まれる。



110 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×

コンビニ（エリア担
当）

・６月末でキャッシュレス・消費者還元事業が終了すること
がマイナスとなる。また、新型コロナウイルスの影響が薄れ
ることで、客が大型店に出掛けるようになれば、近所のコン
ビニなどで買物を済ませる機会が減るため、客単価が低下す
ることになる。

×

衣料品専門店（店長） ・外出する機会が減り、金を使わない生活となっていること
から、身なりに関することに投資するようになるのはまだま
だ先となる。どこかに出掛ける用事が増えるまで、この業界
はどん底といえる。

×
その他専門店［造花］
（店長）

・新型コロナウイルス収束後の出口戦略が見付からないた
め、今後の景気は悪くなる。

×

高級レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で客足が戻ってこない。これか
ら先の見通しも立たないことから、景気が上向いてくるとは
いえない。ワクチンなどが開発されない限り、消費者の金の
使い方は変わらない。

×
高級レストラン（ス
タッフ）

・今は国や自治体からの補助や一時金などがあるが、いつま
でも続くことはないため、今後の景気は厳しくなる。

×
スナック（経営者） ・これからもしばらくは新型コロナウイルスの状況が良くな

らないとみられるため、今後の景気は悪くなる。

×
旅行代理店（従業員） ・先行きの見通しが立たないため、一時的に需要が増えたと

しても、長期的な回復を見込めない状況にある。

×

タクシー運転手 ・現状、この先の見通しが全く立たない状況にある。タク
シー業界は、地元客や観光客などの需要で仕事が成り立って
いるが、新型コロナウイルスが収束しない限り、観光客の入
込が見込めず、イベントなども開催できない状況が続くこと
になり、景気は悪くなる。

×
美容室（経営者） ・新型コロナウイルスのワクチンが開発されたり、中小企業

への補償が行われない限り、今後の景気回復は見込めない。

×

住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスの先行きが見通せないため、住宅産業
のような大きな金額の買物やローンは控えられることにな
る。一方、値段の張らない日用雑貨などは引き続き堅調に推
移することになる。

×

住宅販売会社（経営
者）

・景気は外出自粛などの期間中よりは上向くことになるが、
新型コロナウイルス感染拡大前の状態に戻ることはない。今
後は、企業や個人のレベルでコスト削減が進むことになり、
デフレが生じやすくなる。それを防ぐためにも大規模な経済
対策が期待される。

◎ － －

○
その他サービス業［建
設機械リース］（営業
担当）

・新型コロナウイルス対策での緊急事態宣言が解除されたこ
とで、建設現場が本格的に動き出していることから、今後の
景気はやや良くなる。

□
食料品製造業（従業
員）

・今のところ、まだ数か月は同様の状況が続くと見込まれ
る。

□
食料品製造業（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響がいつまで続くか不明なため、
今後も景気は変わらない。

□

家具製造業（経営者） ・経済活動が活発になるにつれ、新型コロナウイルスの感染
者も増加すると想定されることから、右肩上がりに景気が回
復するとは考えにくい。そのため、当分は景気も一進一退の
状況が続くことになる。

□

金属製品製造業（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響がいつまで続くのか分からな
い。景気回復の兆しも見えてこない。公共事業費も、来年度
以降の新型コロナウイルス対策費がかさむことで、予算が絞
られることが見込まれる。

□

建設業（経営者） ・公共工事については、土木、建築共に例年と同様のペース
で発注が進んでいる。ただ、新型コロナウイルスの影響で、
飲食、ホテル、小売、交通関係などの中小企業が大きな打撃
を受けていることから、住宅を含めた民間建築工事は、しば
らく引き合いが低調なまま推移する。

□

建設業（役員） ・公共土木工事を始めとした今年度の工事量は年度計画分を
ほぼ確保できているが、新型コロナウイルスの影響で次年度
以降の受注案件を見通せない状況が当面続く。特に民間発注
工事の先行きは不透明であり、今後の受注活動が懸念され
る。

□
輸送業（支店長） ・観光業や個人消費の落ち込みがみられる現状であるが、都

市圏を中心に、建築物件にまつわる物流の引き合いが増えて
きている。

企業
動向
関連

(北海道)
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□
通信業（営業担当） ・業界としては、リモート、オンライン関係の設備投資を中

心に需要が回復傾向にあり、今後も変化のないまま推移す
る。

□

金融業（従業員） ・緊急事態宣言が解除され、経済活動が再開されたが、新し
い生活様式への対応など、経済活動への制約があることか
ら、持ち直しペースは緩慢なものとなる。また、今後、売上
減少による倒産や雇用情勢の悪化が見込まれるため、道内景
気は底ばいのまま変わらない。

□

その他サービス業［建
設機械レンタル］（総
務担当）

・新型コロナウイルスの影響は計り知れないが、当業界にお
いては影響が余り出ていない。今後、民間設備投資の抑制な
どが生じるとみられるが、景気対策としての公共設備投資、
災害対策工事などがある程度出てくると見込まれるため、全
体的な景気は変わらない。

□
その他サービス業［建
設機械リース］（支店
長）

・再度の自粛要請がないことが大前提だが、受注量が増加し
ている取引先が多いことから、今後も景気は変わらないまま
推移する。

▲

建設業（従業員） ・新型コロナウイルスの影響によるものなのか、公共工事に
おいて、これまでになかったような工期遅延が出始めてい
る。本来であれば、これからが工事の最盛期となるが、民間
工事の減少もあり、今後の動向が怪しい状況になっている。

▲
司法書士 ・現在の社会情勢から、景気が上向きに転じる時期がいつに

なるか判断できない。

▲

司法書士 ・経済活動が再開しているが、新しい生活様式の実践によ
り、人との接触には十分注意を払うことになるため、営業活
動などが活発に行われないことが懸念される。そのため、景
気回復は遅れるとみられる。

▲
コピーサービス業（従
業員）

・新型コロナウイルスの影響はしばらく続くとみられるた
め、業種によっては今後も景況感が変わらないまま推移する
ことになる。

×
出版・印刷・同関連産
業（従業員）

・新型コロナウイルスの影響が大きいことから、今後も景気
は変わらない。

×
司法書士 ・新型コロナウイルスの影響で、稼働が低下している工場が

あり、それに伴って建物の新増改築などが様子見の状態と
なっていることから、今後の景気は悪化する。

×
その他サービス業［ソ
フトウェア開発］（経
営者）

・新型コロナウイルスの影響で新規案件の受注に向けて全く
動けていないため、今後の景気は悪くなる。これから少しず
つ営業を始めても、受注までは時間が掛かることになる。

◎ － －

○

求人情報誌製作会社
（編集者）

・道内の観光需要の高まりが見込まれるため、今後、観光産
業が多少は活気付くことになる。空港における人の往来も多
少は増えることになり、土産店など、窮地に立たされている
事業所で動きが出てくることになる。

○
職業安定所（職員） ・更新を含めた新規求人数の減少に伴い、有効求人倍率が低

下しているが、経済活動の再開に併せて求人数も徐々に回復
することになる。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・外出の自粛などは解除されたものの、新型コロナウイルス
に対する警戒感は地方ゆえの閉鎖的防衛本能も働いているこ
とで根強い。人出が平常時に近い状態まで回復するにはしば
らく時間が掛かりそうなことから、景気は変わらないまま推
移する。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・当地で毎年秋に実施されていた野菜やそばなどの収穫イベ
ントが軒並み中止になることが決まっている。今年は観楓会
（かんぷうかい）を実施しない企業や団体も多い。そのた
め、金があっても使う場所がないとみられる。観光業は、ど
うみん割の効果で若干の好影響が生じるとみられるが、新型
コロナウイルスの感染状況次第の面がある。万が一、再度の
感染拡大が起これば、再び景気が落ち込むことになる。

▲

人材派遣会社（社員） ・５月の企業業績の落ち込みは異常なものと認識している
が、緊急事態宣言解除後の６～７月の業績結果をみて、会社
の存続を考える中小企業が多いとみられる。持続化給付金が
支給されてから店を畳むといったような話も耳に入ってきて
いる。

▲

求人情報誌製作会社
（編集者）

・各種の季節イベントが中止になっていること、感染症対策
に伴う費用負担の増加、消費マインドが上向いてこない状況
などが重なることで、この先の景況感はじわじわと悪くな
る。

雇用
関連

(北海道)
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▲
職業安定所（職員） ・有効求人倍率が２か月連続で前年を下回り、多くの業種で

新型コロナウイルスの影響が生じていることから、今後の景
気はやや悪くなる。

▲

職業安定所（職員） ・景気が上向いてくるまで、まだまだ時間が掛かる。夏の観
光シーズンに景気が完全に回復することは考えられない状況
にあり、しばらくは景気の良くない状態が続く。最悪の場
合、体力がなくなり、雇用の維持が難しくなってしまう企業
が出てくることも考えられるため、先々について楽観できな
い状態にある。

×

学校［大学］（就職担
当）

・企業の採用担当者と来春新卒学生の双方の動きをみる限
り、新型コロナウイルスの終息を日本全体で感じられるま
で、景気が上向きとなることは全く想像できない。新型コロ
ナウイルスの第２～３波を企業だけでなく、学生側も心配し
ている。就職が決まって安どしている学生は、機会の少ない
インターンシップでマッチングが成功した学生だけにとど
まっている。

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
競艇場（職員） ・現在、営業再開して１か月ほどである。なじみ客の来場が

まだ少ないので、これから売上が増えていくと予想される。

○
商店街（代表者） ・新型コロナウイルス感染が一時的に収束するのではないか

と予想している。

○
一般小売店［寝具］
（経営者）

・仕立ての注文が来るようになり、少し商品の回転が出てき
ているため動くとみている。

○

百貨店（経営者） ・取引先の生産縮小のため、店頭における商品量は不安だ
が、まだ行きわたっていない特別定額給付金や地方自治体で
の商店街活性化施策、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ン施策なども予定されているため、消費マインドが継続的に
活発になることに期待している。

○
スーパー（経営者） ・首都圏での新型コロナウイルス感染拡大次第だが、県をま

たぐ往来も解除され、お盆の頃には帰省客もある程度は期待
できる。

○

コンビニ（経営者） ・朝、昼の客足は戻ってきているが、夜間の客足はまだ戻っ
ていないのが現状である。移動の緩和によりビジネス客の出
張等で近隣のホテル利用客が増加すれば、次第に夜も回復に
向かうとみているが、土日のイベントの休止が解かれるまで
は、完全に元の状況に戻るまでには至らない。

○
コンビニ（経営者） ・コンビニ本部の施策が、客にどれだけ響くかが問題ではあ

るが、少しずつでも客が戻ってきている様子がうかがえるの
で期待している。

○
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスによる行動自粛が徐々に弱まってきて

いる。

○
コンビニ（エリア担
当）

・盛夏に向けて来客数増の期待が持てる。

○
衣料品専門店（店長） ・３～５月と需要がなかったが、仕事の再開により少しずつ

衣料も動いてくる。今後は、今は全くない婚礼のニーズなど
も増え、そこも動いてくれると期待している。

○

乗用車販売店（従業
員）

・来店客の滞在時間が伸びてきており、商談もしやすくなっ
てきている。製造工場の休止の影響もまだまだあり長納期を
避けられない車種もあるが、徐々に改善されつつある。サー
ビス客の入庫はさほど影響がないので、若干良くなることが
予想される。

○

その他専門店［食品］
（経営者）

・このまま新型コロナウイルス感染者が小康状態ならばやや
良くはなるが、飽くまでも今月と比べてである。夏のイベン
トも全て中止となり、秋に延期された市内の人口が倍になる
ような大型イベントも中止が決定した。年内はこういった状
態が続くとみられる。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・新型コロナウイルス感染拡大の懸念はあるものの、人の動
きが活発化してくれば、それなりに景気は上向きになってく
る。

家計
動向
関連

(東北)
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○

高級レストラン（経営
者）

・２～３か月先というとお盆くらいになるが、その頃には新
型コロナウイルスの第２波、第３波があったとしても、それ
が日常になり、全く悪いということにはならないのではない
か。前年や２年前の水準に戻るのは難しいが、今はその程度
でもよしとするしかない。

○

観光型ホテル（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で４月上旬から６月までほぼ休
業をしていた。７月からは通常営業の予定であるが、予約状
況は前年比の３割程度で、休業を余儀なくされる日が何日か
発生するとみている。これから先しばらくは、団体旅行の需
要は見込めず個人旅行が支流になってくるので経営的には厳
しい時期が続く。

○
観光型旅館（経営者） ・様々な支援策も出てくるので新型コロナウイルスの感染者

が大きく増えなければ今よりは良くなる。

○
観光型旅館（スタッ
フ）

・政府、観光庁が行うＧｏ Ｔｏキャンペーンが８月より始
まる。現在、県で行っているキャンペーンも含めると、状況
は良くなると見込んでいる。

○
旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ Ｔｏキャンペーンが始まり、広域の国内旅行需要が

喚起されるとみている。

○

旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ Ｔｏキャンペーンが発信されたが、具体的な発動が
なされれば少しずつ近隣、国内中心に良くなると考える。し
かしインバウンドに関しては新型コロナウイルスが世界的に
終息しない限り厳しいと考える。

○
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルス感染症の流行次第ではあるが、現状の

流れのままであれば今より良くなるとみている。

○
テーマパーク（職員） ・緊急事態宣言が解除され観光地などでも営業再開をしてい

るため、来客が見込まれる。

○
美容室（経営者） ・新型コロナウイルスは３月から始まり４月が底ということ

で、そこから段々と良くなっていく。良くなるというより
は、制限がなくなり元に戻り始めているということである。

□

商店街（代表者） ・景気が浮上するにはまだまだ時間が掛かる。ねぶた祭も中
止になったため、夏場の景気が低迷することが予想される。
これから夏物需要の季節になるが、動きは鈍くなるのではな
いかという不安がある。今後の期待も余り望めない状況であ
る。

□ 商店街（代表者） ・今後のことは予想が付かない。

□
一般小売店［書籍］
（経営者）

・出版物は基本的にベストセラーの影響を受ける可能性が高
いが、新型コロナウイルス発生以降、出版件数も抑制されて
おり、将来予測を立てるのが難しい。

□

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・６月中旬からは各県からの人の出入りが非常に多くなり、
再び新型コロナウイルスが発生するのではないかという心配
を皆が持ち始めている。今の悪い状態からは良くなる要素が
見いだせない。

□

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・現在、既存客の来店が前年比で15％ほど落ち込んでいる。
それを踏まえれば、しばらくは現在の状態が続くのではない
かとみている。ただし、新型コロナウイルス関連商品の動き
が顕著なので、一時のほどではないが、しばらくは売上が良
い状況が続くとみている。

□

百貨店（売場主任） ・消費活動が徐々に回復してくるものと予想される一方で、
アパレルや服飾関連の取引先の体力が著しく低下、商品の生
産背景が急激に悪化しているため、ショップの撤退や商品納
入量の削減、派遣いただいているスタッフの減員等の申入れ
がきており、魅力ある売場の維持が困難になるものと考えら
れる。

□
百貨店（営業担当） ・周囲でも、不要な外出や買物を控える動きがいまだ見られ

ており、目的のない購買行動に対して慎重であることがうか
がえる。

□
百貨店（買付担当） ・先の見通しが付かない。現在の状況が続く前提で施策等準

備を進めるが、新型コロナウイルス感染の収束状況によって
は良くも悪くもなると考える。

□
スーパー（企画担当） ・いまだ新型コロナウイルス需要は続いている。内食需要は

まだまだあるとみているので、食品スーパーとしては景気が
良い状況が続く。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスがある程度収まらなければ、客の動き

は戻らないとみている。今年一杯は第２波、第３波を警戒し
ながら、横ばいになればいいかなと思っている。
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□
コンビニ（経営者） ・例年でいえば気温が高い日が続き売上も上がる時期だが、

今年は新型コロナウイルスの影響があるので何ともいえな
い。第２波、第３波が来ないことを切に願うだけである。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で景気がやや悪いという状況は

余り変わらないとみている。

□
コンビニ（エリア担
当）

・来客数は回復傾向も、夏祭りや各種イベント中止による消
費低迷は続く。またキャッシュレス還元終了も数値に影響を
及ぼすと予測する。

□
衣料品専門店（経営
者）

・祭りやイベントがほとんど中止になり、特に竿燈（かんと
う）用品の売上がほとんど見込めない。また、土産品の売上
も皆無の状態で、お中元の出足も鈍い。

□
衣料品専門店（経営
者）

・新型コロナウイルス感染症防止のための自粛の後遺症で、
旅行もどうしようかと考えてしまう延長上では、洋服を買お
うという余裕が出るのはまだ先なのではないかと考える。

□

衣料品専門店（経営
者）

・通常営業に戻した店舗が多くなり少しずつ人の出は多く
なってきているが、来客数は思ったほど変化せずスローペー
スで増加している状況である。しばらくは現状のままと予測
する。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・来客数がなかなか上がらない状況が続くと考えられる。ま
た、夏のボーナス減額等の影響で購買力は上がらないと考え
られる。

□
乗用車販売店（従業
員）

・夏のボーナスが余り出ないという客が増えてきており、今
後も販売量は余り伸びないのではないかと予想している。

□
乗用車販売店（従業
員）

・市場状況、客の来場状況共に３か月前から大きな変化はな
い。新車を検討しての新規来場は増えていないが、修理等の
入庫台数は前年との差がほぼない。

□
住関連専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスはまだまだ終息しないようなので、対
面での営業活動ができる見通しが立たない。

□
住関連専門店（経営
者）

・売上も徐々に回復してきたが、新型コロナウイルスの影響
はまだまだ続くとみている。経済活動も活発になってきた
が、従来と同様の活動には程遠い。

□
その他専門店［靴］
（従業員）

・先が読めない。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響により、落ちた水準のまま推移
していくとみている。

□
高級レストラン（支配
人）

・夜のパーティーは法人系の利用はもはや皆無の状態であ
る。ランチに関しては新しいスタイルでビュッフェを再開
し、それが認知されて以前の８割ほど戻ってきている。

□
一般レストラン（経営
者）

・２～３か月後の予測は全く付かない。新型コロナウイルス
次第でもあるし、春のダメージが夏秋に掛けてじわじわと広
がっていくことも考えられる。

□

一般レストラン（経営
者）

・現在、給料日後に少し来客がおり良い兆しがみえたのだと
考えたいが、新型コロナウイルスの影響がなかった頃も月初
は余り良くない傾向があったので、これも一過性のものとみ
ている。今後、新型コロナウイルスが終息しない限りは、給
料日後に少し良くなるだけで良くない状況が続くと予想して
いる。

□

旅行代理店（従業員） ・新型コロナウイルス次第である。海外需要での渡航制限規
制解除となった場合でも諸外国や日本国内での新型コロナウ
イルスに関する水際対策が整備され、安心、安全が保障され
ない限り、渡航者数回復には相当の時間を要することが想定
される。国内需要においては、宿泊、飲食、観光施設など受
入れ人数制限により、販売額増加までにはたどり着かない状
況が想定される。

□

タクシー運転手 ・ここ数日、新型コロナウイルスの感染者数が増加してい
る。当初より、秋になれば感染者数が増えるといわれていた
ことから考えると、現状の余り良くない状況が続くと考えら
れる。売上は前年比50％以下になるとみている。

□ 通信会社（営業担当） ・現状から回復するような良い材料に乏しい。

□

通信会社（営業担当） ・今後、サービスエリアの拡大が予定されているので、新型
コロナウイルス感染の第２波が来なければ、契約訪問や工事
対応も順調に進むとみている。自宅のＷｉ－Ｆｉ環境整備を
希望する客の増加は、しばらく続くことが予想される。
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□

観光名所（職員） ・フリー客の動きは少しは出始めているが、観光業において
は、やはり団体客が来ないと数字が残せないという苦しさが
ある。バス会社の、団体を呼び込むときの対応が定まらない
限りは、景気が戻ってくるとはいえない。

□
遊園地（経営者） ・第２波がどうなるかなど、新型コロナウイルスの状況次第

である。また、夏休みが短縮されることなどもあり、見通し
を立てるのが難しい。

□
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・夏の祭りやイベントもことごとく中止であり、直接、間接
の経済低迷への影響は計り知れない。

□
住宅販売会社（経営
者）

・戸建て用地の要求が同業他社から増えている。

□
その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・新型コロナウイルスの第２波対策としてエアコンの需要は
増えることが予想される。

□

その他住宅投資の動向
を把握できる者（住宅
展示場運営会社）

・新型コロナウイルスの感染拡大により、会社員の出勤体制
や小中学校の休日体制など、前年度と比較して世の中の動き
が大きく異なっているため前年比で約７割の来場を想定して
おり、今月と大きな変化はないとみている。

▲
一般小売店［酒］（経
営者）

・ねぶた祭が中止になったので観光客も少なく、景気が悪く
なると予想している。

▲

一般小売店［酒］（経
営者）

・これからはもっと深刻な状況になっていくのではないかと
懸念している。第２波、第３波がいつ来るかも分からない状
況の中、経営を続けていくことがしんどい。今までは耐えて
こられた多くの企業もこの状況が続けばどんどん窮地に追い
込まれる。地方経済はより深刻になっていく。

▲

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・経済活動が再開してきているが、新型コロナウイルス感染
症の状況が落ち着かないため、自発的外出自粛は継続してい
るようである。４月に比べ影響が軽減してきているとはい
え、今後長期的には廃業、事業縮小が拡大していくと予想し
ている。

▲

スーパー（経営者） ・７月は都道府県間移動自粛の解除があって経済活動の活性
化に期待したが、新型コロナウイルス感染者数の拡大は止ま
らず、不安が消えない。これまでと同じく食品の消費活動傾
向に大きな変化はみられない。各活動は引き続き停滞、低迷
し、企業の経営状態の悪化が広がること、また個人の雇用や
収入減、所得減少が進み、購買力の低下、消費活動が更に悪
化することを強く懸念している。

▲
スーパー（店長） ・キャッシュレス払いでの還元もなくなり、今以上に客単価

の下落が予想される。ボーナス減少とのニュースもあり、売
上の減少はまだまだ続くとみられる。

▲
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの影響が落ち着き、飲食店へ流れる客

が増えていく傾向は止められないとみている。

▲
スーパー（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で収入は減少し、無駄な買物は

しなくなり、購買意欲も減少、節約志向は強まると予測され
るため、今後の景気は厳しくなるとみている。

▲
スーパー（営業担当） ・県外からの観光客が減少していることから、経済の停滞に

よる需要減少が予測される。

▲

コンビニ（店長） ・会社も個人も政府の給付金などにより一時的にしのいで
も、長い目でみると、会社の売上減少、個人の給料の下落に
より、これから景気の落ち込みが懸念されるといった状況で
ある。東京での新型コロナウイルス感染者が再び増えてきて
いるといった不安要素が消費者の消費行動に影を落としつつ
ある状況で、近い未来は決して明るいものではない。

▲
衣料品専門店（店長） ・給付金特需が落ち着いた後、以前のような消費に戻ること

は考えにくい。

▲
衣料品専門店（店長） ・自粛解除と特別定額給付金により一時的に客の購買モチ

ベーションが回復したものの、全体的な景気の低迷は変わら
ないため、再度買い控え傾向が強まることが考えられる。

▲
家電量販店（店長） ・新型コロナウイルスの影響で消費動向は今後厳しくなる。

客の購買意欲が減衰するとみている。

▲
家電量販店（従業員） ・現在は給付金で買物をする客が多くいるため調子が良い

が、２～３か月先はその反動減が出てきてやや悪くなると考
えている。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・新型コロナウイルスの影響で家に籠っていた客が６月に外
出しても、７月以降はまた控えるようになると考えている。

▲
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で最低限のものしか売れない。

また、新規商談ができない。
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▲
遊園地（経営者） ・終息がみえない新型コロナウイルスに対する先行きの不安

感がある。

×

商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響による４月の最悪の状況から
戻ってくるのではないかとみていたが、７月からの予約状況
をみてもほとんど入っていない。この先もかなり悪くなるの
ではないかとみている。

×
商店街（代表者） ・商店街での夏、秋のイベントも全て中止となっている。自

粛ムードはまだまだ続くとみられ、景気は悪化傾向にある。

×

スーパー（経営者） ・６月末でキャッシュレス・消費者還元事業が終了し、７月
からは本来は前年10月からであった消費税増税による収税感
が出始める。さらに、収入減少等々があいまって、財布のひ
もは緩んでいかない。また、新型コロナウイルスの第２波、
第３波への備えもある。

×
スーパー（店長） ・食費、生活費への節約ムードが高まり、安さ優先の買物動

向が強くなると予測している。それが競争の激化へとつなが
り、ややデフレ傾向の兆しが現れると考えている。

×
コンビニ（経営者） ・平日は７～８割の客が戻ってきているが、土日は５割以下

なので、景気はなかなか良くならない。

×

コンビニ（エリア担
当）

・東北では夏場の祭りが最大の商機であるが、全ての祭り、
イベント、花火大会等中止により人の動きが数百万人単位で
減少するおそれがある。当然売上に直接影響が出ると予測さ
れる。

×
乗用車販売店（本部） ・同調心理からか、近所の目を気にして車両購入を留保する

という声も依然多い。まずは消費全体のマインド向上が待た
れる。

×
住関連専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスによって売上が全くない状況である。

×

その他専門店［酒］
（経営者）

・地方では新型コロナウイルスの影響で耐えきれずにホテル
や飲食店が廃業や規模縮小等をする動きがあり、長期にわた
り景況が元に戻ることはないと予想している。世界規模で売
り先がない状況ではドラスティックに体制を変え、コスト
カットをして利益確保を優先するようにせざるを得ないと考
えている。

×

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・地元の飲食店はこの機に廃業というところもあるので全体
的な需要は減少する見込みである。業種にかかわらず営業自
粛、廃業というところがあるので、好転する兆しはみられな
い。

×
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で先がみえない。

×

一般レストラン（経営
者）

・サービス業の出店に関しては何かしらの規制を設けなけれ
ばならない。インバウンドに頼れない今後を想定すれば、エ
リアの人口密度に応じて業態別に出店許可を出すべきであ
る。今は助成金があるのでギリギリ踏みとどまっているよう
だが、インバウンドに対して飽和状態にある会社や店が内需
でやっていけるようにならなければ今後は負の傾向がずっと
続いていく。

× タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響で回復がみえない。

×
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの第２波が心配される状況になってき

たことにより、先が見通せない。

×
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルス対策として効果的なワクチンが全世界

に出回り終息しない限り、今後第２波、第３波も予想されて
いることから、当面景気回復は望めない。

×

設計事務所（経営者） ・官公庁発注の案件が６月議会を経て多く発注されたが、新
築案件が非常に少ない。また、改修や長期保全などを含む全
ての案件で、応札者の３割以上が失格するケースが多発し
た。これは、原価ぎりぎり又は割った応札であり、今後の受
注の激化、低価格が想定されるため、景気は悪化するとみて
いる。

◎ － －

○
農林水産業（従業者） ・さくらんぼ直売所への来客は例年の７～８割の状況である

が、これからは段々と良くなって、例年並みまでには戻るだ
ろうという話をパートの人から聞いている。

○
食料品製造業（経営
者）

・今後、現時点よりは売上も回復するだろうが、夏から秋の
観光シーズンが本来の書き入れ時なので、どこまで回復する
か分からず心配である。

○
建設業（従業員） ・予断を許さない状況だが、遅れていた計画や発注手続が再

開する前提で上向きになってくることが想定される。

企業
動向
関連

(東北)
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○

金融業（広報担当） ・県内の大型夏祭りは今年相次いで中止となり、インバウン
ド需要の回復が見込みづらいなかではあるが、特別定額給付
金の効果顕在化も含め、消費動向は改善していくものと考え
る。ただし、新型コロナウイルス禍が当面再来しない前提の
話である。

○
広告代理店（経営者） ・新型コロナウイルス発生前の状態には戻らないと確信して

いるが、今後80％程度は戻ってほしい。新たな案件発掘や提
案の方法を模索している。

○
経営コンサルタント ・新型コロナウイルスの第２波が来ない前提ではあるが、景

気は上向くと考えている。

□
食料品製造業（経営
者）

・秋までは観光やイベントでの集客は望めないので、厳しい
状況は続くとみられる。

□
食料品製造業（営業担
当）

・徐々に売上が回復することを願いたいが、良くなる材料が
ない。厳しい状況は続くとみており、先行きは暗い。

□
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・新型コロナウイルス感染症の第２波の心配もあり、劇的に
経済が良くなる気配もない。来年の今頃まで長引くのではな
いか。

□

電気機械器具製造業
（企画担当）

・新型コロナウイルスの影響でプラス要素とマイナス要素が
共存する状況は今後も継続するため、現状から大きな変化は
ないとみている。しかし、テレワーク用機器及び携帯端末の
需要は徐々に拡大するとみられ、業界的には良くなる方向と
予想する。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響による自粛規制は緩くなってき
たが、景気が回復して上振れするにはまだ時間が必要であ
る。

□ 通信業（営業担当） ・客の反応を見ながら徐々に対面営業をしていく。

□
通信業（営業担当） ・テレワークに関する客からの問合せは多いが、タブレット

端末などの入荷が不安定なため、受注に至らないケースが出
てきている。

□
広告業協会（役員） ・10月以降の大型イベントも中止にする方向であり、広告業

界としては、人が集まることをちゅうちょしている世の中の
状況ではなかなか復活も見通せない。

□
広告代理店（経営者） ・新型コロナウイルス感染症の治療薬、ワクチンの開発など

抜本的な解決先が見いだせないため変わらない。

□

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・新型コロナウイルスに対する抜本的な予防法、治療法が確
立しない状況下で、外食や宴会の状況が新型コロナウイルス
前まで回復するのは難しい。また、東京を中心とした都市部
の方が新型コロナウイルスに対する不安感が強いことから、
都市部ほど回復は遅れると想定している。県内においては出
張者、旅行者の流入が戻らない影響が大きい。

▲
出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・７月以降の受注残が前年より約30％落ち込んでおり、景気
はしばらく良くならないとみている。

▲ 金融業（営業担当） ・まだまだ様子見の状況が続きそうである。

▲
司法書士 ・当地の登記所における不動産登記申請の受付件数が前年同

月比で８％減となっている。不動産取引自体も減少傾向が続
いている。

▲

公認会計士 ・新型コロナウイルスの今後の状況がみえないので、小売、
飲食、サービス関係は業績悪化が避けられない。建設関係が
現在の景気を維持したとしても全体的には景気の下降が続
き、やや悪くなるのではないかとみている。

▲

コピーサービス業（従
業員）

・新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波に備えて働き
方改革に取り組もうとしている企業が増えているようだが、
具体的な動きはまだみえない状況で、すぐに景気が戻るとは
考えられない。

▲

その他企業［企画業］
（経営者）

・新しい生活様式、マスク着用、社会的距離、ウィズコロナ
など、あふれる新語が知らず知らずのうちに国民に自粛と
いった行動阻害を促している。行き過ぎた警戒感が心配であ
る。

▲
その他企業［協同組
合］（職員）

・雇用調整助成金の活用が目立ってきた。ますます同業他社
との価格競争が激しくなっており、仕事量が減少している。

×
農林水産業（従業者） ・国内の米の在庫量が多くなっており、令和２年産米の価格

下落が予想されている。

×

窯業・土石製品製造業
（役員）

・新型コロナウイルスの感染拡大による国の経済対策で、大
幅な財政の圧迫から不要不急の公共工事が中断、延期の可能
性もある。民間設備投資も減少傾向にあり、良くなる要素が
全くない。
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×
金属製品製造業（経営
者）

・客からの情報が極端に少ない状況の中、今後３か月では業
績の回復は期待できない。

×

建設業（企画担当） ・客先の設備投資計画の延期や中止は、受注予定の減少につ
ながり、受注量の減少は競争の激化、更には売上の低下に直
結する。また、関連する専門工事業者にもその影響が及ぶと
推察される。

×

輸送業（経営者） ・プラス要因、マイナス要因どちらもあるが、現状だとマイ
ナス要因の方が少し多い。プラス要因としては、７月頃から
輸出、輸入関連貨物がやや回復してくるとみている。マイナ
ス要因としては、一昨年から続いている主要製造業取引先の
減産が今後更に増える見込みである。

×

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・サラリーマンの残業がほとんどなくなり、パートの人たち
の出勤が非常に減って手取り収入が減少したという話を周囲
から聞いている。内需拡大や購買に結び付く材料も全然見当
たらない。大変心配している。

◎ － －

○
アウトソーシング企業
（社員）

・県をまたぐ移動の制限も解除され、これから先、元に戻っ
てくれることを期待している。

○
職業安定所（職員） ・新規求職者数は前年比同水準を保っており、企業からは求

人が出始めている。新規求人数は復調の兆しがみえる。

□

人材派遣会社（社員） ・当初、緊急事態宣言の中で最悪の状況を見越していた企業
も多かったが、予想よりも仕事がなくなっておらず、今まで
人手不足だった企業でも採用活動をそのまま継続していると
ころが多くなっている。特にメーカー、建設資材、清掃や警
備などのサービスといった企業からはそういった話が多く聞
かれるので、今までと同じ状況が続くのではないかと考えて
いる。

□
人材派遣会社（社員） ・まだ求人数の戻りは緩やかなので、ここから新型コロナウ

イルスの影響でどのようになってくるかは未知数である。

□
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスのワクチンが開発されるなど、安心し

て働ける環境になるまでは、なかなか求人数などは上向かな
いとみている。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・県をまたぐ移動の制限も解除になるなど、モノが動き始
め、対面しないでの経済活動を模索するなど、地元企業も必
死に新しい販路に挑戦している。ただし、景気に反映できる
のはずっと先のことで、まずは経費を抑えることが最優先に
なるため、しばらくは求人回復の見込みはない。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・スポーツイベントや地域の祭り、催事の中止が10月頃まで
確定していて、反転の起点となりそうな好材料が見当たらな
い。年末年始景気を見込んでいるが、新型コロナウイルスの
特効薬やワクチン開発など終息につながるニュースがない限
り、停滞感は続くとみられる。

□
職業安定所（職員） ・緊急事態宣言解除後も、先行きの不透明感を訴える企業が

多い。
□ 職業安定所（職員） ・求人数が伸びるという予測にない。
□ 職業安定所（職員） ・景気が良くなる材料が見当たらない。

□
学校［専門学校］ ・新型コロナウイルスの影響による自粛ムードが尾を引いて

いる。

▲
人材派遣会社（社員） ・テレワークを実際に体験したことで、従業員の活用方法や

事務所自体の必要性の有無を再認識した企業が出てきそうな
感触がある。

▲
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響が長引き、雇用が悪化すると予

測している。

▲
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響により、毎月の求人数が連続し

て減少しており、求人倍率についても連続して低下してい
る。また、求人への応募も減少している。

×

人材派遣会社（社員） ・減少した派遣需要案件に複数の派遣会社が群がっている構
造がみえる。業界を挙げて開拓部署が他の派遣会社の案件を
リサーチし、あえて競合に持ち込む消耗戦を以前に増して実
行している。

×

人材派遣会社（社員） ・外資系企業の派遣スタッフ終了や、大手企業のリモート
ワーク推進により、北日本で支店を展開する必要がなくなっ
てきているため、第２波が来たら、壊滅的な打撃を受けると
推測される。

×
新聞社［求人広告］
（担当者）

・新型コロナウイルス感染拡大の影響はなくならない。

雇用
関連

(東北)
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　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
観光型ホテル（経営
者）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まっていると思
うので、ある程度の効果はあるのではないか。しかし、それ
も新型コロナウイルス感染の第２波の状況による。

◎
都市型ホテル（営業担
当）

・５～６月が厳しく底だと思うので、２～３か月後は、現状
と比較すれば良くなる。

◎
通信会社（営業担当） ・給付金等による消費が増えることで、一定の経済効果が見

込める。

◎
ゴルフ場（総務担当） ・新型コロナウイルス感染の拡大が落ち着いてきているた

め、良くなる。

○

百貨店（営業担当） ・客単価や来客数をみると回復傾向にあることは間違いない
が、今後の見通しが難しい。新型コロナウイルスの影響次第
になるが、現状が続くならば今よりはやや良くなるのではな
いか。

○
百貨店（店長） ・新型コロナウイルス感染が収束に向かいつつあるなかで、

やや良くなる。

○
コンビニ（経営者） ・今後は、県外や市外の客が１～２か月前よりも増えてくる

のではないか。

○
コンビニ（経営者） ・現在、来客数が１日平均40～50人増えてきているが、この

先も100人くらいは増えると考えられるので、良くなる。
○ 家電量販店（店長） ・東京オリンピック需要で、やや良くなる。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・今の景気のままでは本当に大変である。客は来ない上に、
車は売れないので、希望的観測だが、２～３か月先は良く
なってもらわないと困る。

○
住関連専門店（仕入担
当）

・先行きは不透明だが、今後２～３か月は自粛していた反動
が一気にというより、少しずつ表れてくるのではないか。

○

その他専門店［靴小売
業］（経営者）

・良くなるといっても４～５月の状態よりはという話であ
る。学校も始まり、地域観光の補助金は、家に籠もりがちな
人の目を外に向けさせるには良いと思う。長期的にはメー
カーの動向が、しっかりしていくことが大切である。

○
一般レストラン（経営
者）

・ワクチンの開発や治療法が確立し、少しずつでも元どおり
の生活に戻ってほしい。

○
一般レストラン［居酒
屋］（経営者）

・社会情勢に変わりがなく、現状が続けばやや良くなる。

○

その他飲食［給食・レ
ストラン］（総務）

・新型コロナウイルスのワクチンの開発や実用化の見通しが
見えてくれば、安心感が一層広がってくる。ただし、新型コ
ロナウイルス収束後の戻りは、以前とは違う面も出てくると
みられ、テイクアウトの仕方など、適合した取組を強化した
い。ただし、第２波、第３波の感染拡大等があった場合は、
相当に重い影響が出ると懸念される。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・県をまたぐ移動制限が解除になり、宿泊稼働は、15％前後
から40％台へと少しずつ上がってきている。会議やミーティ
ングの予約も、徐々に入ってきている。宴会、レストランの
利用はいまだ回復していない。新型コロナウイルス感染防止
対策をしっかりアピールして、消費者マインドが上向いてき
たときに選ばれるホテルとなるよう仕込みを続けたい。

○
都市型ホテル（副支配
人）

・Ｊリーグが再開し、Ｊリーグ関連の予約がかなり見込まれ
る。これらを起爆剤に今後の売上をある程度まで回復させた
い。

○
旅行代理店（所長） ・自治体の実施する宿泊補助事業やＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌ

キャンペーンの成果が現れてくることに期待したい。

○
旅行代理店（従業員） ・国の補助金事業等により、少しずつ回復する見込みであ

る。

○
通信会社（社員） ・新型コロナウイルスによる自粛生活から、段階的に制限が

緩和され、営業活動も徐々に再開している。

○
競輪場（職員） ・やっと観客を入れることができるようになったので、販売

量も増えるとみている。

○
設計事務所（所長） ・「Ｗｉｔｈコロナ」が定着してきて、経済が動き出すた

め、やや良くなる。

○
住宅販売会社（経営
者）

・新規分譲も始まり、今後、新型コロナウイルスの第２波が
来ない限り、順調に回復に向かうとみている。

□
一般小売店［精肉］
（経営者）

・自粛解除になっても、新型コロナウイルスの陽性者がまた
増えてきている。まだ、安心して外には出られない。特に、
高齢者の動きが悪い。

家計
動向
関連

(北関東)
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□
一般小売店［家電］
（経営者）

・職業柄、夏になるのでエアコンは出ると思うが、特別定額
給付金で買うという客がいる一方、買い控えしている客も結
構いるので、どちらとも言えない。

□
一般小売店［青果］
（店長）

・このままの状態でいけば、売上も少しずつ回復していくと
思うが、新型コロナウイルスの感染者がまた増えて以前の状
態に戻るとなると、何とも言えない。

□
百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルス収束のめどが立たない以上、コロナ発

生前の水準に戻ることはない。ただし、現在が底であると仮
定すると、一定程度の回復は見込まれる。

□ 百貨店（営業担当） ・現時点では、２～３か月といえども状況は不透明である。

□

コンビニ（経営者） ・社会全体のリモート勤務、「新しい生活様式」、また、７
月からのレジ袋の有料化等、影響が予想できず、売上の見込
みも全く予想できない。世の中の動きが見えないため、前年
データも発注の参考にならず、苦労が多い毎日である。夏に
多少の希望を持っているが、利益圧縮のなか、11月の時給
アップの勧奨などできないと心配している。

□
コンビニ（店長） ・学校が始まり、来客数は幾分増えるのではないか。ただ

し、各種イベントが中止になっているので、人出は現在より
余り増えるとは思わない。

□

衣料品専門店（統括） ・今年は新型コロナウイルスの大問題で、全県の祭りが全て
中止となっている。例年だと、今ごろから夏祭りの準備に入
るが、ほとんどない。新型コロナウイルス対策はまだ続くと
思うが、早く収束することを願っている。

□
家電量販店（店員） ・変わらず好調に推移する。定額給付金の給付による消費の

原資があることと、ステイホームの観点が強く、旅行にはま
だ多くの出費をしないとみている。

□

乗用車販売店（経営
者）

・当地域は、公共交通のインフラが余り良いとはいえないた
め、車なしの生活は考えられない。最低でも１人１台保有し
ている感じである。買換え期間は多少延びたりするが、高齢
化による免許証返納分を除けば、これ以上の減少はしない。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・２～３か月先は、ホテル、ドライブイン関係のいろいろな
方に話を聞くと、「合宿、一般フリー客の予約は、８～９月
まで本当に入っていない状態で、夏の林間学校なども秋口に
予定しているが、不透明である」とのことである。新型コロ
ナウイルスの影響が落ち着かない限りは、当店の立地する観
光地は、今月と同様に最悪の状態で進む。

□

自動車備品販売店（経
営者）

・自粛の反動による行動増加や特別定額給付金の給付で手元
現金があることから、多少は購買意欲等がプラスになってい
くと思うが、絶対的な自動車稼働率は低下している。今後も
下がっていくとなれば、先が読めない状況に陥る。

□
旅行代理店（経営者） ・新型コロナウイルス感染の第２波が懸念され、完全に旅行

者が戻るとは思えない。
□ タクシー運転手 ・地方の田舎では、そう簡単に良くなるようには思えない。

□
通信会社（総務担当） ・新型コロナウイルスの感染次第だが、外出制限がかからな

ければ、例年並みになりそうである。

▲

スーパー（商品部担
当）

・新型コロナウイルスの影響も残るなか、現状では買上点
数、単価が通常に戻りつつある。今とこの先３か月を比較す
ると単価下落分が売上に影響しそうである。また、夏休みの
短縮化やＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響が出そ
うである。

▲
衣料品専門店（店長） ・新型コロナウイルスの感染次第のため、先は読めないもの

の、厳しい状態が続くとみている。

▲

住関連専門店（店長） ・特別定額給付金の特需が終わりに向かい、外出自粛緩和等
で遠方への外出が増えることで、自宅ＤＩＹやガーデニング
需要が減ると想定される。ホームセンターとしては来客数の
減少が想定される。

▲
その他専門店［燃料］
（従業員）

・受注が減少しているため、受注残の状況からも、かなり厳
しくなってきている。

▲ 通信会社（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、先行きは不透明である。

▲
美容室（経営者） ・商店会代表者会議前の雑談では、持続化給付金を申請した

か否かが挨拶がわりである。個人商店主は今を生きるのに必
死である。

▲
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・全部門が落ち込んでいるなかで、車体の板金塗装部門の落
ち込みは更に進むと予想している。

×
商店街（代表者） ・新型コロナウイルス感染拡大の抑止が経済の向上に結び付

くことが明確である。感染への不安が解消できないため、Ｐ
ＣＲ検査の充実と良薬の早期開発が求められている。
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×
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスが終息するまでは、どんどん悪くなっ

ていく。

×

衣料品専門店（販売担
当）

・新型コロナウイルスが発生してから、じわじわと人出が悪
くなっている。自粛が解除になり、人が街に出るようになっ
ても、高齢者は慎重で動きが鈍い。２月後半からずっと、３
～６月と徐々に低迷の度合いが厳しくなっている。今後もこ
の下り坂の傾向は変わらないと考えている。

×
一般レストラン（経営
者）

・近隣の祭りやイベントの中止が決定しており、例年あった
打ち上げや大量の弁当、オードブルの注文が全てなくなり、
かなり大きな痛手である。

×
スナック（経営者） ・来客数の増加は見込めず、新型コロナウイルス対策に係る

経費がどんどん増加していくので、悪くなる。

×
都市型ホテル（経営
者）

・営業を続けるも地獄、休業するも地獄の状況である。

× タクシー（経営者） ・全体的に人の動きが悪いので、この先も悪いと予想する。

×
タクシー（役員） ・新型コロナウイルスの影響と国の政策が悪過ぎるため、悪

くなる。

×

通信会社（経営者） ・前年同月と比較しても、現状大きな差はない。地方は飲食
関係を除けば都市部より新型コロナウイルスの影響は少な
い。問題は感染の第２波が発生するかどうかである。いずれ
にしても、今後数年は新型コロナウイルスの封じ込めは期待
できないことを考えると、実体経済の悪化は避けられない。

×
通信会社（経営者） ・新型コロナウイルス感染の第２波も含め、地方経済は困窮

が続き、悪くなる。

×
テーマパーク（職員） ・県をまたぐ移動の自粛など、感染防止を意識した行動か

ら、まだまだ従来のような観光の動きがない。

×
設計事務所（所長） ・まだ「新しい生活様式」に対応できる状態ではない企業が

多いため、景気回復には相当の時間を要するとみている。
◎ － －

○
金属製品製造業（経営
者）

・調達、資材関係者からの情報では、売上はやや回復するだ
ろうとのことである。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・工場の稼働停止により落ち込んだ売上をばん回する動きも
出始め、現状よりは上向く見込みである。

○
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・緊急事態宣言の解除により、自動車販売台数が回復基調と
なっているため、やや良くなる。

□
化学工業（経営者） ・先は本当に読みにくいが、現状維持か現状よりは良くなる

だろうと、希望的観測をしている。

□
金属製品製造業（経営
者）

・今が一番悪いときで、これから良くなる予定である。今
は、希望を持ってやっている。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・新型コロナウイルスの状況が依然として落ち着いていない
ため、先々の見極めが難しい。

□

輸送用機械器具製造業
（経営者）

・新型コロナウイルス発生以来悪く、２～３か月先もこのま
ま悪い状況である。受注量、販売量、取引先の様子も、２～
３か月先では改善する様子はない。10月以降になれば、景気
は良くなるのではないか。

□
その他製造業［消防用
品］（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響が、まだしばらくは残ると考え
る。

□

輸送業（営業担当） ・今年は猛暑の予測が出ており、夏物家電、エアコン、冷蔵
庫、４Ｋテレビ等の高額商材について、特別定額給付金の給
付で購買力が上がり、輸送量も前月同様、前年の２～３割増
が予想されている。今後も大変良い状況が続きそうである。

□

不動産業（管理担当） ・休業していた取引先も事業を再開し始めてきているが、今
後の新型コロナウイルス感染の状況によって、先がどうなる
か読めない。事務所テナントのうち、テレワーク等で規模縮
小が可能な事業所は、賃借面積の縮小や撤退を検討する可能
性がある。テナントの空室も埋まらない可能性の方が高い。

□
広告代理店（営業担
当）

・夏の商戦への広告出稿計画が、いまだに入ってこない。新
型コロナウイルス感染第２波への懸念から、大きな販売促進
イベントも実施しにくい。

□

経営コンサルタント ・新型コロナウイルスの２次拡大が心配される状況で、その
影響は計り知れない。行動自粛が原因の経済的悪影響が広範
な業種で依然として残り、観光関連のみならず、生活関連業
種自体の先行きも厳しい。また、自主廃業が本格的に増加す
る可能性は高い。

□
司法書士 ・我々、司法書士、行政書士の仕事内容の関係で、余り落ち

込まずにいるのかという気がしている。

企業
動向
関連

(北関東)



122 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
その他サービス業［情
報サービス］（経営
者）

・客に変化は出てきたものの、収益に貢献できるまでには、
まだしばらく時間が掛かる。

▲
窯業・土石製品製造業
（総務担当）

・緊急事態宣言に伴う自粛で、地域経済は打撃を受けてい
る。

▲
電気機械器具製造業
（経営者）

・自粛で余りお金が入ってこないので、今後は設備を作ると
か住宅のリフォーム等の需要はかなり落ち、更に悪くなるの
ではないか。

▲ 建設業（総務担当） ・いつ回復してくるか、正直先が見通せない。

▲
社会保険労務士 ・夏祭りなど毎年恒例のイベントが全て中止になり、広範囲

に影響が出そうである。

×
食料品製造業（経営
者）

・新型コロナウイルスの経済活動全体への影響は、これから
ではないだろうか。

×

建設業（開発担当） ・現政権誕生後、公共工事は順調である。前政権時のスロー
ガン「コンクリートから人へ」のキャッチフレーズでは大変
迷惑を被った。現在は新型コロナウイルス禍で企業は大変厳
しい状況で、対策のため、個人も企業も耐える時期である。

◎ － －

○

人材派遣会社（経営
者）

・夏休みを迎えて、海や山などの観光地や娯楽施設等に期待
をしているようだが、新型コロナウイルスの心配はまだ拭い
去ることはできないため、経済活動はわずかだとみている。
観光地等の土産品、食品加工品等の増加は期待できるのでは
ないか。

○

人材派遣会社（社員） ・国、県の旅行等の補助で、これから出るものもあるが、申
込みの１宿泊当たり幾らという対策を採っていることもあっ
て、このまま感染の第２波が来なければ、宿泊施設関係の客
の戻りは比較的早いと感じている。各施設の予約申込みが他
所よりも比較的早いスピードで戻っているという話である。

□
人材派遣会社（経営
者）

・新型コロナウイルスで、会社がどうなるか少し心配であ
る。この先がどういうふうになるか分からない。

□
人材派遣会社（社員） ・秋頃から新型コロナウイルス感染者の増加が予想されてお

り、医療体制や収入面の不安が解消されない限り、現状から
大きく改善するとは考えられない。

□

人材派遣会社（管理担
当）

・自動車関連業への派遣請負は、秋より生産数を上げる計画
のため、今後２～３か月は現状維持である。コンビニ向けの
麺類製造の生産計画は良いものの、他業種が悪いため、売上
は低空飛行のままである。

□

職業安定所（職員） ・緊急事態宣言は解除されたが、飲食業や小売業からは「客
が戻らない」、製造業からは「仕事量が減少しているので、
ラインを減らして作業している」、「納期が延長されてい
る」等の声が寄せられているため、現状が続くとみている。

□
職業安定所（職員） ・飲食やサービス関連の事業所では、新型コロナウイルス第

２波の感染拡大を警戒して、事業拡大にちゅうちょしている
ようである。

▲ ＊ ＊

×
学校［専門学校］（副
校長）

・新型コロナウイルス感染への心配がすぐには消えない上
に、第２波への懸念もある。

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの感染第２波、第３波次第だが、皆が
基本的なことを守りつつ、今の状態をキープすることができ
れば、間違いなく３か月後は物販を中心に数字は上向く。た
だし、世の中の規律が緩み過ぎて、第２波、第３波が早く来
るようであれば、マインドは地の底に落ちるので、景気は一
気に悪くなる可能性がある（東京都）。

◎
旅行代理店（販売促進
担当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが８月から始まる
ことになり、また、春先の修学旅行が９月に延期になってい
るので、国内旅行は活発になる（東京都）。

◎

住宅販売会社（従業
員）

・今月も景気は悪かったので、２～３か月後の景気も、例年
に比べれば悪いかもしれないが、今月よりは明らかに回復す
る。新規客の来場も通常に戻りつつあるので、商談も増えて
きている。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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○

一般小売店［家電］
（経理担当）

・新型コロナウイルスの影響で売上は萎縮していたが、今後
はその反動で売れるようになる。家電に限っては買う物を決
めて買っているが、その他の必需品は何があるか探して買っ
ている。

○
一般小売店［家電］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響が落ち着いてくる（東京都）。

○
一般小売店［傘］（店
長）

・ソーシャルディスタンスや熱中症予防に日傘が注目され、
今よりも需要がある。

○
一般小売店［生花］
（店員）

・６月は、父の日はあったが、母の日と比べるとそれほどで
もないし、新型コロナウイルスの影響で駄目だった。９月に
はお彼岸があるので期待している（東京都）。

○

百貨店（売場主任） ・新型コロナウイルスの収束状況が非常に重要になってく
る。この状況下でも食料品は生鮮関係を中心に全般的に好調
である。ギフトも思いのほか好調で、現状では前年比マイナ
ス５ポイントとなっている。更に良くなることを期待してい
る（東京都）。

○

百貨店（売場主任） ・クリアランスがスタートし、宣伝せずとも集客が上がる時
期である。夏の旅行も、海外に行くことができない状況のな
か、自家需要での高級食材、ぜいたく品、キッチン用品など
の需要もあると見込んでいる（東京都）。

○
百貨店（総務担当） ・消費者の消費に対する慎重な姿勢は継続することが考えら

れるが、秋以降、特殊要因によるセール体制の継続を予定し
ている。

○
百貨店（営業担当） ・人との接触回避のための短時間滞在や目的商品のみの購入

等、回復には時間が掛かると想定しているが、悪化には歯止
めが掛かっている（東京都）。

○

百貨店（販売促進担
当）

・外出自粛の反動で、売上は前年比で大幅に伸びている現況
から、新型コロナウイルス感染の第２波がないという前提の
上ではあるが、消費者の購買意欲は継続する。ただし、お金
の使い方の変化は確実にある（東京都）。

○

百貨店（販売促進担
当）

・緊急事態宣言の解除後、客はいまだに外出を控える傾向に
あるものの、来客数は回復しつつあり、今後も緩やかに伸び
ることで、今よりは景気も良くなる。ただし、「新しい生活
様式」に向けた集客、販促方法や、催事、イベントの開催方
法が必要であったり、取引先の受けた影響も大きいことか
ら、従前と同様までに回復するには時間が掛かる。

○

百貨店（販売促進担
当）

・新型コロナウイルス感染の第２波への懸念は高いが、現状
よりは少しずつ回復していくとみている。ただし、インバウ
ンド消費の回復はめどが立たず、微増にとどまる（東京
都）。

○
百貨店（店長） ・第２波の影響も懸念されるため先行きは不透明だが、客足

は少しずつ回復する（東京都）。

○
百貨店（企画宣伝担
当）

・学校の夏休みが短縮され、新型コロナウイルスの影響で長
期の旅行は控えることを想定すると、例年より来客数が増加
する見込みであり、売上規模も拡大すると予想している。

○
スーパー（販売促進担
当）

・まとめ買いの傾向は食品を中心に続く。在宅時間が長くな
り、菓子、飲料、冷凍食品の売上増への期待が大きい。

○
コンビニ（商品開発担
当）

・新型コロナウイルス感染第２波が来ないこと、暑い夏であ
ること、これらに期待を込めている（東京都）。

○

家電量販店（店長） ・猛暑による夏物商材の好調が見込まれる。さらに、テレ
ワーク特需関連商材、調理家電、日用品は期待できる。イン
バウンド需要は期待できないため、その構成比の大きい店舗
は国内需要に商品構成を変更し、これまでの概念を変える必
要がある（東京都）。

○
家電量販店（経営企画
担当）

・新型コロナウイルス感染の第２波の心配はあるものの、３
か月前の経験はいきるはずであり、リスクもミニマム化され
ると期待している。楽観視はしていない（東京都）。

○
乗用車販売店（経営
者）

・新型コロナウイルス感染対策をしっかりとして、来客数が
増え、新車の販売が伸びてくれば、景気も回復していく。

○ 乗用車販売店（店長） ・販売量や来客数が戻ってきている。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・新車投入、サービスの新型コロナウイルス感染対策を売り
に客の動きを活発化させ、収益改善を図る。

○
乗用車販売店（渉外担
当）

・販売量が回復する。

○
乗用車販売店（店長代
行）

・緊急事態宣言解除後、来客数も徐々に戻りつつあるので、
今後は販売台数増加が期待できるのではないか（東京都）。
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○
その他専門店［雑貨］
（営業担当）

・足元は依然として厳しい状況だが、Ｇｏ　Ｔｏ　キャン
ペーンなどの施策が予定どおりスタートすれば、客足も少し
ずつ戻ってくるものとみている（東京都）。

○

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（団体役
員）

・県をまたぐ移動自粛も解除され、夏の需要シーズンにＧｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの開始期待、加えて新型コ
ロナウイルス対策からの自動車移動の増加も予想される（東
京都）。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・新型コロナウイルスの感染第２波がどうなるかで大きく
違ってくる。このまま平行線なら、やや回復に向かうものと
考える。

○
一般レストラン（経営
者）

・先々の予約状況をみると、宴会の予約が何件か入っている
ので、今までの外出自粛の期間に比べれば、店も街も潤って
くる（東京都）。

○

一般レストラン（経営
者）

・国内、海外共に人の動きが活発になり、経済も回復の流れ
になる。国内においては、当社の場合、夏場が書き入れ時だ
が、３か月後の９月は例年売上が減少に入る時期である。た
だし、夏場に海水浴場の閉鎖、夏祭りなどの各種イベントが
中止となるため、飲食がレクリエーションの受皿となる可能
性がある。９月上旬までの売上は回復が見込めるのではない
か。

○

その他飲食［給食・レ
ストラン］（役員）

・６月に入り、徐々に稼働し始めた社員食堂が増えてきてお
り、売上も徐々に戻ってきている。戻りのテンポは緩慢であ
るものの、４～５月の最悪期は脱したものと判断している。
ただし、新型コロナウイルスの第２波が来たら、また最悪の
状態に戻る可能性がある（東京都）。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・今のままでいけば利用客数は若干増えてくるが、更に新型
コロナウイルスの感染者が増えるとなると、影響でまた悪化
する。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・見通しは良好とは言えないが、このまま新型コロナウイル
スの感染拡大が落ち着いていれば、少なからず良くなってく
る。

○
旅行代理店（従業員） ・新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言が解除さ

れ、人々の動きが活発になってきている（東京都）。

○

旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンにかすかな期待を
かけている。今後の新型コロナウイルス感染状況次第なので
はっきりしない部分が多いが、客に周知し、利用を喚起して
いく。

○

旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる国内旅行需
要の復活に期待している。ただし、海外旅行については、受
入れ国側のＰＣＲ検査等の条件や、日本帰国時の14日間の自
己隔離があるので、今年度の需要は厳しいと想定している
（東京都）。

○
旅行代理店（営業担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに期待している
（東京都）。

○
旅行代理店（営業担
当）

・他県への移動が許可されて、社会が自粛緩和の方向に向
かっており、８月には、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンが始まる。

○
旅行代理店（総務担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの実施により、客
が国内旅行に行くことを期待している（東京都）。

○

タクシー運転手 ・少しずつ仕事ができる状態に戻ってきており、一安心であ
る。まだまだ飛まつ感染対策を怠らないよう気を付け、マス
ク、消毒をしながら仕事をしている。タクシーを利用する客
も少しずつ増え、徐々に元に戻りつつある。この状況が長く
続くことを願っている。

○
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響で経済が止まっているが、これ

がずっと続くわけではなく、人の流れも出てきてはいる。昔
と同じには戻らないが、今よりは多少良くなる（東京都）。

○
通信会社（経営者） ・今後、新型コロナウイルスの感染拡大がなければ、景気は

良くなる（東京都）。

○

通信会社（管理担当） ・巣籠り消費が浸透して、インターネットテレビの便利さを
若者以外も感じている。携帯で見られるメリットより、イン
ターネットコンテンツをテレビで見る時代に突入するとみて
いる。

○
通信会社（局長） ・しばらくは解約増の精神的ダメージがあるものの、現在よ

りは通常モードに戻るので、景気は底を突いた感がある（東
京都）。
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○
観光名所（職員） ・新型コロナウイルスの感染拡大防止のため自粛をしていた

が、県外への移動が解除されたため、観光地としては今月よ
りは若干良くなると期待している（東京都）。

○
ゴルフ場（経営者） ・このままｗｉｔｈコロナに慣れて、夏休みに突入すること

で感染は横ばいになりつつも、通常の生活に近づけようとす
る人類、日本人のたくましさを信じる。

○
パチンコ店（経営者） ・新型コロナウイルス感染の勢いが収まりつつあり、人の動

きが徐々に回復してくることが予想される。

○
競輪場（職員） ・人は戻ってきているので、新型コロナウイルスに対するワ

クチン等の開発により、必ず景気は良くなると信じている。

○

その他レジャー施設
［ボウリング場］（支
配人）

・緊急事態宣言解除に合わせて営業を再開し１か月がたち、
徐々にではあるが来場者が戻ってきている。今後、新型コロ
ナウイルスの感染第２波が来なければ、来場者数も伸びてく
る（東京都）。

○
その他レジャー施設
［総合］（広報担当）

・イベントを開催できるようになると、状況は大分良くなる
が、新型コロナウイルス感染第２波、第３波の発生はとても
心配である（東京都）。

○

その他レジャー施設
［ボウリング場］（営
業担当）

・６月19日に県をまたぐ移動も解禁され、近場へ外出する人
もそれまでより多くなったように感じる。だが、団体や法人
のイベントやレクリエーション、懇親会には慎重なところが
ほとんどであるため、少人数や個人利用の客で若干良くなる
と見込んでいる（東京都）。

○
その他サービス［立体
駐車場］（経営者）

・客が戻ってくる。

○
設計事務所（経営者） ・官庁の入札案件数が増えてきたので、例年どおりの落札が

できれば希望が持てる。ただし、運次第の側面があるので、
楽観できる状況ではない。

○
設計事務所（所長） ・緊急事態宣言が解除され、仕事の話が多少入ってきてい

る。今後、新型コロナウイルスがどうなるかによっては、多
少良くなる（東京都）。

○
住宅販売会社（従業
員）

・契約に向けて具体的な打合せをする客が増えてきている。

□

商店街（代表者） ・現状で新型コロナウイルスがまだ収束していない、また、
東京辺りはまた少し拡大傾向にあるということからすると、
先行きの景気については何とも言えない。このままでは小売
業、飲食業は皆駄目になってしまうので、今は解決策を模索
しながらやっているという状況である。国の手厚い補助金を
もらいながら、先行きが少しでも良くなるように、今後も何
とかやっていかなければならない。

□
一般小売店［和菓子］
（経営者）

・新型コロナウイルスの収束がまだまだ見えていないので、
影響がこれからも出るのではないか。

□
一般小売店［家電］
（経理担当）

・キャッシュレス決済の５％還元は終わるが、エアコンシー
ズンとなる。ただし、商品の供給が心配される。

□
一般小売店［祭用品］
（経営者）

・完全に新型コロナウイルスが終息し、行事が再開されるま
で良くならない。

□
一般小売店［茶］（営
業担当）

・ホテルなどから少しは注文が入ることを期待しているが、
まだまだ以前の状態には戻らないのではないか。しばらくは
我慢である（東京都）。

□
百貨店（総務担当） ・通常の営業状態に近づきつつあるが、新型コロナウイルス

の影響も含め、先行きは依然として不透明であり、楽観的な
見通しは全く持てない（東京都）。

□
百貨店（総務担当） ・国内経済は少しずつ動き出しているが、新型コロナウイル

ス感染第２波への不安もあり、しばらく個人消費は大きく伸
びない（東京都）。

□

百貨店（広報担当） ・現在と比較して大きく状況が改善する材料がないことに加
え、これから夏休みにかけて人の移動が活発になり、新型コ
ロナウイルス感染第２波をにらみながらの消費活動になるこ
とは避けられない（東京都）。

□

百貨店（広報担当） ・新型コロナウイルスのワクチンができるまでトレンドは変
わらない。収束したら、安心安全な環境になって、ようやく
外出する人も出てくるだろう。そのときにはインバウンド需
要も回復し、景気が良くなるのは間違いない（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・３密回避により、自分で使う消費中心の動きで、ギフトや
手土産需要が厳しい状況は継続するとみている。セールも前
倒しで実施しているため、売上先食いの不安もある（東京
都）。
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□
百貨店（販売促進担
当）

・東京の新型コロナウイルス感染者数は２けたが続き、いま
だ収束が見えず、なかなか先を見通せない（東京都）。

□
百貨店（販売促進担
当）

・消費者が新しい日常に順応し、来客数が戻りつつあるが、
秋物商戦に向けたメーカーの新作投入が不透明な状況にあ
り、期待できない（東京都）。

□

百貨店（計画管理担
当）

・緊急事態宣言による休業で売上が大幅に減少したものの、
解除後は郊外店ということもあるのか、都心店よりも回復ス
ピードは早いように感じる。しかしながら、取引先の退店や
廃業、大型催事の中止等、思うような販売促進策を実施でき
ていないことから、まだまだ先行きは厳しい（東京都）。

□

百貨店（店長） ・旅行やキャンプなど、密にならない場所へのニーズは高ま
る可能性があるが、必要品ではないファッションや雑貨など
は前年の物でも良く、密を避ける方が優先という心理が働く
ため、現状が年内一杯は続くのではないか（東京都）。

□
スーパー（販売担当） ・食料品関係の売上は前年並みを達成しているが、衣料品な

どについては客が控えているようで、１人当たりの買上額が
なかなか前年を上回らない（東京都）。

□
スーパー（店長） ・経済の先行きが不透明ななか、消費者には節約志向が依然

として根付いているので、当面は同様の状態が続いていく
（東京都）。

□
スーパー（店員） ・環境与件により内食需要はまだ伸びる傾向にあるため、生

鮮食品を中心に売上が増える可能性がある。

□
スーパー（営業担当） ・緊急事態宣言が解除になったとはいえ、内食化傾向はまだ

当分続く。したがって、販売数量は前年よりも増えると予測
している（東京都）。

□
コンビニ（経営者） ・近くにスーパーができたため多少落ちてはいるが、新型コ

ロナウイルスの影響で少し上向いている。

□

コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの感染第２波が来るかどうか分からな
いが、今の状況ではどちらに振れるかよく分からない。感染
状況次第で、景気も不特定要因があるのではないかと考えて
いる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・在宅勤務の継続などで、主食系の販売が戻りきらない状態
が続く。また、例年のように行楽での需要が見込めないので
はないか（東京都）。

□

衣料品専門店（経営
者）

・変わらないと回答したが、良い意味ではなく、ずっと悪い
状態が続くだろうということである。新型コロナウイルスの
影響があり、業種によっては若干上向いているところもある
かもしれないが、この地域では今年一杯イベント等が中止に
なっており、関連商材等を扱っている当店としては、まだし
ばらく不況が続くのではないかと思っている。

□
衣料品専門店（営業担
当）

・先行きが全く見通せない。「新しい生活様式」では小規模
事業者はやっていけない。

□
衣料品専門店（役員） ・イベントの中止や旅行の自粛等により、外出用の高額品の

売上が見込めない。現状、販売の中心は日常使いの低価格品
である。

□
家電量販店（店長） ・新型コロナウイルスの感染第２波の可能性が出てきている

ので、先々はまだ不透明である。

□
家電量販店（店長） ・特別定額給付金の影響での売上増が続く。一方で、新型コ

ロナウイルスの影響による夏のボーナス減が予想されるた
め、前年並みか前年より少し高めに推移するのではないか。

□
乗用車販売店（経営
者）

・自動車整備は順調に入っているが、販売が余り芳しくな
い。新型コロナウイルスの関係で今年一杯は駄目なのではな
いか。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・秋口にまた新型コロナウイルス感染第２波が来ると、客足
が減るのではないか。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・新型コロナウイルス感染症がもっと早く収束するのではな
いかという期待があって今まで回答していたが、長引くので
あれば、景気は現状維持がやっとで、変わらない。経済には
人の移動が大きく影響するので、今の状況だと、先行きの景
気はなかなか良くならないのではないか。ディーラーも含め
ていろいろな客も同じような判断をしている（東京都）。

□
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・新型コロナウイルスにより通常の販促を打ちにくく、試行
錯誤中である。今後の第２波の行方等も考えると、販促をし
にくい面があり、売上にも影響する。

□
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・当店は薬局なので、消毒液など新型コロナウイルスに関連
する商材が入荷してくれば、大分回復するのではないか。
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□

その他専門店［貴金
属］（統括）

・新型コロナウイルスの影響が続いているため、先行きが不
透明な状況が続いている。６月から営業を再開したことで売
上は回復傾向にあるが、今後景気が良くなるとも悪くなると
も判断し難い（東京都）。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・新型コロナウイルスの感染リスクが払拭されれば、制約の
ない経済活動も飛躍的に安定化するように思われるが、それ
までは先が読めない不安定な状況である（東京都）。

□
高級レストラン（経営
者）

・客席数を減らしている。団体客が見込めない。

□

高級レストラン（営業
担当）

・外出自粛明けに比べると、徐々にではあるが個人需要は少
人数ながらも予約が増えつつある。一方、法人予約に関して
は、特に大型宴会を中心に自粛が継続されている向きがある
（東京都）。

□
高級レストラン（仕入
担当）

・新型コロナウイルスが落ち着くまでには、まだかなりの時
間が掛かる。法人利用が復活するまでは、今の厳しい状況が
続く（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・今まで売上の４割をケータリングが占めていたが、それが
全くない。恐らく、今年一杯はないと思うので、景気が良く
なることはあり得ない。今は店内の売上のみで細々とやって
いる状態である。そのため、３か月後は悪くなるか、変わら
ないかのいずれかである。

□
一般レストラン（経営
者）

・夜８時を過ぎると人通りがない。早い時間の来客も、長い
滞在はしない（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・緊急事態宣言が解除されてから、少しだけ客が戻りつつあ
るが、大変厳しい状況には変わりない。取りあえず、追加の
新型コロナウイルス関連の融資を受けられそうなので、しば
らくは大丈夫だと思うが、借りたお金は返済しなければなら
ない（東京都）。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響は大きくなるかもしれない。油
断できない（東京都）。

□

都市型ホテル（経営
者）

・近隣の大型コンベンション施設で東京オリンピックの競技
が開催される予定だったのだが、延期になってしまったの
で、９月までは全くイベントがない。それをカバーできるよ
うな物件、案件がないため、少しは回復すると思うが、今と
同じような状況がこの夏一杯続いていくのではないかとみて
いる。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・新型コロナウイルスに対するワクチン、あるいは特効薬が
開発されない限り、今の悪い状況は余り変わらない。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宴会や婚礼については、３か月先の予約まではほぼ延期や
キャンセルになっている。また、宿泊も学会やイベントなど
の開催が中止となり、先々の予約がない。全館休業をしてい
た関係で、予約がほとんどない状態からの再スタートとな
り、現在が底なのだが、良くなる要素が全くなく、状況は変
わらない。

□
旅行代理店（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、客はずっと足止めを食らっ

ているため、現状と余り変わらない。
□ 旅行代理店（従業員） ・新型コロナウイルスの影響が続く（東京都）。

□
タクシー（経営者） ・新型コロナウイルス感染第２波、第３波への警戒感から、

今の状況がしばらく続く。

□

通信会社（社員） ・客は今様子見の状態である。仕事の仕組みを変えないとい
けないという意識は感じられる。当社の事情では、国の補助
事業の採択を受けて何とか息がつけたところである（東京
都）。

□

通信会社（社員） ・新型コロナウイルスの再流行により、再度量販店や小売業
が営業自粛となればマイナスになる。９月発売と思われる話
題のスマホの状況によっては、機種変更からの５Ｇ移行が進
み、プラスとなる（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルス感染への危機感がまだ底流にあるの

で、大幅に消費行動が改善されるとは思えない。

□

通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスと付き合っていく「新しい生活様式」
が浸透してきており、通信に対する一定の需要は継続してい
くものとみている。ただし、需要は今回の在宅勤務等で一巡
しており、大きく上振れすることはない。

□ 通信会社（営業担当） ・良くなると思える材料がない。
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□

通信会社（管理担当） ・新型コロナウイルス感染の第２波が心配されるなかでは、
個人消費も伸び悩む状況にある。また、企業向けのソリュー
ションシステムも、働き方改革に絡む商材は伸びるものの、
景気回復までには時間が掛かるものとみている（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・政府等が大きな政策を打たない限り、当面は今の状況に変

化はない（東京都）。

□
通信会社（経理担当） ・在宅勤務がある程度残り続けると考えているため、イン

ターネット接続の需要があると想定している。

□

ゴルフ場（経理担当） ・新型コロナウイルス感染症が発生する以前は、高齢層の旺
盛なプレー意欲に下支えされ収益を確保できたが、緊急事態
宣言が解除されても新型コロナウイルスへの感染リスクを忌
避する動きがあり、業績回復の大きな阻害要因となっている
と考えられる。

□

その他サービス［福祉
輸送］（経営者）

・自家用車に関しては受注が非常に冷え込んでいる。今後警
戒が緩むにつれて、ある程度関心は高まると思うが、その分
非常に経営が苦しくなっている経営者が多いために、良くな
るか悪くなるか、傾向は余り分からない（東京都）。

□
その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・今のまま推移していく。ある程度市場が熟成され、落ち着
いており、新型コロナウイルスの影響が続くなかでも余り影
響を受けず、販売量も減少しない。

□
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・新規の問合せなどは確実に減っているため、良くはならな
い。

□
設計事務所（経営者） ・現在、新しい案件は入っておらず、今の状態がしばらく続

きそうである。

□

住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの感染拡大や第２波などがなければ、
投資用アパート物件はこのまま変わらず推移していくと予想
している。ホステルの方はまだ先が読めず、いつ客が戻るか
も不明である。訪日外国人は厳しいと思うので、国内需要で
何とかせざるを得ない。

□
その他住宅［住宅資
材］（営業）

・建材関連で一定の仕事量があるユーザーもみられるが、落
ち込んだままのところがまだ多い。一気に回復に向かうとは
考えられない（東京都）。

▲

一般小売店［文房具］
（経営者）

・テレワークなど仕事の仕方が変わってきたこともあり、法
人の事務用品の購入については今後も減少傾向になると思わ
れる。また、近隣飲食店は通常どおりの営業時間に戻ってき
てはいるものの客足が戻ってきたわけではなく、当店につい
ては会計伝票を始めとする飲食店向け商材の販売数量も低い
ままである（東京都）。

▲

スーパー（経営者） ・新型コロナウイルスに関連した巣籠り需要がなくなってき
て、皆外に出てき始めているので、通常の形に戻ってきてい
る。また、キャッシュレス決済の５％還元が終わるので、６
月後半はやや良いが、７月に入ったら少し落ち込むのではな
いかという気がしている。

▲

スーパー（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響で、ボーナスや賃金が減り、可
処分所得が下がっていることにより、客の買い方が変わって
くることを心配している。今後、新型コロナウイルスの感染
者数が増えてくると、萎縮ムードが続き、買い方が慎重に
なってくるのではないか。

▲ スーパー（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響がまだ続く。

▲
スーパー（ネット宅配
担当）

・可処分所得の減少、家庭内食費の増加などから節約志向は
強くなると考えられ、競合環境が悪化する。

▲
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスやその他の要因が多いので、よく分か

らない。

▲
コンビニ（経営者） ・娯楽施設の休業、県営プールの中止が決定しているため、

７～８月は厳しくなる。

▲
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルス感染症が急激に収まるということは考

えにくい。また、コンビニでも袋が有料になるなどの影響が
続く。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・今月良くなっているのは特別な要素が重なってのことであ
り、また元に戻る。

▲
衣料品専門店（統括） ・現状の来客数増加は一過性のものであり、長期的に伸びる

可能性は今のところ見えてこない。

▲
家電量販店（店長） ・特別定額給付金の効果が長続きするとは思えない。新型コ

ロナウイルス感染症の第２波がいつ来るか分からないという
不安もある（東京都）。
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▲
乗用車販売店（営業担
当）

・６月の来客数増は一時的なもので、ニュースで見る限り
ボーナスや給料が少なくなっているため、来月以降は前年に
比べて下がる（東京都）。

▲
住関連専門店（統括） ・現在でもまだまだ外出自粛の影響があり、これから何か月

かは売上も販売件数も伸び悩むと予想している。

▲

一般レストラン（経営
者）

・当店はフリーの客の売上が４割、宴会が６割近くを占めて
いる。フリーの客は７割くらい回復してきているが、宴会需
要が全く復活していないので、今後しばらくは現状若しくは
若干マイナスで推移する（東京都）。

▲
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・今の新型コロナウイルスの感染状況が落ち着くまでは、明
るい兆しは見えない（東京都）。

▲

都市型ホテル（スタッ
フ）

・国としてＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで補正予
算１兆7000億円が用意されていると思うので、観光業界は、
３～５月より７～９月は上向きになると期待している（東京
都）。

▲
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響で金銭的にもいろいろな面で迷

いがあり、非常に困っている。新型コロナウイルスが収束し
ないと、今のところ先が読めない。

▲

タクシー運転手 ・客の利用シーンがどう変わってくるかで、タクシー業界は
大きく変化する。仕事での移動に乗ってもらえるのか、ま
た、高齢者が病院や買物等に使ってくれるのか。まだ全体的
に客が少なく、タクシーが過剰の状態で、少しの客を法人、
個人で奪い合っている状態である（東京都）。

▲

通信会社（経営者） ・新型コロナウイルスの感染拡大は落ち着いたように見える
が、東京エリアではまだ一定数の感染があり、予断を許さな
い状況である。感染防止に気を配りながら、今後こちらから
のアクション営業も少しずつ開始予定だが、訪問時間の短縮
による営業力低下や、高齢者が訪問を避けているという声も
あり、業績は低下傾向と予測している（東京都）。

▲
通信会社（経営企画担
当）

・更なる案件終了に加えて、新規案件の減少が見込まれる
（東京都）。

▲
通信会社（総務担当） ・新型コロナウイルス感染予防対策の影響が大きく、消費活

動全般が落ち込みから回復していない（東京都）。

▲

その他サービス［学習
塾］（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で、学校以外には通いたくない
という生徒が何人か出てきている。まだリモートでは物足り
ない部分もあり、何名かは退塾しているので、余り人数的に
は増えそうにない。

▲
設計事務所（職員） ・相対的に悪くなる傾向と思うが、何ともいえない（東京

都）。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルス感染症のまん延が人々の将来に対する
不安を増加させており、住宅のような高額の買物をしようと
する動きはますます収縮していくことが見込まれる。

▲
その他住宅［住宅管
理・リフォーム］（経
営者）

・客と対面できない状況なので、相談ができない。仕事の成
約ができず、先行きは更に厳しくなる。

×

一般小売店［家電］
（経営者）

・特別定額給付金が入るので商品を購入したいという個人客
はいるが、大きい取引をしている企業からの注文等は減って
いる。新型コロナウイルスがもう少し落ち着いてこないと、
うまく稼働していかないのではないか（東京都）。

×
一般小売店［家具］
（経営者）

・特別定額給付金が給付されてはいるものの、その影響は出
てこないような気がするので、これからも良くならない（東
京都）。

×
一般小売店［食料雑
貨］（経営者）

・密の状態でないと商売にならない。

×

一般小売店［印章］
（経営者）

・新型コロナウイルスの収束はまずないだろう。１人１人が
もっと自覚をもって感染防止に努めるべきである。収束はま
だ先の話になるのではないか。それまで耐え忍ぶしかないよ
うな気がする。非常に残念だが、現状は商売になっていな
い。

×
一般小売店［米穀］
（経営者）

・今までの状況からはかなり変化する。不安があり、良くな
るような想定はなかなかできない（東京都）。

×

一般小売店［文具］
（販売企画担当）

・外商部の客、民間の客で、今まで決まっていた大口の案
件、例えば机や椅子、エアコンの入替えなどが全てストップ
してしまった。先行きの景気、また業績が良くないことが予
想されるので、設備投資に関しては少し待ってほしいという
ことである。先行きが不安で仕方ない。
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×
一般小売店［茶］（営
業担当）

・夏のイベントが中止になっているため、売上が落ちる。売
上を見込んで仕入れたお茶に付随する菓子等の賞味期限が
迫っており、苦慮している。

× スーパー（経営者） ・年間を通じて、売上の底である夏に入るため、悪くなる。

×
スーパー（経営者） ・キャッシュレス決済の５％還元が終了する。新型コロナウ

イルスによる世の中全体の落ち込み、スーパーのコロナ特需
の終わりなどを考慮すると、かなり厳しい。

×

スーパー（店長） ・食品スーパーだが、３か月後は新型コロナウイルスの影響
が薄れて、通常の生活様式に変わる。そうすると、まとめ買
いといった対応が客自身もいらなくなってくる。本当に必要
で、安価な物だけを購入する形になっていくと思うので、今
よりは相当厳しい状況になる（東京都）。

×
スーパー（仕入担当） ・キャッシュレス決済の５％還元も６月末で終了となり、財

布のひもが固くなる。企業の業績も悪くなり、収入が減り、
消費も落ち込む。

× コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響がまだ出てくる（東京都）。

×
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響がどこまで続くのか不明だが、

夜間の売上が元に戻らないと、厳しい状況が続き、好転は望
めない。

×

衣料品専門店（店長） ・新型コロナウイルスの影響が一旦収まりつつある。ただ
し、秋～冬にかけて第２波が予想されていること、再度の自
粛要請による収入減が懸念されていることから、財布のひも
は固くなる。

×
衣料品専門店（店長） ・式典等のイベントが通常どおりにならない限り、厳しい状

況が見込まれる。打開するには、新たなビジネス展開が求め
られる（東京都）。

×
住関連専門店（営業担
当）

・世界的に新型コロナウイルス感染拡大の収束が見えず、景
気の後退は避けられない（東京都）。

×
その他小売［生鮮魚介
卸売］（営業）

・あと１年は駄目だと思うが、新型コロナウイルス感染症が
収束するまでに倒産しそうである（東京都）。

×
一般レストラン（経営
者）

・今のままでいくと、夜団体で飲食をしている人たちが悪い
かのように思えるのが現況である。これを改善してくれない
と、飲食業はこの後残っていくのがなかなか難しい。

×
都市型ホテル（支配
人）

・新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた「新しい生活様
式」や企業活動の変化で、宿泊、飲食にかかわる事業は先行
きが見えない。事業存続に危機感を感じる。

×

タクシー運転手 ・世界中で、新型コロナウイルスによる感染者が1000万人を
超え、死者も50万人を超えた。各国で経済活動の再開から感
染の拡大が続いているなどのニュースが流れている。日本も
数多くの人にＰＣＲ検査が実施されれば、感染者が増え、経
済も行き届かなくなり、景気はもっと悪くなる（東京都）。

× 通信会社（管理担当） ・まだまだ回復基調には程遠い。

×

ゴルフ場（従業員） ・新型コロナウイルス感染症は、多くの法人、個人に影響を
与えている。緊急事態宣言の解除により人が外出し、一時的
に経済が多少上向くかもしれないが、実際はそれぞれ深刻で
あり、今後更に景気への影響が出てくる。

× 美容室（経営者） ・新型コロナウイルスが早く収束してほしい。

×
その他サービス
［フィットネスクラ
ブ］（マネージャー）

・新型コロナウイルスの影響がある（東京都）。

×

設計事務所（経営者） ・３～６月末まで、新しい仕事の話を進められていない。今
まであった仕事も再開することができなくなっているのが現
状である。当社の場合は、行政の入札案件が多少あるので、
そちらの営業は頑張っていきたいが、これからますます悪く
なるのではないか。

×
設計事務所（所長） ・得意先の仕事量がかなり減ってきているため、仕事がなか

なか回ってこない。全体的に仕事がないので、これからます
ます悪くなる。

×
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスの感染が早く収まらないと景気が戻ら
ない。このようなときこそ、経済波及効果の大きい住宅が売
れるような対策をとってもらえると大変有り難い。

◎
食料品製造業（経営
者）

・休業していた店の多くが営業を再開しているので、徐々に
良くなっている（東京都）。

○
出版・印刷・同関連産
業（所長）

・少しずつイベント等が動き出し、それに向けた引き合いも
来ているので、来月以降は期待したい。

○
金属製品製造業（経営
者）

・実際に仕事の引き合いなどはないが、大手が稼働し始めた
ことなど周りの空気から、やや良くなるのではないか。

企業
動向
関連

(南関東)
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○
電気機械器具製造業
（経営者）

・受注量が徐々に増え始めている（東京都）。

○
通信業（広報担当） ・新型コロナウイルスと共存する流れのなかで、徐々に正常

に戻っていく（東京都）。

○
不動産業（従業員） ・県をまたぐ移動などの制限解除によるホテル需要の回復が

見込まれる（東京都）。

○
その他サービス業［警
備］（経営者）

・新型コロナウイルスの感染防止対策で、検温や入場時の検
査の仕事を受注している。

○
その他サービス業［情
報サービス］（従業
員）

・緊急事態宣言が解除され、仕事も回り始めたが、また感染
者数が増加してきている。劇的な改善は見込めないが、徐々
に市場動向が活性化してきている。

□
食料品製造業（経営
者）

・季節的にも売れる時期ではなく、今のところ景気が良くな
るというプラス要因は見当たらない。夏祭りなどのイベント
もなくなり、大変なことになっている。

□
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・材料であるビニールプラスチックの値上げを５月から要求
されている。

□
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・例年８月は受注量が少ないので、景気は悪いままで変わら
ない（東京都）。

□
化学工業（従業員） ・現状は販売量は横ばいで、先行きの受注量も増減はない

が、キャンセルの可能性もあり、予測ができない。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で、経済全体のパイが小さく
なってしまっている。今後すぐに戻ることはないと思うの
で、しばらく悪い状態が続く。

□
金属製品製造業（経営
者）

・世界的に新型コロナウイルス感染症が収束するまでは今の
状態が続くとみている。特に精密加工部品の営業に力を入れ
て頑張っていく。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・今月２週間工場の稼働を止めた取引先もある。自動車メー
カーのラインが止まっている以上、部品はいらないというこ
とのようである。良くなる見通しは全く立っていない。

□ 建設業（従業員） ・新型コロナウイルスの影響で、先が読めない。

□
輸送業（総務担当） ・荷主の国内出荷量は低迷が続き、輸出に関しては全くな

い。今後も現状が続く予想である。

□

金融業（総務担当） ・新型コロナウイルス感染者が増えている状況では、消費者
はまだ外出や外食を控える。今後、企業も家賃の安い物件に
移ったり、縮小する傾向は続くようなので、賃貸不動産業は
厳しくなる。新卒採用を控える動きもある。新型コロナウイ
ルスの影響は当分続く（東京都）。

□

金融業（役員） ・観光業では大型観光バスでの利用が全くなく、苦慮してい
る。また、本年12月まで市内の大規模イベントが中止になっ
ており、来客による消費増加の見込みがほとんどなく、商業
施設の業況はほぼ変わらない。

□

不動産業（総務担当） ・新型コロナウイルスの収束時期が見えない限り、今の悪い
状況は今後も続くだろう。体力のない店舗系テナントの中に
は、店じまいするところや営業を再開できない店も出てきて
いる（東京都）。

□

税理士 ・米国の景気が良くなってきたと思っていたら、新型コロナ
ウイルスや黒人差別問題の影響で荒れており、どうなるか分
からない。中国も再び新型コロナウイルスの感染者が増えて
きているようである。景気は日本だけの問題ではなく、第２
波、第３波が来たときは大変なことになるので、今と変わら
ない（東京都）。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。

□
経営コンサルタント ・支出、消費への厳しさは続く。消費税減税などの直接的な

メリットがないと、回復は難しい。

□

その他サービス業［映
像制作］（経営者）

・東京ではいまだに新型コロナウイルスの感染者が増えてお
り、第２波、第３波も考えられる。政府の助成も今後にわ
たって期待できるかどうかが分からないため、景気が急に良
くなるとは思えない（東京都）。
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▲

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・新型コロナウイルス感染対策で広まったテレワークの影響
を受けて、印鑑不要という会社が出てきており、印鑑業界と
してはやや悪い方向に向かっている。また、名刺やショップ
カードの印刷もしているが、テレワークで客と会う機会が減
り、ビジネスの世界でも名刺を使わなくなってきている。飲
食店も客が少なくなっているので、ショップカード自体が使
われなくなってきて、今まで１か月に１回注文があったのが
２か月に１回ペースになっている。新型コロナウイルスが収
束すればよいが、長引くということになると、やはり悪くな
ると考えざるを得ない（東京都）。

▲
プラスチック製品製造
業（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で激減した化粧品容器の受注に
回復見込みが立たず、困惑している。それに代わる他の業種
に営業をかけても、まとまった話は一切ない。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・新型コロナウイルスのワクチンや治療薬ができるまでは良
くならない。国内の感染が収まっても、海外が収まらなけれ
ば経済は循環しない。

▲
その他製造業［鞄］
（経営者）

・今の段階では新型コロナウイルスの収束状況次第で方向が
変わってくる。全国的に景気が良くならなければ、当社も同
じ状況になる。

▲
その他製造業［化粧
品］（営業担当）

・４～５月は緊急事態宣言に伴う営業自粛によりサロンの稼
働率が低かったが、６月から営業を再開し、来客数が増えて
いる（東京都）。

▲
不動産業（経営者） ・賃貸、売買共に前年に比べて減少しており、どう乗り切っ

ていくかがこれからの課題である（東京都）。

▲

税理士 ・持続化給付金の申請をした事業者へは給付金が支払われて
いるが、半減に至らない売上減の事業者は、苦しいままの状
態が続いている。自衛手段として経費の節減、人件費の削減
をせざるを得ず、景気が好調になる兆しはない。

▲
その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・相変わらずの人手不足で募集単価が高騰し、利益を圧迫し
ている。新型コロナウイルスの影響もあり、既存契約の値上
げ交渉も止まったままになっている（東京都）。

▲
その他サービス業［ソ
フト開発］（従業員）

・情報処理の会社だが、データ入力などが延期になり、数字
がマイナスになってきており、今後も影響が出てくる。

×
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・クライアントより、今後新型コロナウイルスが収束して
も、委員会やセミナー、講演会のＷｅｂ開催は続くとの連絡
があり、今後も受注量の減少は避けられない（東京都）。

×

化学工業（総務担当） ・本来期待していた東京オリンピック、パラリンピック需要
はなく、インバウンド需要回復も全く期待できない。経済活
動が再開され、受注回復を期待したいが、厳しい状況が続く
のではないか。景気回復に向けて大胆な政策を実施してほし
い。

×

精密機械器具製造業
（経営者）

・当社は製造業であり、商工会議所の役員でもあるが、自動
車、航空機などを行っているところは、70％以上の売上ダウ
ンと聞いている。ほとんどが週４日程度の稼働で、従業員が
20～50人以下では自主廃業などを考えているところが多いよ
うである。借金をすると、10年間返し続けなくてはならない
からである。また、赤字国債を発行しているので、国民に付
けが回ってくる。

×
建設業（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で先が見通せないので、経済的

な不安定が今後も続く。
× 建設業（経営者） ・新型コロナウイルスや消費税増税の影響がある。

×
建設業（経営者） ・仕事を予定していた取引先も５～６月までは先に受注して

いた案件があるが、７月以降は薄くなっているため、夏から
悪化するだろうとのことである。

×

輸送業（経営者） ・８月は、東京オリンピック開催に伴う臨時輸送体制が新型
コロナウイルス発生前から既に組まれているが、稼働日が20
日を割り込み、かなりの売上減を予想している。東京オリン
ピックは延期となったものの、輸送体制に変更はないため、
新型コロナウイルスの拡散が追い打ちをかけ、更なる経営の
悪化が予想される（東京都）。

× 輸送業（経営者） ・新型コロナウイルスの影響がある（東京都）。

×

金融業（従業員） ・プロスポーツの再開など、少しずつ平時の雰囲気に戻る兆
しも見えてきているが、取引先の小売業者等からは、まだま
だ地域住民の自粛ムードが根強く、客足が戻るまでは当分時
間が掛かりそうだとの声が多く聞かれる（東京都）。

×
金融業（支店長） ・比較的影響の少なかった製造業にも影響が出始めている。

厳しい状況は続く。
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×
広告代理店（従業員） ・当社のかかわる９月までのイベントは全て中止となってお

り、それ以降も新型コロナウイルス感染第２波を警戒してい
るため、前向きの話はない。

×

広告代理店（営業担
当）

・緊急事態宣言は解除されたものの、新型コロナウイルスが
世界的に拡大し、リアルイベントなどの開催を各社が見合わ
せていること、また秋以降の新型コロナウイルスの再まん延
の懸念などもあり、先行きが不透明である。当社も如実にあ
おりを食って、赤字に転落している（東京都）。

×
経営コンサルタント ・食品関係はストレートに業績が減少しているが、製造業に

おいてもこれからじわじわと影響が出てきて、当分続きそう
である（東京都）。

×
その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・取引先工場等の稼働率が上昇するめどが立っておらず、売
上減の状態が続くものと予想される。

×

その他サービス業［ソ
フト開発］（経営者）

・取引先の予算が削られて、新規案件を探しているが見つか
らず、要員のシフトを組まなくてはならない。また、新人教
育を終了して配属は決めたが仕事をスタートできず、いつか
らスタートできるかのめども立っていない（東京都）。

◎
人材派遣会社（営業担
当）

・下期以降は前期比60～70％程度となる見込みである（東京
都）。

○
人材派遣会社（社員） ・予断を許さない状況ではあるが、６月に入り受注数が徐々

に増加してきていることから、回復すると見込んでいる（東
京都）。

○

人材派遣会社（営業担
当）

・前月に比べ派遣オーダー数は増加傾向にある。しかし、前
年比ではまだ少ない。求人件数は徐々に増加傾向にはある
が、飲食業の求人には回復の兆しがなく、不景気が長引く
（東京都）。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・介護、配送、警備など、限られた職種だけが、人手不足と
いうことである。３か月先の予約ももらっているが、ごくご
く微量である。

○
職業安定所（職員） ・外出自粛が解除されたことで、徐々にではあるが経済活動

が再開されている（東京都）。

○
民間職業紹介機関（経
営者）

・アフターコロナへの対応行動がルール化され、落ち着きを
見せている。企業活動を本格化するに当たって人の手配に経
営者の視点が向き始めている（東京都）。

○
学校［大学］（就職担
当）

・新型コロナウイルス感染が落ち着いてくれば、経済に動き
が出てくる（東京都）。

□
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響により業務量の減少が続き、設

備投資や採用を控える企業が今後も増えてくることが予想さ
れる。

□
人材派遣会社（支店
長）

・新型コロナウイルスの収束の見通しが立たないため、派遣
や人材紹介での採用は引き続き低迷する（東京都）。

□
求人情報製作会社（営
業）

・これから２～３年は今の状態が続く見込みである（東京
都）。

□
求人情報誌制作会社
（営業）

・新型コロナウイルスの影響は大きく、数か月で事態が好転
するとは思えない。長い期間をかけて少しずつ回復していく
ことを期待している。

□ 職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響がある。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・消費者の購買意欲低下が長引いており、経済的にも、企業
面でも良い状況にはなかなかならないと感じる（東京都）。

▲

人材派遣会社（社員） ・人材派遣の契約満了時期、また請負についての変更、解約
の申入れがほぼ３か月前となっていることから、今後のマイ
ナス影響は更に厳しくなると推察される。求職者は増加傾向
にあるものの、一定の給与水準を満たす求人が少なく、需給
バランスが崩れているためにマッチングができず、売上増の
期待は薄いのが現状である（東京都）。

▲
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響が続き、景気の回復が遅れる

（東京都）。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・緊急事態宣言が解除され、少しずつ求人数が回復基調に
なっているが、前年並みにまでは戻らない見込みである。

▲
求人情報誌製作会社
（広報担当）

・新型コロナウイルスの感染はまだまだ広がっていくと感じ
るので、大規模なイベント等はしばらくできなくなり、なか
なか業績が上向かない（東京都）。

▲
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス感染症の影響により、求人を控える事

業所も多くなっており、求人数が前年比で減少となってい
る。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・全世界的な新型コロナウイルスの影響により、国内製造業
の開発スピードも明らかに落ちてきている（東京都）。

雇用
関連

(南関東)
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×
求人情報誌製作会社
（所長）

・新型コロナウイルス感染第２波を警戒しているクライアン
トが多い。

×
民間職業紹介機関（経
営者）

・来期の採用活動にシフトしつつあるが、採用ＰＲ活動の自
粛が続いている（東京都）。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
その他サービス［葬祭
業］（経営者）

・最近は少人数でお寺から僧侶を呼ばない自由葬が増えてい
る。葬儀の在り方や考え方にも変化がみられる。

○
商店街（代表者） ・このまま新型コロナウイルスが収まれば、学校も通常授業

ができるようになり、クラブ活動も盛んになっていく。いろ
いろなスポーツ大会も始まると期待している。

○
百貨店（店長） ・新型コロナウイルス感染拡大防止のための自粛解除もあ

り、人出が戻りつつある。感染拡大がないという前提だが、
徐々に戻るのではないか。

○
スーパー（経営者） ・政府から１人10万円の給付金の入金があった。あと３回ほ

ど給付金があれば消費が回復していくのではないか。

○
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルス感染第２波の心配もあるものの、感染

拡大がなければ、今までが悪かっただけにこのまま少しずつ
回復していくのではないか。

○
乗用車販売店（経営
者）

・新型コロナウイルス感染の第２波への懸念は残るものの、
新型車の発売もあるため、徐々に新車需要は回復してくる。

○
その他専門店［貴金
属］（営業）

・現状が営業できていない状態なので、それよりは良くな
る。

○
高級レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルス感染拡大の第２波がなければ良くな
る。

○
一般レストラン（経営
者）

・極端には増えなくても、人の流れは多くなる。地方単位で
行われる支援の企画の効果が多少は表れるのではないか。あ
くまで今と比べればという話である。

○

観光型旅館（経営者） ・県をまたぐ移動自粛が緩和され、また、市や県の観光誘客
キャンペーンが始まっている。更に夏からは「Ｇｏ Ｔｏ Ｔ
ｒａｖｅｌキャンペーン」もある予定なので、新型コロナウ
イルスの状況を見ながらではあるが、徐々に客足が戻ってく
ると予想される。

○
都市型ホテル（支配
人）

・現在のビジネス利用客に加えて、今後は不要不急の外出を
自粛していた方々の宿泊利用が見込まれる。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・緊急事態宣言解除等が大きく影響し、自粛ムードからの反
動で、毎週のように個人利用が活発になっており、夏休み等
に期待ができる。ただし、キャッシュレス還元事業終了の影
響がどの程度あるのか、また、法人利用の動きが鈍い現状か
ら考えると、大幅な改善にはつながらない恐れもある。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・６月20日過ぎくらいから、若干個人の動きが良くなってい
る。19日に県をまたぐ移動の自粛制限が解除され、少しずつ
だが県外からの客が増えてきているので、６月よりも７月に
期待が持てる。ただし、法人需要の宴会はいまだに入って来
ていない。

○

タクシー運転手 ・２月は値上げした関係で前年比105％、３月は同75％、４
月は同47％、５月は非常に悪く同42％だった。６月は今のと
ころ前年比70％近くまでは戻りそうである。お盆頃になると
同80％ぐらいまで回復するような気がしている。

○
通信会社（社員） ・ある程度、底は脱した感はあるが、まだ様子見の段階であ

る。新型コロナウイルス禍のなかで、売上を落とさないよう
に、これまでとは違ったアプローチが必要になる。

○

観光名所（職員） ・キャンペーン施策の後押しや、夏のハイシーズンを迎える
ため、今後徐々に来客数は増えていくと思うが、１日の来訪
者数を制限する等、もろもろの対策を施した上での営業とな
るため、大幅な景気回復には程遠い状況である。

□
商店街（代表者） ・落ち込んだ分は多少戻ったが、新たな需要があるようには

思えない。

□

一般小売店［家電］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響による解雇者が身近にみられた
り、飲食業や宿泊業の不安定な様子を垣間見ると、先行きの
消費動向が良くなるとは感じられない。消費者の購入意欲を
出させるためのイベント等の開催も難しいなかでの商売は厳
しい。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□
一般小売店［家電］
（経営者）

・平常に戻るには時間がまだ掛かる。

□
一般小売店［薬］（経
営者）

・新型コロナウイルス感染の第２波は不可避で、なかなか客
足が戻らない。

□
百貨店（営業担当） ・依然として新型コロナウイルスの収束の先行きが分からな

いので、来客数も現在同様、少ない傾向が続く。

□
衣料品専門店（経営
者）

・期待できない。

□
自動車備品販売店（従
業員）

・新型コロナウイルスの第２波、第３波を警戒しているため
か、来客数は戻りつつあるものの、客単価は伸びていない。
消費に慎重な姿勢がみられるため、変わらない。

□
一般レストラン（経営
者）

・依然として回復基調にならない。変わらないと回答したが
見通しは暗い。

□

スナック（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、売上は当然激減している。
少し収まった感のあった感染者が、また少しずつ増え始めて
きており、若干だが戻ってきた客が再び来なくなるのではな
いかという危機感を抱いている。

□

旅行代理店（副支店
長）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの骨子が定かでない
こともあるが、新型コロナウイルスの感染状況を見ている
と、キャンペーン以外の旅行需要、企業出張等は激減であ
る。また、修学旅行や秋の団体旅行の中止、取消しも多く見
られ始めている。

□
通信会社（経営者） ・先が全く見通せない現状で、良い材料が見つからない。相

変わらず厳しい状態が続くとみている。

□
ゴルフ場（経営者） ・今後も新型コロナウイルス感染防止のため、パーティーの

中止、昼食の一部カット等、客単価の低下が顕著になってい
る。

□

その他レジャー施設
［ボウリング場］（経
営者）

・夏休みに入れば、多少客足の動きを期待はするが、それほ
ど大きく動くとは考えられない。自粛が解除され経済活動が
再開されるなか感染者は減っておらず、今後感染の第２波の
恐れもあり、厳しい状況は依然として続くと考えられる。

□
住宅販売会社（経営
者）

・県外客相手の当社にとって、新型コロナウイルス渦の影響
が大きく、別荘需要の回復には時間を要する見込みである。

▲
スーパー（経営者） ・ボーナスや残業代の減少、失業等、家計へのマイナス要因

が心配である。

▲
スーパー（経営者） ・６月でキャッシュレス５％還元キャンペーンも終了し、消

費者心理が節約志向に移行するため、先行きは不透明であ
る。

▲
コンビニ（経営者） ・会社関係の出勤日数が減ることにより、来客数が減って、

やや厳しい状態が続く。今後はすぐに良くなるとは思ってい
ない。

▲
コンビニ（経営者） ・当店はコンビニなので、今はそれほど変わりがないが、周

りは新型コロナウイルスで結構打撃を受けている。景気は悪
くなる。

▲
コンビニ（経営者） ・レジ袋有料化やキャッシュレス還元の終了で、客の買い控

えが起きそうな気配で、やや悪くなる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルス感染の第２波への懸念や東京のり患率
増加に伴い、外出がシビアになることが予想される。

▲
家電量販店（店長） ・世界的な景気低迷が報道されているため、収入減により購

買意欲が低下する。

▲
スナック（経営者） ・また少し新型コロナウイルス感染者数が増えてきているの

で、若干悲観的になっている。何とか治まってほしい。

▲
設計事務所（経営者） ・しばらく様子を見てから判断しようとする客が多くなるの

ではないか。

×
商店街（代表者） ・夏休みの短縮や団体旅行の自粛等、当面の間は元に戻ると

思われる要素がない。秋から新型コロナウイルス感染拡大第
２波がくることが予想されており、年内の希望が持てない。

×
スーパー（副店長） ・今後、新型コロナウイルスで大きな影響を受けた経済も、

どこまで戻れるかが不透明である。こうした影響も周り回っ
て、いろいろな業種に影響を及ぼすので、景気は悪くなる。

×
衣料品専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの収束がはっきり分からない限り、今
の状況のままでは全く売上がない。

×

その他専門店［酒］
（店長）

・新型コロナウイルス感染第２波の前兆の状況にあるのでは
ないか。２～３か月先は、非常に目測が厳しい。まず飲食店
のスリム化が今から起きる。我々も非常に厳しいと思うが、
できるだけ地域に目を向けながら、営業をしなければいけな
い。
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×
スナック（経営者） ・前年の台風被害と新型コロナウイルスで、本当にぶつける

ところがない状態で、路頭に迷っている。

×
ゴルフ場（経営者） ・新型コロナウイルス感染の第２波への不安も含めて、長期

化するのではないか。
◎ － －

○
食料品製造業（製造担
当）

・ようやく県をまたぐ移動ができるようになり、店も集客が
できるので、今よりは良くなる。

○

食料品製造業（営業統
括）

・今月19日に文化庁が甲州市のワイナリー数社を日本遺産に
認定したのをきっかけに、今後、ワインに関心のある多くの
見学者の来場が見込まれる。ただし、今の状況だと急激に戻
ることは期待できず、秋に向けて徐々に、ぶどう狩り等で増
加するものとみている。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・客からの受注が少しずつではあるが回復してきている。た
だし、海外で受注低迷が継続している地域はある。

○

新聞販売店［広告］
（総務担当）

・今月中旬に、県をまたぐ移動の制限も解除となり、人、
物、お金が動き始めれば現在よりは良くなってくる。しか
し、新型コロナウイルス以前の水準に戻るにはかなりの期間
がかかると予想している。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・特注品の対応があるため、しばらくの間は良好な見通しで
ある。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・受注、生産ともに、当面は現状維持で推移する。

□
建設業（経営者） ・緊急事態宣言が解除されても、景気が元に戻るとは考えに

くく、現状を踏まえ受注を考える必要がある。

□
金融業（調査担当） ・景気は底打ちの動きがみられるものの、戻り方が鈍く、当

面は厳しい状況が続く。

▲
食料品製造業（総務担
当）

・夏の暑さは年々ひどくなる。また、新型コロナウイルスの
余波で、大事なイベント関係がことごとく中止になること等
を考えると、前年より売上は減少する。

×
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・新型コロナウイルスの影響もあり、どんどん悪くなってい
る。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・見通しが立つ案件が少ない。

×

その他製造業［宝石・
貴金属］（経営者）

・小売市場は多少動きが出てきたとはいえ、業況改善には程
遠い。金融機関の後押しのお陰で何とか持ちこたえている。
海外との往来規制から、中国人バイヤー向けの販売はいまだ
ゼロで、国内でも本格的な展示会開催までには、まだ数か月
かかることから、厳しい状況はしばらく続く。

×

金融業（経営企画担
当）

・海外では新型コロナウイルス感染の第２波に対する懸念が
大きくなってきている。再び、先進国の中心都市がロックダ
ウン等になった場合には、更なる景気悪化の可能性がある。
正常に戻るにはまだ時間がかかる。

◎ － －

○
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスが完全な終息とはなっていない。感染

対策を施した上での営業再開のため、多少は良くなるかもし
れないが、以前と同じ業績にすぐ戻せるとは思えない。

□
求人情報誌製作会社
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で、先行き不透明となってお
り、求人については今後しばらく見通しが立たない状況であ
る。

□ 職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス禍の終息する兆しが、まだみえない。

▲
民間職業紹介機関（経
営者）

・製造業では、米国、ＥＵ、中国等アジア諸国と密接な関係
にある企業が多い。受注減が続いており、先の見通せない状
況が続いている。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルス対策で、在宅ワーク等、社員も含め要
員の配置転換を検討し始めた企業もあり、全体的に人員削減
傾向で失業者は増えるのではないか。

×
職業安定所（職員） ・財源の確保もなく、助成金などをばらまいているため、将

来の不安要素が大き過ぎる。増税等、問題を今後に先送りし
ているため、悪くなる。

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
商店街（代表者） ・良くなると期待したい。政府の対応が第２波のときも今回

と同じであれば、今回以上の不景気になる。

企業
動向
関連

(甲信越)

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
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◎
乗用車販売店（従業
員）

・景気が悪いのは原因がはっきりしている。新型コロナウイ
ルスの影響はまだあるが、現在は落ち着いてきているため、
これから１～３か月は良い状態が続くと見込まれる。

○
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスが終息すると考えるため、景気は少し

良くなる。

○
商店街（代表者） ・今が最低のときである。10万円の給付で多少は周りも含め

て良くなる。

○
一般小売店［結納品］
（経営者）

・新型コロナウイルス対策の外出自粛が解除され、多少は良
くなると見込んでいる。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・期待を込めて良くなる。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・緩やかに元に戻っていくのを期待するしかない。

○
一般小売店［書店］
（経営者）

・今月末から少し明るい兆しがみえ始めたため、７月からは
少し景気が戻ると見受けられる。

○

百貨店（総務担当） ・第２波の発生が非常に気になるところではある。夏季ボー
ナスの減少も売上に影響を及ぼす可能性が高いが、海外旅行
等海外で消費されていた金が国内に振り向けられることにな
り、消費需要も高まるのではないかと推察している。

○

百貨店（企画担当） ・新型コロナウイルスの緊急事態宣言が解除され、週を追う
ごとに来客数、売上は上がってきている。今後も再度の流行
などがなければ、一定のレベルまで売上の戻りは期待できる
が、インバウンドは、当分の間戻ってこないと思われる。

○ 百貨店（経理担当） ・徐々に回復に向かうと見込む。

○
百貨店（営業担当） ・少しずつイベント、宣伝等が再開したら、もう少し客の動

きが戻るように感じる。

○
百貨店（販売促進担
当）

・新型コロナウイルスの影響の緩和で、徐々に戻ると期待し
ている。

○
百貨店（業績管理担
当）

・入場制限や買物時間制限といった３密対策を実施し、徐々
に集客催事の開催を検討している。春夏商材の在庫が多く、
バーゲンセールでの売上増加が見込める。

○
スーパー（経営者） ・新型コロナウイルス感染の第２波が来ないことを願いつ

つ、現状維持できれば多少良くなると期待している。

○
スーパー（総務） ・新型コロナウイルスの影響により売上が落ち込んでいた

が、衣料品の売上が前年並みに戻りつつあり、食料品の売上
も非常に良いため景気が戻ってきた。

○
スーパー（販売担当） ・いろいろな行事があり来客数が増えるため、景気は少し良

くなる。

○

スーパー（支店長） ・緊急事態宣言時と比較すれば、少しは客の動向も良くなり
期待はできるが、また第２波などとマスコミ等で騒がれる
と、一気に需要が再び縮小するのではないかと考える。早く
終息に至り、ニューノーマルでよいので活気のある生活をし
たい。

○
コンビニ（企画担当） ・このまま新型コロナウイルスの影響が収まっていくようで

あれば緩やかに改善していくと考えられるが、状況の変化に
よっては悪化する可能性もある。

○
コンビニ（エリア担
当）

・人の往来が増えて来客数があと少し回復すれば、客単価は
高止まりしているので、景気の回復が見込める。

○

コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルス感染拡大時と比較して、人の動きも少
し活発にはなったが、感染拡大前の売上と比較してマイナス
３％の状況である。今後については、エンターテインメント
キャンペーンを継続して実施することで来客数の改善と季節
商材、エリア商品の強化を図る。

○

コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルスの影響による直近のどん底状態から脱
し、少しずつ来客数も増え始めている。夏頃には現状より人
の動きも活発化することが予想されるため、来客数が今より
増えて、飲料等の夏物商材を中心とした売上の回復も考えら
れる。

○

コンビニ（本部管理担
当）

・景気に関しては、今後回復傾向が続くと見込む。理由は、
新型コロナウイルスによるマイナスの影響を受けている世帯
もあれば、新型コロナウイルスの影響で外食、外出を自粛し
金を使わなかったため金が貯まった世帯もあり、後者の世帯
はこの夏に財布のひもが緩むと考える。実際に周りでもその
ような話をよく耳にする。

関連

(東海)
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○

コンビニ（商品企画担
当）

・今後、東京オリンピックが延期となった関係やこれまでの
新型コロナウイルス禍での自粛疲れなどにより、７月の連休
や８月のお盆には、ある程度の人の移動が発生すると想定す
る。ただし、新型コロナウイルスの第２波の発生などがあれ
ば、確実に景気は悪化する。

○
家電量販店（フラン
チャイズ経営者）

・家電業界は、新型コロナウイルスの影響も軽微で巣籠り消
費にも支えられているため、消費マインドが戻れば景気も良
くなる。

○
乗用車販売店（経営
者）

・新型コロナウイルス発生以前のようには当然いかないが、
このままの感染状況が続けば、少しずつ戻ってくるように見
受けられる。

○

乗用車販売店（従業
員）

・前年比では大幅に落ち込んでいるが、新型コロナウイルス
感染拡大の時期からは徐々に新車の販売台数は回復しつつあ
る。この数か月の新車販売台数が落ち込みすぎて、今よりは
良くなるという意味合いもある。

○
乗用車販売店（従業
員）

・問合せ件数も多く、自粛期間が長かったため、新型コロナ
ウイルス対策の移動手段として自動車は良いと考えると、総
合して自動車業界はこの先明るいと見受けられる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・滞っていた新商品の発売が判明し、来月からは商品の入荷
も徐々に見込めるので、元どおりには時間が掛かるだろう
が、期待している。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・緊急事態宣言の解除以降、来客数は戻りつつある。メー
カー側の客への購入支援もあるため、回復を見込む。

○
その他専門店［貴金
属］（経営者）

・10万円給付金の使用が見込める。夏のボーナス支給状況に
よっては購買意欲の向上が見込める。

○

高級レストラン（経営
企画）

・ウィズコロナとして各企業、消費者が動き始めている。政
府の政策により自粛対応企業の支援策が実行される。テイク
アウトの定着と、新型コロナウイルス感染症対策を各店舗で
実施することにより、イートインの来客数の戻りを期待す
る。

○
観光型ホテル（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの客の動きがあ
り、少しずつ景気は回復すると考えるが、まだまだ弱い回復
基調が続くと考える。

○

観光型ホテル（支配
人）

・県や市の地元観光誘客キャンペーンをきっかけに利用客が
動き出してくれるとは思うが、遠方からの来客はまだ見込む
ことができない。夏の期間、地域や自館の催しも全て自粛し
中止となっており、売上前年比50％の壁すらもまだまだはる
か先のことである。今月よりは良いにしても、絶対的に売上
が低すぎる。

○

都市型ホテル（営業担
当）

・希望的観測であるが、プロ野球開幕や都道府県の移動もで
きることになってマインドが少し変わってきている気がす
る。今後、新型コロナウイルスの影響が現状並みで推移すれ
ば、少し変わってくるかもしれない。

○
旅行代理店（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる需要喚起が

期待される。

○
旅行代理店（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが少しずつ浸透し

て、景気が良くなると見込んでいる。
○ 通信会社（営業担当） ・今後も、通信速度向上に向けて販売量の増加が見込める。
○ テーマパーク（職員） ・屋外施設を出掛ける先に選んでいる傾向がある。

○
テーマパーク職員（総
務担当）

・新型コロナウイルスの感染が拡大してこなければ、多少回
復していくと思われる。

○
観光名所（案内係） ・人出が段々と増えているため、現状のまま進めば期待でき

ると見込む。

○
美顔美容室（経営者） ・８月からキャンペーンが始まるため、販売量が増加すると

見込まれる。

○
美容室（経営者） ・夏になると新型コロナウイルスが落ち着き、暑くなると

パーマやカットに来店する客が増えることを期待する。

○
設計事務所（職員） ・夏まで新型コロナウイルスは流行しないと考える。９～10

月に第２波が来ると考えるため、それまでは景気は上向きだ
と考える。

○
住宅販売会社（従業
員）

・来場者数が徐々に増えてきている。７月からは会場イベン
トが再開される予定である。回復に向かっていくと考えてい
る。

○
その他住宅［室内装飾
業］（従業員）

・受注までは至っていないが、企業の改装工事引き合いが数
件きている。

□
商店街（代表者） ・相変わらず来客数は伸びず、客単価が極端に低くなってい

る。
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□
商店街（代表者） ・自粛中のダメージが大きく消費の回復が遅れているところ

で、新型コロナウイルスの第２波が来るのではないかと、楽
観的には考えることができない状況である。

□
商店街（代表者） ・自粛ムードが完全になくならない限り、家電の消費は買換

え需要しか考えられない。
□ 商店街（代表者） ・第２波の懸念があるため、変化はしないように感じる。

□
一般小売店［高級精
肉］（常勤監査役）

・新型コロナウイルスによる今後の影響は、まだ見通しが立
たない。

□

一般小売店［酒類］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で２～３か月先も飲食店の回復
は期待できない。今月のように前年比７～８割減が続くと考
える。回復の見込みは、全国的に終息するという兆しがみえ
てこないと難しい。

□
一般小売店［果物］
（店員）

・２～３か月ほどで景気は変わらない。

□
一般小売店［生活用
品］（販売担当）

・新型コロナウイルスの影響でまだまだ先行きは不透明であ
り、不安が拭えない。

□
一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・現状からは、３か月先は分からない。

□
一般小売店［書店］
（営業担当）

・徐々に客側での制限が解除されているが、秋までは現状が
続くと見込まれる。

□
百貨店（売場主任） ・休業中は取引先も同様であったため生産量が少なく、現在

ある商品でクリアランスセールを乗り切る予定だが、サイズ
がない商品が多く、売上は余り伸びないと考える。

□
百貨店（経理担当） ・渡航制限は段階的な解除が進むと考えるが、新型コロナウ

イルスの第２波のリスクや、可処分所得の減少から需要は盛
り上がることはないと考える。

□
百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響により、経済活動が以前のよう

には戻っていかない。

□
百貨店（販売担当） ・客は外出に前向きになっているため、新型コロナウイルス

の危機感はあるが、現状よりは少し良くなるのではないか。

□
百貨店（計画担当） ・来客数や売上が回復傾向にあるが、まだ100％回復したと

はいえない状況にあり、その状況がしばらく続くとみられ
る。

□
スーパー（店長） ・金を使う時期には使うはずである。まだまだ外出先も制限

されているので、食費に回すことも多いと見込む。

□
スーパー（店員） ・新型コロナウイルスの状況によって、売上の推移は変わる

と思うが、イベントの自粛に伴う菓子や飲料類の減少、気温
の上昇による買い控えがあると見込む。

□
スーパー（ブロック
長）

・新しい生活様式が継続され、在宅勤務、夏休みの短縮、外
食店でのソーシャルディスタンスなど、内食需要の追い風が
続くと思われる。

□

スーパー（商品開発担
当）

・今年は新型コロナウイルスの影響で、夏休みやお盆の状況
がどうなるか分からないため、予想が難しい。現状の売上を
みると前年とさほど大きな変化はないため、景気は変わらな
いのではないかと見込む。

□

スーパー（販売担当） ・競合店が閉店している11月までは良い状態が続くと見込
む。業績は良いが、懸念としては新型コロナウイルス発生前
には数人いた閉店時刻の23時頃の客がほぼゼロである。その
分日中の来客数が増えているとみられる。

□
コンビニ（店長） ・夜の来客数の落ち込みはまだ続いており、回復に時間が掛

かりそうである。

□
コンビニ（商品開発担
当）

・自粛明けから回復を期待させる話は聞こえてくるが不透明
である。安心はできない状況が続くと考える。

□ コンビニ（店員） ・子供の夏休みも短縮されて、客の動向が読めない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスが終息したとしても、景気がすぐに戻
るとは考えられない。

□

家電量販店（店員） ・足元の傾向は、少しの間は継続するのではないかと思われ
る。現状まだ給付金が給付されていない地域を考えると、家
電量販店としてはこの傾向が続くように見受けられる。ただ
し、我が国全体として、まだまだ産業界全体では戻っていな
い状況と耳にすることが多いため、３か月程度ではこの状況
は変わらないのではないかと思われる。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・外出自粛明けで消費は回復してくるとみられるが、新型コ
ロナウイルスの第２波の心配もあり、先行きが読めない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・徐々に新型コロナウイルスの影響は小さくなってきている
が、まだ見通しがつかない。
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□
乗用車販売店（経営
者）

・今後も新型コロナウイルス禍での一進一退の状況は続くも
のと予想される。将来への不安もまだ払拭されていない。

□

乗用車販売店（従業
員）

・移動自粛が解かれ、自動車で遠出する機会が増えてくれ
ば、販売台数、工場への入庫台数も回復してくると見込む。
ただし、現状の客の様子、販売台数、入庫台数では良くなる
とも思えず、しばらくはこの状況が続くと考える。

□

乗用車販売店（従業
員）

・新たな販売体制のもと新型車両も発売され何かと話題性は
あるが、まだ客の動きが悪い。残業時間やボーナスが減少
し、客は大きな買物への抵抗感がまだ拭い去れずにいる。市
場全体の購買意欲が盛り上がるのは、まだまだ先のように見
受けられる。

□
乗用車販売店（販売担
当）

・新型コロナウイルスの影響がどこまで続くのかが不安であ
る。

□
その他専門店［書籍］
（店員）

・新型コロナウイルスの影響で夏休みも短く、旅行や遠出等
も敬遠されると考えるため、来客数、客単価共に伸びると見
込んでいる。

□

その他専門店［雑貨］
（店員）

・緊急事態宣言解除から約１か月で、特別定額給付金の影響
もあり、消費マインドは以前より良くなったように感じる
が、これ以上良くなる要素が見当たらない。第２波の心配も
あり様子見の感がある。

□
一般レストラン（経営
者）

・宴会需要が望めない。

□
一般レストラン（従業
員）

・新型コロナウイルスのワクチンが開発されないと皆が外出
することはないため、テイクアウトに力を入れることを検討
している。

□
一般レストラン（従業
員）

・政府のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まれ
ば、業種によって良くなるところもある。

□
その他飲食［仕出し］
（経営者）

・恐らく今の状態が続くが、なくなるものがあれば新しいも
のも出てくる過渡期かもしれない。

□
その他飲食［ワイン輸
入］（経営企画担当）

・政府による10万円の特別定額給付金は、消費に回らないか
と思っていたが、消費者の心理を明るくする効果があったと
消費者の様子から感じられる。

□
都市型ホテル（従業
員）

・現在の予約数から、景気は変わらない。

□
都市型ホテル（経営
者）

・景気対策と新型コロナウイルスの影響次第である。

□

都市型ホテル（総支配
人）

・今後の新型コロナウイルスの感染状況次第であるが、忘年
会の受注が本来ならピークの時期であるものの、全く受注で
きない。いつまでこの状況で雇用を守って会社を維持できる
か、見通しは立たない。

□
旅行代理店（経営者） ・海外旅行は、３か月以上はゼロベースが続くと予想する。

国内旅行も、年内に50％回復するか否かという見通しであ
る。

□

旅行代理店（経営者） ・にぎわいが戻りつつあるが、タクシーの稼働台数が増える
なかで利用者の取り合いも始まり、外国人客が当面の間戻ら
ない状況で今の伸びでは以前の水準にまでは届かない。ター
ミナル駅前のデパートのレストラン街では、既に閉店して１
か月以上次の店が決まっていない店舗や休業の貼り紙のまま
の店もある。別の大規模ビルでは、８月末に４階にわたって
専門店街を経営する大型店の撤退が決まっているだけではな
く、同じビル内にある住宅関連の店舗群が２フロア閉店の予
定となっている。リニア中央新幹線の開業も２年遅れになる
と発表され再開発に水を差し、少なからず新常態の影響が出
始める。

□

旅行代理店（経営者） ・海外レジャーが難しい状況でＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンが、個人旅行会社にも救いの手を差し伸べてく
れるかで変わってくる。Ｗｅｂ予約を行っていない小規模店
では、即割引商品の販売は不可能で大手旅行社の企画商品を
受託販売するので、旅行終了後に領収書をＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーン窓口に送付して口座にキャッシュバッ
クする方式が望ましい。ここ数日も、給付金10万円が４名分
あるからそれを利用して北海道、沖縄のふだん泊まれないリ
ゾートホテルへ泊まりたいという問合せがある。台風は必ず
来るにしても、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の再
発出は避けたい。土産代も立て替えて現地の小さい土産屋も
潤うように、絶対にあとからキャッシュバックの方法がよい
と考える。
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□

旅行代理店（営業担
当）

・動きの悪い団体客に対して、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンを絡めた提案準備を早々にしたいが、販売法の
詳細な仕様が分かるまで目標が立てづらく、どれくらいの取
扱が見込めるのかが不明である。現場の声を反映した仕様に
なっていることを期待したい。

□

旅行代理店（営業担
当）

・８月上旬から中旬に予定しているＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅ
ｌキャンペーンで、どれだけ団体旅行が復活してくれるか不
透明である。夏休みも短く、第２波におびえて、旅行を計画
する人もすぐには回復しないとみている。

□
タクシー運転手 ・繁華街、駅周辺に人が少ない。景気が良くなるめどが立た

ない。
□ タクシー運転手 ・良くなる要素がない、生活できない。

□

タクシー運転手 ・例年であればボーナスシーズンも始まり需要が増えるはず
だが、今年はボーナスが出ない会社もあることや新型コロナ
ウイルスの影響もあり、以前のような忙しさになる状況では
ない。

□
通信会社（営業担当） ・新規件数は落ち着いてきたものの、しばらくはこの状況が

続くと思われる。

□
レジャーランド（職
員）

・個人客の出控えが続いていることと、多くの学校で夏休み
が短縮されることにより、例年並みの水準に回復することは
難しく、厳しい状態が続くと考えている。

□

ゴルフ場（支配人） ・８～９月の入場者予約数は、前年の同日と比べるとまだま
だ低い状況である。９月はゴルフシーズンに入ってくるが、
今のところ予約数が伸びない。２～３か月先の景気はまだま
だ悪いままと見込まれる。

□
その他レジャー施設
［鉄道会社］（職員）

・観光列車の予約が始まっているが、担当者の自宅待機が続
いており問合せも少ない状況である。まだ客は出控えている
ように感じる。

□
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・真夏に向けて入浴用具の販促を強化していくため、その需
要を確実に拾っていきたい。

□
その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（営業）

・この状況下でどれだけ例年並みに戻せるかを思索している
段階であるが、部屋を探す客がどれだけ増加するか、又は新
婚世帯がどれだけ増加するかを見通すのが難しい。

▲
一般小売店［生花］
（経営者）

・新型コロナウイルスの第２波の心配もあり、外に出ること
を控える傾向はしばらく続く。景気の回復は望めない。

▲
百貨店（販売担当） ・自粛明けの需要で文房具では好調な物もあるが、結婚式関

連が前年の半分程度と厳しい。

▲
スーパー（店員） ・客の流れ、動きも以前とは違い、今後も厳しいのではない

かと見受けられる。

▲

スーパー（販売担当） ・住居用品では、マスク、アルコール消毒の特需も一服し、
それに代わる売上の核となる商品が見いだせない。食品でも
品切れ商品がまだ回復しておらず、長期予報で暑い夏に向け
ての商戦も力強さがみられない。

▲
コンビニ（店長） ・第２波で一部でも活動自粛になると影響が出る。改正健康

増進法もたばこの売上に影響している。

▲
衣料品専門店（売場担
当）

・今の状況は飽くまで一時的なものであり、決して景気回復
によるものではないと考えている。

▲
家電量販店（店員） ・定額給付金で必要な物を買った後は、購買意欲は落ちるの

ではないか。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・新型コロナウイルスの感染が拡大しており、第２波への警
戒から消費が減少すると思われる。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（経理
担当）

・売上は前年比で28.7％のマイナス、来客数は前年比31.5％
のマイナスである。

▲
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの不安もあり、客は金を使わない。
キャッシュレス決済を導入していないため、不安である。

▲
一般レストラン（経営
者）

・７月からモーニング・ランチを再開しても、以前のように
客が来ないと見込む。しかし、持ち帰りは前年に比べ少し売
上が上がっている。

▲
通信会社（企画担当） ・会社関係の新型コロナウイルスの悪影響を多々耳にしてお

り、これが個人にも必ず影響してくるはずである。

▲

パチンコ店（経営者） ・新型コロナウイルス禍で自粛要請を受け入れた後、まだ客
のマインドが完全には戻っていないため、それ以前の状態に
なるまで時間が掛かりそうである。企業努力よりも、新型コ
ロナウイルスの終息と完全に相関している。
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▲
その他レジャー［ス
ポーツレジャー紙］
（広告担当）

・新型コロナウイルスの影響がもっと出てくる。

▲ 理美容室（経営者） ・外出もせず、消費意欲も余りないように見受けられる。

▲
美容室（経営者） ・２～３か月では新型コロナウイルスの状況は変わらない。

来年、再来年と長引くのではないかと懸念する。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・今後、受注量の減少による大きな影響が出てくると思われ
る。

▲
その他住宅［住宅管
理］（経営者）

・今年の夏は花火大会、イベントや祭りも中止で、想定して
いた受注量が確保できず、先行きが不明瞭である。

×
スーパー（店長） ・個人所得が減っているなかで必要以上の買物をしないた

め、１品単価は下落し買上点数は減っていくと思われる。

×
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスの影響が残るなか、繁華街、ビジネス

街に人が戻ってきている感じはしない。この不安が拭えない
限り、現在の状況は続き回復は難しい。

×
衣料品専門店（販売企
画担当）

・まだまだ新型コロナウイルスの影響から回復の兆しはみえ
ない。

×

住関連専門店（営業担
当）

・建築業界の営業においては、３密を守っていると仕事、受
注にならない。マスク等対策をしながら営業はしているもの
の、その影響で年末～来年にかけて更に悪くなると懸念す
る。

× テーマパーク（職員） ・新型コロナウイルスの第２波が心配で、人が動かない。
× 理容室（経営者） ・当分の間は仕事が少ないとみられる。
× 設計事務所（経営者） ・全く分からない。少なくとも良くなる材料は１つもない。

×
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスが終息しなければ、社会全体の景気は
良くならない。

×
住宅販売会社（従業
員）

・多少仕事が減ったことよりも、中堅の地元ビルダーが倒産
したりすると更に住宅への投資が減ると思われ、とても不安
である。

◎ － －

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響も２～３か月後には良くなると
見込んでおり、全体の景気としても良くなるのではないかと
考える。

○
電気機械器具製造業
（総務担当）

・社会の要請もあり、ネットワークの大容量化に向けて設備
投資は堅調であるとみられる。これらの関連事業は、しばら
くは安定した展開ができると見込む。

○
輸送用機械器具製造業
（総務経理担当）

・自動車メーカーの生産量が増加すると考えており、受注量
も増加する。

○

建設業（役員） ・この２か月は新型コロナウイルスの影響で広告の自粛やマ
ンションギャラリーを閉めていたが、販促活動ができるよう
になり客も動き出している。来場者数は少しずつ回復してく
ると思われる。

○

輸送業（従業員） ・７月になれば少しずつ荷動きが回復しそうだという話を数
社から聞いている。具体的な依頼も数社からきているが、そ
れが７月だけの話なのか今後は上向きになるのかは、当面様
子見といったところである。

○
輸送業（エリア担当） ・宅配便は安定的に増え、新型コロナウイルスで自粛してい

た会社が動き出し、商業貨物も動き出す。

○

通信業（総務担当） ・感染対策ができているため、少しずつ行動が戻ってくると
期待する。ただし、東京の夜の街の報道は、全国の活動再開
の機運にブレーキを掛けすぎている。該当する場所ではもっ
と自粛するべきである。

○

不動産業（経営者） ・７月は例年同様に晴天の日が多くなるとの予報であるが、
今後も新型コロナウイルスの影響が少なからず続くとみてい
る。公共交通機関の利用者が減少している間の売上は厳しい
状況が継続するが、少しずつ改善傾向になっていくとみてい
る。

○

公認会計士 ・新型コロナウイルス禍による操業度の底は６月と思われる
ため、景気は上向くと考える。ただし、第２波があった場合
は、再度、操業度の底がくる可能性があり、その場合は景気
が再度悪化する可能性がある。

○
会計事務所（職員） ・持続化給付金の申請が今月も多かった。しかし、対象月を

みると３～５月に集中していて、今月は少し持ち直してきて
いるように見受けられる。

企業
動向
関連

(東海)
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○

その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・新型コロナウイルスの影響は短期間と考えていたが、１年
は続くと考えることが正しいかもしれない。時間はあるた
め、やれることは精一杯やっておこうと考える。新製品は特
許出願の段階に入った。

□
化学工業（営業担当） ・外出自粛が緩和し、業務用洗剤等外食産業での需要は回復

するかもしれないが、３か月で需要に伴う発注が増えるかは
読めない。

□

化学工業（総務秘書） ・やや悪い状態が続く。自粛疲れの反動で買物や飲食を楽し
む人で一定のにぎわいが続くと思うが、客足が戻らない飲食
店は廃業する。飲食チェーン店や高級クラブなどが厳しいと
思う。

□
窯業・土石製品製造業
（社員）

・自動車関連が良くないことは間違いないが、ほかでは増産
や設備増強の話が出たりしており、現状のまま推移しそうで
ある。

□
金属製品製造業（経営
者）

・市場の縮小傾向に新型コロナウイルスの影響が加わり、販
売量の少ない状況が続くと考える。

□
一般機械器具製造業
（営業担当）

・自動車の販売状況が好転しないと設備投資も増えない。設
備投資が増えるまでには、もう少し時間が掛かりそうであ
る。

□
一般機械器具製造業
（経営管理担当）

・受注量、販売見込みより判断する。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・しばらく同じ状況が続くと思われる。

□
輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・現在の景気が下がり切っているため、これ以上は下がらな
い。

□

建設業（営業担当） ・今年度の仕事に対しては予算が決まっているが、今後に関
しては、現在の社会情勢が延長した場合の寄附金や補助金と
の兼ね合いで、発注になるか延期になるのかがはっきりして
いない。

□ 輸送業（エリア担当） ・国際物流量はしばらく低迷すると見込む。

□

輸送業（エリア担当） ・景気対策の特別定額給付金は、政府の思わくに反して新た
な消費を拡大することはなく、マイナスを補填するための給
付金になっている。給付金によってプラスマイナスゼロに
なっただけで、消費者の購買意欲はプラスには転じておら
ず、景気はこの先もまだ低迷していく。

□
不動産業（経営者） ・より一層購買意欲は降下するが、資産としての不動産の見

直しが進む。

□
広告代理店（制作担
当）

・新型コロナウイルスがもっと収束してくれば、経済的にも
少しずつ戻ると思う。あとは企業側の行動次第で景気も変
わってくると思われる。

□

会計事務所（職員） ・取引先の様子をみていると、売上は徐々に増えてきてはい
るが元どおりには程遠い状況である。また、新型コロナウイ
ルスもいまだ完全には終息しておらず、自粛ムードはまだ
残っている状況であるため、景気が好転するにはまだ期間が
必要そうである。

□
その他サービス業［ソ
フト開発］（社員）

・営業活動に期待はしているものの、取引先自体が案件の拡
大、再開にはまだ時間が必要なので、派遣契約の停滞が続く
と思われる。

▲
食料品製造業（経営企
画担当）

・新型コロナウイルスの影響は更に長期化することが予測さ
れ、先行きは極めて不透明である。

▲

金属製品製造業（従業
員）

・これだけ経済情勢が悪化しているなかで、これからは投資
関係も減っていくので、建築投資が夏以降、例年どおり出て
くるか非常に心配しており、悲観的な見方にならざるを得な
い。

▲
電気機械器具製造業
（経営者）

・業種によっては少し仕事量が増えたが、メインとなる工作
機械、自動車関係については、週休３日等まだ先がみえない
状況が続いており、しばらく売上は減少傾向となる。

▲
通信業（法人営業担
当）

・新型コロナウイルスへの不安は消えていない。個人消費や
企業投資が活性化しなければ、国がどれだけ税金を投入して
も、景気は回復しないと考える。

▲

通信業（法人営業担
当）

・大企業を中心に正常勤務に戻りつつあるが、個人企業や個
人経営の飲食店の現実はかなり厳しい。身近な飲食店の話で
も、集客、売上が新型コロナウイルス発生以前に戻るのはま
だまだ厳しいとのことである。政策的にも、下層にもっと焦
点を当てないと厳しい現実は変わらないようである。
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▲

金融業（従業員） ・最悪の状況からは少し良くなってきたものの、いろいろな
業種が例年に比べると低迷している。新型コロナウイルスの
第２波も予想されたり今後の見通しも立たない状況で、完全
復活には時間が掛かる。

▲

金融業（企画担当） ・客足が戻っていない企業が多く、新型コロナウイルス発生
前の状況に戻るにはまだまだ時間が掛かる。企業体力がどこ
まで持つかに懸かっている。時間が掛かる分、更なる景気悪
化が見込まれる。

▲
新聞販売店［広告］
（店主）

・生活必需品などのチラシは一定数入ると思うが、大勢の集
客が伴うイベントなどを告知する広告は、引き続き期待でき
ない。

▲
行政書士 ・新型コロナウイルスの影響が続いており、設備投資やガソ

リンスタンド設置を延期する話が出ている。

×
食料品製造業（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響もあり、業界自体の落ち込みが
激しい状況である。回復できる要因が見当たらず、このまま
ずるずるとひどくなっていくことを懸念する。

×
パルプ・紙・紙加工品
製造業（顧問）

・新型コロナウイルスの第２波が心配されるなかで、取引先
の生産量減少、休日の増加、資金繰りの悪化や雇用確保の問
題で景気悪化が当分続くものと見受けられる。

×
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響が本格的になり、失業者や会社
を畳む人等が出てくると考える。

×
鉄鋼業（経営者） ・製造業への影響は６月から本格化し、今年度予算が各企業

で立てられない状況である。今後の仕事が減るとの見込みが
予定として内示されている。

×
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・各所でクラスターが発生し、低迷した状態が続くのではな
いか。

×
輸送用機械器具製造業
（管理担当）

・まだまだ新型コロナウイルスの影響が続く。

× 建設業（経営者） ・日本の政治家は緊張感がなく、他人事のように感じる。

×
輸送業（経営者） ・住宅建材、工作機械など注文残がなく、これから一層物流

量が減るものと見込まれる。
◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・７月から取引先の営業が再開になるので、少しは良くなる

と考えたい。

○
アウトソーシング企業
（エリア担当）

・５Ｇの携帯通信については、この秋以降市場で利用者数が
増加し、その影響で５Ｇ関連の企業においては、この先２～
３年は仕事を確保できる見込みである。

○
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人数をオープンにする企業が少しずつ出てきた。すぐに
改善されるとは考えにくいが、今後２～３か月掛けて向上す
るのではないか。

○
職業安定所（所長） ・新型コロナウイルス感染拡大の影響等で、新規求人数の落

ち込みが大きかったが、６月に入り少し持ち直しがみられ
る。

□
人材派遣会社（経営企
画）

・更なる悪化の見込みはないが、明確な回復見込みもなく、
不透明な状況である。

□
人材派遣業（営業担
当）

・各種給付金、補助金が行き渡り、大幅な悪化は考えにくい
が回復までには及ばず現状の継続となりそうである。

□
人材派遣会社（企画統
括）

・新型コロナウイルスの２次感染拡大の不安は残っており、
景気動向は不透明な状況が続くと思われる。

□

人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響で各社は人材採用を新規に検討
する余地がなく、特に派遣については契約満了で終了する
ケースが目立つ。自動車関連や機械関連の企業では顕著に現
れている。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・外食産業や製造業の非正規労働者の募集がしばらくは見込
めない。数か月前の人手不足がうそのように感じられる。

□
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響が続く限り、この状況は変わら

ない。

□
職業安定所（職員） ・社会経済活動が動き始め、求人数が増加している業種もあ

り、新型コロナウイルス禍から立ち直り始めているとみられ
る一方、今後の雇用調整の情報も多く聞かれる。

□
職業安定所（次長） ・派遣労働者等の雇止めは多くなってきているが、正規労働

者の解雇等の件数は、少なくとどまっている。

□
民間職業紹介機関（支
社長）

・サービス業、小売業の大手の求人はまだ戻ってきていな
い。製造業も同様である。

雇用
関連

(東海)
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□

民間職業紹介機関（営
業担当）

・案件を終了する企業は２～３か月前と比べて減少してお
り、継続して採用したい企業は要件を変えながらではあるが
面接・内定等も出ている状況から、今後は事業存続において
必要な人材採用を考えている企業の採用が増える見込みであ
る。

□

民間職業紹介機関（窓
口担当）

・まだまだ新型コロナウイルスの第２波の懸念があるなか
で、求人を見合わせる企業が多い一方、現時点ではオフィス
ワーク系の就労者にはそこまで影響がないため、流れが滞っ
ている状況である。

▲
職業安定所（職員） ・飲食店では再開しないでそのまま閉店してしまうところも

あり、失業者が増加する。

▲
職業安定所（次長） ・新型コロナウイルスの今後の感染状況による。現時点より

少しでも拡大した場合は、経済活動再開にブレーキが掛かる
が、現状を維持できれば、変わらないと考える。

▲

職業安定所（次長） ・企業の採用活動の動きが感じられるようになってきたもの
の、新型コロナウイルス感染拡大の影響等で、新規求人数の
減少傾向が続いている。現在の雇用を維持しようとする事業
所からの、雇用調整助成金の支給申請の増加が続いている一
方で、僅かではあるが人員整理を検討しているという声も聞
かれ、先行きへの不安感は拭えない。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・主要客の自動車メーカーとの受託取引では、10月から予算
削減が始まる。それに伴って業務終了者も何名か発生する見
込みで、エンジニアの稼働率も低下する。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルス終息のめどが立たず、世界経済が非常
に不透明な印象である。

×

人材派遣会社（営業担
当）

・契約終了者数は、現状では前年比で10％程度の増加にとど
まっているが、９月末の契約終了が増加する見通しである。
新規求人数は、人材派遣、人材紹介共に大幅に減少してい
る。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
コンビニ（店舗管理） ・新型コロナウイルスの影響による新しい生活習慣も徐々に

薄れ、以前のように戻っていくはずである。

◎

一般レストラン（統
括）

・夏休みやお盆期間には帰省などで消費者が動き、海外への
渡航ができない分、近隣への外出や国内旅行などの需要が高
まる。また、現在行われている各自治体での宿泊補助などの
相乗効果もあり、今後、外出に伴う消費者の支出が増えると
考える。

○
商店街（代表者） ・夏場には新型コロナウイルスの感染が一旦収束するといわ

れているので期待したい。冬を越せるように、いかにここ１
～２か月で稼げるかが問題だと考える。

○ 商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響が薄れると考える。

○

一般小売店［精肉］
（店長）

・新型コロナウイルス禍のなかで今までやってきて、３月く
らいの水準までには戻ってきている感じである。デイリーの
売上がもう少し上がってくればとの期待を込められるまでに
なっている。感染者がまた出てくればという不安もあるが、
良くなる可能性があるとみている。

○
一般小売店［鮮魚］
（役員）

・今より悪くなることはないと願いたい。東京からの観光客
には来てほしいが、新型コロナウイルスに感染していないか
不安はある。

○
家電量販店（店長） ・特別定額給付金の給付もあり、巣籠り需要が継続されてい

る。省エネ性の高い商品への買換えが多く、来客数、商品単
価共に上昇している。

○
乗用車販売店（経営
者）

・月末から通常業務に移行できたので、自動車業界全体も動
き出すとみている。イベント開催等も随時計画されているの
で、少しずつ良くなると考える。

○
乗用車販売店（従業
員）

・今後の見通しは立たないが、少しずつ景気は良くなってい
る。

○

乗用車販売店（役員） ・新型コロナウイルスの新たな発症事例も日々減少してい
る。また、この後実施される政府主導のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａ
ｖｅｌキャンペーンにより公共交通機関を利用せず、車など
で旅行をする傾向が増えてくるとみられ、自動車業界にとっ
ては第２、第３の感染拡大がないことを祈るばかりである。

家計
動向
関連

(北陸)
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○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・新型コロナウイルスの流行によりけりだが、引き続き感染
の影響は徐々に緩和されると考える。

○
高級レストラン（ス
タッフ）

・３か月先を予測することは難しいが、例年に対して15％ほ
どの受注状況である。

○
一般レストラン（店
長）

・営業再開後も予約はほとんどない。ただ、少しずつ動き始
めた感じはする。好評な県の旅行割引で観光客が動き、にぎ
わいが波及することを期待する。

○

観光型旅館（経営者） ・県民への宿泊助成金が７月１日宿泊分から始まるのを利用
して、宿泊予約が増えてきている。今後、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンもあり、個人客が動くのは期待でき
る。

○

観光型旅館（スタッ
フ）

・県民の宿泊割引は７月末で終了となるが、７～８月の予約
数は前年に迫る人数となっている。８月からはＧｏ　Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが開始される予定である。詳細は
不明だが、秋以降はキャンペーンによる予約回復を期待して
いる。

○
旅行代理店（所長） ・県の宿泊割引や国のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー

ンによる旅行需要の掘り起こしに期待したい。

○
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの感染者がしばらく出ておらず、外出

する傾向にある。また、仕事で出張する機会も増えているこ
とから、タクシー利用が増える傾向にある。

○
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの感染者が今後出なければ、急激に人

は戻らないものの以前の６～８割まで回復するという期待を
持っている。

○
通信会社（営業担当） ・このまま全体の受付数が増えていけば、利益に直結する販

売数が伸びると考える。

○

競輪場（職員） ・新型コロナウイルスによる自粛要請が解除されていくなか
で、客足は戻りつつある。ただ、営業形態は従前どおりまで
には至っておらず、今後の感染動向によっては景気の低迷も
ありうる。

○

住宅販売会社（従業
員）

・現在商談をしている件数がある程度あり、土地の問合せや
予約の件数も増えてきたので、これから契約が進むとみてい
る。このままの状態が続くかどうかは、例年動きの少ない７
月の契約数や客の動きによるが、現状の動きは良くなってい
ると考える。

○
住宅販売会社（従業
員）

・緊急事態宣言は解除されたが、人の動きの回復には時間を
要すると考える。少しずつ回復することを期待している。

○
住宅販売会社（営業） ・会社の商談用のテーブルが週末は満席になるなど、客が動

き出してきた印象を強く受ける。

□
一般小売店［事務用
品］（店員）

・環境衛生商品や飛まつ感染防止商材の売上はあるが、主た
る製品が売れない。

□
スーパー（店長） ・今の生活スタイルが今後のベーシックなスタイルになると

みているので、現状の流れから大きな変化はないと考える。

□
スーパー（総務担当） ・新型コロナウイルスの感染が収束しない限り、良くなるよ

り悪くなっていくとみている。

□
コンビニ（エリア担
当）

・県をまたぐ移動の戻りがまだみえず、来客数の大きな増加
が期待できない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・先行きについては、新型コロナウイルス感染の第２波、第
３波の影響が心配されるため楽観できず、売上もなかなか元
に戻らないと考える。

□
衣料品専門店（店舗運
営）

・客単価と購買点数は前年を超えているが、来客数が元に戻
るまでには時間が掛かる。

□
家電量販店（本部） ・長期予報どおりに暑くなればこのままエアコンや冷蔵庫が

好調に推移する。ただし、これからは特別定額給付金の効果
が落ち着くとみている。

□
自動車備品販売店（役
員）

・当分は新しい生活様式で支出を抑える行動が続くとみられ
る。最低でも年度内は我慢のときだと考えるが、自動車販売
の商売に適した政府の経済対策次第である。

□

その他専門店［酒］
（経営者）

・希望的観測であるが、これ以上悪くならないということを
前提に変わらないと回答する。しかし、世間でいわれている
第２波、第３波が来たら、今よりはるかに景気が悪くなる心
配がある。飽くまでも希望的観測である。

□
スナック（経営者） ・新型コロナウイルス次第だが、企業も一部を除き全て弱体

化しているため、今のままかマイナスの状態だと考える。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・新型コロナウイルスの感染状況次第であり、今の最悪の状
況から、回復は見通せない。
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□
通信会社（職員） ・安価なサービスへの見直しなど、これからの家計を考慮し

た問合せが散見される。

□
通信会社（営業担当） ・明らかに新型コロナウイルスの影響が出ている。自粛解除

により通常時に戻ることを期待したい。

□
通信会社（役員） ・新型コロナウイルスによる感染拡大の第２波のリスクは伴

うが、今月同様に前年同月比で80％くらいの契約を獲得でき
ると考える。

□
テーマパーク（役員） ・今後、政府のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンな

ど、観光施策が実施される予定だが、まだ具体的な内容がみ
えにくく、現状が続くものとみている。

□
美容室（経営者） ・客の購買意欲は順調であり続けると考えるが、新型コロナ

ウイルスの第２波が不安材料である。

▲
一般小売店［書籍］
（従業員）

・新型コロナウイルス発生以前のように元に戻ることはな
く、今のところ良くなる要素はない。

▲

百貨店（販売促進担
当）

・取引先の商品投入がタイトになる様子である。特にアパレ
ルでは秋冬物の新作の投入が不十分になるとみている。ま
た、ギフト品や販促品等は周辺の法人需要が低迷するため、
回復には時間が掛かる。

▲

百貨店（販売担当） ・特別定額給付金などによる金銭的余裕があり、予想以上に
購買行動に火がついている。しかし、この購買行動は、４～
５月の反動と７月セールの前倒しによる需要と考える。夏の
ボーナス支給の低下の影響が出てくる７月以降は、購入には
慎重さが出るとみている。さらに、客が低単価志向に流れこ
とも予測され、単価ダウンにより売上全体に影響が出ると考
える。企業のお中元に減少傾向がみられることも要因であ
る。

▲
スーパー（総務担当） ・キャッシュレス決済のポイント還元終了による落ち込みが

ある。

▲
家電量販店（店長） ・特別定額給付金のおかげで販売が好調であるが、先に販売

している分の反動がくる。

×

商店街（代表者） ・若者世代を中心に客足は戻りつつあるが、閑散とした店舗
で購入までつながることは難しい。誰かが買っているから私
も買うという購買の連鎖が起きない限り、売上アップは望め
ない。客足が戻ったとしても前年比50～70％で推移するとみ
ている。

×

百貨店（売場主任） ・全国的に新型コロナウイルスによる不況でアパレル各社が
不採算のブランド廃止や販売員削減の動きが加速するとみて
いる。衣料品では今年の秋冬物商材の確保が見通せない。地
方百貨店は極めて厳しい状況に陥る可能性が高い。

×
スーパー（店長） ・新型コロナウイルス感染の第２波がいつ拡大するか分から

ない状況では景気回復は望めない。
× コンビニ（経営者） ・財布のひもは固くなっている。

×

コンビニ（店長） ・現在、県内での新たな新型コロナウイルス感染者は０名と
なっており、客も平常時に近いような動きである。ただ、最
近は東京などいまだに感染者が発生している地域との往来が
盛んになってきている。そのため、再び県内で感染者が新た
に発生してもおかしくない状況になっている。新型コロナウ
イルスそのものの脅威より、風評からくる自粛が売上に影響
している。県内で再び感染者の報道が出ると、今年の３～４
月同様に自粛からくる売上減が発生すると考えるので、今後
景気は悪くなると考える。現状も非常に不安定であり、経営
者としては不安な毎日を過ごしている。

×
住関連専門店（役員） ・新型コロナウイルスによる感染拡大の第２波の可能性に加

え、現在の一時的な駆け込み需要が終わると、再び厳しい状
況になると考える。

×

その他レジャー施設
［スポーツクラブ］
（総支配人）

・年間で一番入会数が多いはずの第１四半期での入会がほと
んどなく、子供向けの夏の特別教室も中止にせざるを得ない
ため、大幅に減っている会員数を増やすことへの希望がな
い。この現状では、採算分岐の会員数を上回ることが今年度
中はまず無理である。

×
住宅販売会社（従業
員）

・個人用の注文住宅、商業用の店舗などの受注も厳しい。

◎ － －

○
食料品製造業（経営企
画）

・新型コロナウイルス発生以前の状態にどこまで近づき、回
復するかといったところではあるが、現状よりは確実に良く
なるだろうと考えている。

企業
動向
関連
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○

精密機械器具製造業
（役員）

・緊急事態宣言の解除後、幾つかの大手小売では外出自粛の
反動があり、以前の水準まではいかないにしても予想以上に
回復している状況が耳に入るようになっている。ただ、新型
コロナウイルスの感染状況が再び悪化した場合は、更に回復
には長時間を要することが心配である。

○ 通信業（営業） ・見込み案件が徐々に増えてきている。

□
繊維工業（経営者） ・とにかく目先どころか、１年先まで悪くなるような状況で

ある。

□
金属製品製造業（経営
者）

・この先の注文が、まだ入ってきていない。

□
一般機械器具製造業
（総務担当）

・国内市場は補助金の関連などで受注活動が動き始めてい
る。しかし、欧米市場は引き続き厳しい状況である。

□
不動産業（経営者） ・それほど活発な話を聞かない。法人からも、個人からも問

合せがないことから変わらない。

▲

プラスチック製品製造
業（企画担当）

・世界規模での新型コロナウイルスの感染拡大による影響は
当分続くと考える。完全な終息までは経済の本格的な回復も
難しいものとみられ、当社が関わる建設業界や自動車業界の
みならず、世の中全般での大きなマイナス影響は避けられな
い。

▲

一般機械器具製造業
（経理担当）

・自動車メーカー等の生産減の影響により、大きく受注が落
ち込んでいる。今後はメーカーの回復次第ではあるが、見通
しは当面厳しいと考えている。海外においても欧州を中心に
大きな受注減が続いていることから、全体への影響は大き
い。

▲

金融業（融資担当） ・経済活動は再開し始めたが回復の動きは鈍い。足元の新型
コロナウイルスの感染者数は増加傾向にあり第２波を警戒し
ている。各種経済統計や上場企業の第１四半期の開示が進
み、消費マインドが低下することも懸念材料である。

▲
司法書士 ・建物の新築など、数か月前から準備が必要な案件につい

て、３～５月はほとんど話がなかったと記憶している。

▲

税理士（所長） ・これからボーナスの季節になるが、民間のボーナスは非常
に厳しくなると考える。特に中小企業や業種によっては、
ボーナスゼロのところが多くなる。特別定額給付金等もある
が、消費自体が冷え込むことは間違いないので心配である。
製造業や建設業も、これから徐々に新型コロナウイルス発生
以降の受注の先細りが目立ってくると考える。非常に心配な
時期が続く。

×

建設業（経営者） ・新型コロナウイルスによる不況対策として公共事業投資を
しようにも、新型コロナウイルス対策で前例のない超大型補
正予算を組んだためできない。新しい生活様式が浸透し、こ
れまでのような消費に金が使われない。訪日外国人も急には
増えないだろう。

× 輸送業（役員） ・異常気象と新型コロナウイルスによる影響がある。

×

金融業（融資担当） ・担当先や他の担当者の様子から、新規融資の申込件数は落
ち着いてきているが、条件変更の申込みは増加している。信
用保証協会の応諾に時間が掛かっているのは、審査件数がま
だまだ多いからとのことである。各企業の資金繰り状況は前
月から余り変わっていないことから、しばらく不安定な業況
が続く見込みである。

×

新聞販売店［広告］
（従業員）

・前月ほど売上の落ち込みはなく、徐々に売上は復調してき
ている。あと20％程度上がれば新型コロナウイルス発生以前
の数字に戻る。前年比100％の戻りは今後も期待できない見
通しである。

◎ － －
○ 職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響がやや収まるとみている。

□
人材派遣会社（役員） ・新規の派遣依頼が全く発生していない。また、派遣登録者

も増えていない。

□
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響がまだまだ続く恐れがあり、求

人は減少している。求職者も、危険を冒してまで仕事に就こ
うとしないのではないかとみている。

□
新聞社［求人広告］
（営業）

・良い話を聞かないし、手探りで社業を再開している企業が
ほとんどである。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・新しい生活様式のもと、徐々に経済活動が活発になると考
えるが、先々まで大規模イベントの中止が発表されたり、新
型コロナウイルスの第２波襲来に備えたりするなかでは、急
激な回復は期待できない。

(北陸)

雇用
関連

(北陸)
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□
職業安定所（職員） ・求人数は徐々に増加しているが、サービス関連の求人数

は、客足が戻らないため伸び悩んでいる。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・今年中止でなくなった事業も徐々に復活すると考えるが、
営業収支等への影響はかなり大きくなっている。

▲
求人情報誌製作会社
（編集者）

・積極的に採用を考える企業が少ない。

▲
学校［大学］（就職担
当）

・企業の採用活動が活性化するための材料がない。

× － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

百貨店（サービス担
当）

・今月の傾向が続くと予想され、前年の数字を確保できる状
況にあるなど、景気は良くなる。ただし、今後は新しい生活
スタイルの提案のほか、３密を避けた営業を検討する必要が
ある。

◎

観光型旅館（経営者） ・政府のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどの景気
対策はあるものの、それが終われば厳しい状況となる。イン
バウンドはしばらく戻らないため、宿泊施設の供給過多が続
き、価格の低下が進む恐れがある。

○
一般小売店［花］（経
営者）

・６月に入って取引先の営業が始まり、少しずつではあるが
注文が増えている。まだ不安はあるが、多少の回復はみられ
そうである。

○
一般小売店［鮮魚］
（営業担当）

・７月から本格的に婚礼の予約受注も始まるので、先行きは
少し明るい。

○
一般小売店［呉服］
（店員）

・振り袖や留め袖が必要な人は、買いにくると予想される。

○
百貨店（売場主任） ・インバウンド売上の回復までには、相当な時間が掛かりそ

うであるが、現状の店頭売上をベースに、外商客を中心とし
た高額消費の回復が予想される。

○

百貨店（売場主任） ・新型コロナウイルスの感染がピークの頃と比べると、総菜
売場を含め、買い控えられていた商材の動きが特に良くなっ
ている。感染の第２波をうまく切り抜けられれば、回復の動
きが期待できる。

○

百貨店（企画担当） ・インバウンド売上の消失という状況は続くものの、新型コ
ロナウイルスとの共存という生活習慣の下で、感染の第２波
が抑えられる状況が続けば、国内客の消費マインドは徐々に
回復傾向が強まると予想される。

○

百貨店（販促担当） ・日がたつにつれて、若年層から中年層まで、日常の動きが
活発になると予想される。備蓄や自粛に長い期間を費やし、
ストレスの発散を求める気運が高まる。夏の行楽の予定も思
うようには立てられないため、商業施設でのプチぜいたく関
連の動きが期待される。

○
百貨店（外商担当） ・新型コロナウイルスの感染の第２波による影響が少なけれ

ばという前提であるが、次第に元の生活に近づくため、消費
者の購買意欲も少しずつ上向いてくる。

○
百貨店（外商担当） ・回復傾向は続くが、来客数の制限は続くため、回復の動き

は緩やかなものとなる。

○
百貨店（店長） ・感染の第２波がこないという前提で、ワクチンや治療薬の

開発が進めば、人の動きは現在よりも活発になる。その分経
済は回り、百貨店といったハレの部分の消費も多少は戻る。

○

百貨店（服飾品担当） ・関西方面では新たな感染者数が１けたで推移し、感染をコ
ントロールできている感が強い。街の人々の状況も変わりつ
つあるため、徐々に来客数は増えていくと考えられる。さら
に、東京方面の感染者の減少が進めば、全国的に新たな安心
感が広がることが予想され、秋冬商戦は、新型コロナウイル
スとの共生の下でも十分に対応できる形となりそうである。
さらに、中国の感染が落ち着いている状況をみれば、外国人
の入国緩和のスピードが少し上がりそうなため、緩やかな回
復が進むと予想される。

家計
動向
関連

(近畿)
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○

百貨店（マネー
ジャー）

・関西では、新型コロナウイルスの新規感染者が低水準で推
移しているため、入店客数も回復すると予想される。また、
外商活動も通常どおりに回復しつつあり、高額品の売上もや
や回復する。ただし、インバウンド売上の回復は当分見込め
ず、感染の第２波の恐れもあるため、本格的な回復は期待で
きない。

○

スーパー（店長） ・給付金の給付と国内観光の支援により、一時的に小売関連
は良くなる可能性がある。ただし、浴衣や水着といった商品
は、新型コロナウイルスの影響で需要が減るため、アパレル
系は厳しい状況が続くと予想される。

○
コンビニ（経営者） ・当分はビジネス客と近隣の住民に頼らざるを得ないが、テ

レワークが減少していくため、効率的に売上を伸ばす戦略を
取らなければならない。

○ コンビニ（店長） ・緊急事態宣言が解除され、少しずつ客が戻ってくる。

○
コンビニ（店員） ・来客数は増えているものの、まだ自粛前に戻った感覚はな

いため、これから徐々に増えていくと予想される。

○
コンビニ（店員） ・少しずつ外出機会も増えてくる。やはり家の近くにあるコ

ンビニは便利なため、利用が増えると予想される。

○
衣料品専門店（店長） ・現在の状況よりも上向くと予想される。新型コロナウイル

スの感染の第２波、３波への懸念はあるが、現状よりは良く
なる。

○
衣料品専門店（営業・
販売担当）

・少しずつではあるが、客が戻ってきている。

○
家電量販店（店員） ・今後は給付金の給付も増え、関連の需要が多く見込まれ

る。

○
家電量販店（店員） ・来客数は季節要因もあって増えている。もちろん新型コロ

ナウイルスの影響も多少はあるが、季節商材の動きが好調で
ある。

○
家電量販店（人事担
当）

・今年は猛暑の予測もあり、まだまだエアコンや冷蔵庫、洗
濯機などの耐久消費財の販売増加が期待される。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・感染の第２波の懸念もあるが、経済活動の復活を目指す動
きが更に出てくると予想される。

○
乗用車販売店（営業企
画）

・やや良くなることを期待している。

○
その他専門店［医薬
品］（経営者）

・消費者の生活スタイルや、消費の方法はかなり変わってき
ているが、店側が知恵を絞れば、客は戻ると予想される。

○
その他専門店［宝石］
（経営者）

・客の動きは今よりも活発になると予想される。どの程度ま
で回復するかは不透明であるが、今よりは良くなる。

○
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経理担
当）

・都道府県をまたいだ移動の解禁や、観光振興策により、今
よりも消費活動は活発化する。ただし、完全に回復するまで
には、まだまだ時間が掛かる。

○
その他専門店［スポー
ツ用品］（経理担当）

・緊急事態宣言などで自粛要請が繰り返されない限り、徐々
に上向く。

○
その他小売［インター
ネット通販］（オペ
レーター）

・入荷が遅れている商品が、安定して入荷するようになれ
ば、売上につながる。

○
高級レストラン（ス
タッフ）

・日常生活が安定してくると、来客数もコンスタントに安定
してくる。

○
高級レストラン（企
画）

・都道府県をまたぐ移動制限の解除により、宿泊需要の増加
が見込まれる。

○
一般レストラン（店
員）

・新型コロナウイルスの影響が少し収まり、外食する客が増
えている。今後はお盆や夏休みもあるため、期待している。

○
観光型ホテル（経営
者）

・徐々にではあるが、良くなると予想される。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・現在は小規模の会議のみの受注で、懇親会も中小規模のみ
となっている。一方、今後は会議や総会は行っても、懇親会
は見合わせるというケースも多く、かなり厳しい状況が続き
そうである。

○
都市型ホテル（総務担
当）

・レストランでは、営業を休止している和食店舗について、
客から営業再開時期の問合せが増えるなど、今後の利用が期
待できる状況になりつつある。

○
都市型ホテル（管理担
当）

・新型コロナウイルスの感染が収束傾向にある。このまま推
移すれば、最低であった４～５月に比べると回復する。

○
旅行代理店（役員） ・政府によるＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに、大

いに期待している。
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○

競艇場（職員） ・観客を入れての開催の再開や、場外発売場の営業再開によ
り、全国的に売上が好調であり、特に電話やインターネット
での投票は著しく売上が伸びている。しばらく状況をみなけ
れば、好調の要因の分析は難しいが、現時点では上昇傾向で
ある。

○
その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・８月以降の予約が入りつつある。

○
その他レジャー施設
［飲食・物販系滞在型
施設］（企画担当）

・今よりも来客数は増えるものの、インバウンドを除いて
も、通常の水準に戻る時期は見通せない。感染の第２波の動
きも心配である。

○
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスに対する不安が徐々に解消され、緩や
かに回復が進むと予想される。

○
その他住宅［情報誌］
（編集者）

・新型コロナウイルスの感染収束後は、住まいの在り方に変
化が生じる可能性がある。在宅ワークが日常的な存在となる
前提で、消費活動が行われる可能性が高い。

□
商店街（代表者） ・平日の人出が減少している。客足の引きも早く、18時頃に

は人出が極端に減少する。

□
一般小売店［珈琲］
（経営者）

・飲食店の利用方法が変化している。

□
一般小売店［菓子］
（営業担当）

・前月に比べるとやや動き出しているが、感染の第２波がく
れば、たちまち売上の減少に直結することが心配される。

□
百貨店（マネー
ジャー）

・新型コロナウイルスの影響により、今後は企業のボーナス
が減り、雇用も減るなど、徐々に影響が出てくると予想され
る。

□

百貨店（商品担当） ・インバウンド売上の比率が大きかった都市型店舗では、国
内客だけでカバーすることはできない。その一方、郊外型店
舗ではその恩恵が少なかった分、落ち込みからの回復は早
く、前年の実績に急速に迫っている店舗もある。ただし、全
体ではインバウンド向けの売上を含んだ前年の実績に追い付
けない状態が続くほか、感染の第２波を控えて、商品の製造
や物流が順調に回復するかどうかが、秋冬商戦に向けての大
きな課題である。現状は、見通しが立ちにくい状況となって
いる。

□

百貨店（販売推進担
当）

・インバウンドが戻らず、集客イベントが開けないことを除
けば、ほぼ前年に近い売上になってきている。ただし、一時
的な給付金効果による部分も大きく、これを維持することは
困難と予想される。

□

百貨店（宣伝担当） ・国内客の売上は回復基調にあるものの、インバウンド売上
は前年比でマイナス98％と壊滅的である。世界の状況を考え
ると、年内は観光客の入国が難しいと予測しており、厳しい
状態が続く。

□

スーパー（経営者） ・変化したライフスタイルが急に戻ることはなく、家庭内で
の調理需要は続くと予想される。ただし、最近はホームペー
ジ経由でのパートやアルバイトの応募が増えるなど、地域で
の雇用状況の悪化がうかがえる。ボーナスや世帯所得の減少
が、加工食品を中心とした値下げ圧力につながり、スーパー
業界がデフレ競争に逆戻りすることが心配される。

□
スーパー（店員） ・他のスーパーも普通にチラシを入れるようになり、まとめ

買いする客も減っている。特売日以外は来客数が減少してい
る。

□
スーパー（企画担当） ・新しい生活様式が根付くことで、今の状況が続くと予想さ

れる。

□

スーパー（経理担当） ・日常の生活を取戻し、外食やレジャーが以前の状態に戻れ
ば、家庭内需要の減少で売上も元に戻る。ただし、今のとこ
ろは平時の状態に戻ることは難しく、感染の第２波の懸念も
残る。

□

スーパー（開発担当） ・新型コロナウイルス対策で10万円が給付されたが、消費の
増加にはつながっていない。自粛は解除されたが、客の動き
は良くない。将来的にも景気が良くなるような対策はないた
め、今後は不透明である。

□
コンビニ（経営者） ・在宅勤務の動きはある程度定着しそうである。また、当面

の間はインバウンド需要も見込めないため、来客数は低い水
準が続くと予想される。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響は、まだもう少し続きそうであ

る。
□ コンビニ（店員） ・新型コロナウイルスの影響もあり、今後は分からない。
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□
家電量販店（経営者） ・新型コロナウイルスの状況にもよるが、収入が減っている

家庭や、業績不振の企業もあり、現在以上に景気が上向くこ
とは考えにくい。

□

家電量販店（店員） ・給付金の給付による特需はあったが、６月に購入が集中し
た分、７月は一度落ち着くと予想される。その後は気温の上
昇とともに、季節商材が再び売れるものの、短期間で終息す
る見込みである。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響もあり、消費者の間では様子見
が続く。

□

その他専門店［ドラッ
グストア］（店員）

・新型コロナウイルスの影響で、ボーナスの支給が一部の企
業に限られるため、必要な物しか購入されない。美容部門の
化粧品などは、既に買い控えの傾向がみられる。現在のよう
な、住関連部門の売上が上位に入る状況は、異常だと感じ
る。

□
その他専門店［宝飾
品］（販売担当）

・給付金を受け取っても、宝飾品などのぜいたく品に使おう
とする意識は低い。店側の必死さが伝わると、逆に購入を敬
遠すると予想される。

□
その他小売［インター
ネット通販］（企画担
当）

・夏休みや秋の行楽での消費も自粛ムードが続き、ほとんど
期待できない。

□

一般レストラン（経営
者）

・感染の水際対策が整わなければ、一般の外国人観光客を受
け入れられないため、当面は国内客への対応の充実に切り替
える必要がある。それが定着するまでは、時間を要すること
が予想される。

□

一般レストラン（企
画）

・人の動きが活発化し、徐々に良くなると予想されるが、以
前の営業とは違って様々な制限があり、新型コロナウイルス
とどう共存できるかが課題である。一方、夏を迎えるに当た
り、例年よりも夏休みが短くなるため、例年のような営業は
厳しいのではないかと予想している。

□

観光型ホテル（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響は深刻で、宿泊業は大きな打撃
を受けている。現状も好転の兆しがみられず、いろいろと工
夫してはいるが、抜本的に上向くためには、ワクチンが開発
されるか、感染の収束宣言が出て、海外との往来や国内旅行
が自由になる必要があり、当面は現在の状態が続く。

□
観光型旅館（経営者） ・変わらないというよりも、予測が難しい。人は動き出すも

のの、元の状態には戻らない。秋の行楽シーズンのバスツ
アーも、団体客の予約が見込めない。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・徐々に回復するかもしれないが、劇的な改善は困難であ
る。宴会では秋の予約のキャンセルがあるほか、忘新年会の
実施も不透明である。ソーシャルディスタンスに対応した、
会場の収容人数の制限もあり、対応に苦慮している。

□
都市型ホテル（客室担
当）

・新型コロナウイルスの影響で客足が遠のいている。いまだ
に特効薬やワクチンはなく、世界各国で感染者が増え続けて
いるが、国内需要のみでは厳しい状況である。

□
都市型ホテル（管理担
当）

・市内での各種イベントや祭りについて、中止や大幅な縮小
が相次ぎ、例年の繁忙期での大幅な減収が予想される。

□

都市型ホテル（フロン
ト）

・引き続き、感染を警戒しながらの生活を強いられるなか、
夏休みの短縮のほか、祭りや花火、高校野球などの中止が影
響し、観光に伴う宿泊は伸び悩んでいる。大阪府では大阪
キャンペーンを打ち出しているが、対象者は関西圏在住者で
あるため、予約数は厳しい状況である。

□

旅行代理店（支店長） ・国内で集団的な感染が発生したり、海外で感染の拡大が確
認されているなか、客の旅行マインドはまだまだ戻っていな
い。ゴールデンウィークの旅行を夏休みに変更した客が、年
末年始に再変更する動きはみられず、一旦白紙に戻す傾向が
続いている。

□
タクシー運転手 ・完全に人の動きが良くなるまでには、２～３か月は掛かり

そうである。昼間の動きは少し良くなっているが、夜になる
とクラスターを避けているのか、人の動きが止まっている。

□
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響は、ボクシングのボディーブ

ローのように、後からまた出てくるかもしれない。
□ タクシー運転手 ・多少は良くなると予想される。

□

遊園地（経営者） ・新型コロナウイルスによる消費マインドの落ち込みは根強
い印象で、経済活動の再開後も、レジャー利用は優先度が低
く、来客数、売上共に厳しい状況が続いている。現在の客の
動きをみる限り、急激な回復は見込めない。
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□

その他レジャー施設
［複合商業施設］（職
員）

・現在の回復基調が、自粛のリバウンドなのか、新型コロナ
ウイルスとの共存のなかで定着する動きなのかは分からな
い。ただし、小売の販売チャネルが変化していく可能性は高
く、実在店舗に対する需要は戻らない。

□

その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・６月からプロ野球が開幕したが、新型コロナウイルスの影
響で無観客試合となり、来場者は０人となっている。３か月
後の状況も不透明なため、現状と変わらないと予想してい
る。

□
美容室（店員） ・今後は良くなると言いたいが、感染の第２波の状況次第で

は悪くなる可能性もある。

□
その他サービス［学習
塾］（スタッフ）

・新型コロナウイルスの影響が収まりつつあるが、現在はま
だ様子見の状態である。

□
住宅販売会社（経営
者）

・感染の第２波のおそれがあるため、油断できない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの感染状況に大きく左右されるが、現
状の水準であれば、販売面に大きな変化はないと予想され
る。

▲

一般小売店［時計］
（経営者）

・真夏の暑さのなかで、マスクを着けて外出するという状況
は、想像するだけでも無理がある。特に、路面店である上
に、客の平均年齢も高いとなれば、それだけで厳しい。当面
は新型コロナウイルスの影響は収まりそうにないため、先行
きに明るい材料は何もない。

▲
一般小売店［衣服］
（経営者）

・アパレル業界では夏物衣料が極端に不足している。春物商
材を含む在庫は大量であるが、必要なアイテムは極端に不足
しているため、景気が上向いても、販売にはつながらない。

▲
一般小売店［事務用
品］（経営者）

・先がみえないという言葉のとおり、いつになれば多少でも
元に戻る雰囲気になるのか、全く不透明である。まだまだ
徐々に悪くなることが予想される。

▲

百貨店（売場主任） ・春、夏物商材の売上減少で、取引先の資金繰りが悪化して
おり、秋物商材の商品の生産が減少している。それに加え
て、ブランドの廃止や撤退、取引条件の変更の申入れが相次
いでおり、倒産も更に増える可能性がある。消費者も収入が
減る可能性が高いなか、消費が増えるとは考えにくい。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

・新型コロナウイルスによる商品生産の縮小が、本格的に店
頭に影響するのは、これから２～３か月後と予想される。ま
た、給与への悪影響が顕在化するのも秋冬商戦からとなる。
それに伴い、今後２～３か月後は落ち込みが大きくなると予
想される。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

・新型コロナウイルスの感染の第２波次第で大きく変わる
が、基本的には小康状態が続き、大きくは好転しないと予想
される。企業経営が厳しい局面に入る結果、その影響が消費
動向にも出始める。

▲

百貨店（営業推進担
当）

・４～６月の企業業績や経済指標が発表されるのに伴い、生
活防衛意識が強まる。消費意欲の減退が、外出の自粛傾向と
あいまって更に強まると予想される。また、国内観光などの
再開で支出の選択肢が増えることも、消費の分散につなが
る。

▲

スーパー（店長） ・今は来客数が減少しているにもかかわらず、単価は維持で
きているため、前年を上回る実績となっている。ただし、客
単価が徐々に低下しつつあり、売上も減少することが懸念さ
れる。

▲
スーパー（店長） ・夏休みが大幅に短縮されるほか、お盆での帰省やレジャー

需要の縮小が見込まれる。

▲
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスによる３～５月の経済停滞の影響が、

これから徐々に出てくると予想される。

▲

スーパー（企画担当） ・新型コロナウイルス特需が落ち着き、キャッシュレス決済
のポイント還元も６月で終了する。本来、今後は年間でも12
月に次ぐ売上が期待される時期となるが、今年は夏休みが10
日程度しかなく、祭りの開催も自粛となるなど、マイナス材
料が存在する。

▲
スーパー（社員） ・当社のようなスーパーでは、食品需要の高まりで好調と

なっているが、飲食店や製造業の不振をみると、今後は消費
全体の落ち込みが予想される。

▲
衣料品専門店（販売担
当）

・新型コロナウイルスの影響で不安しかない。

▲
家電量販店（店員） ・給付金の給付によって、９月頃までの購入予定を先食いす

る状況が予想される。
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▲
乗用車販売店（経営
者）

・今が最悪期であるため、少しずつ回復すると予想される
が、以前の状態に戻る要因が思い浮かばない。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・判断材料がないため、悪化が進むと予想される。そろそろ
夏休みに向けた商材を考える頃であるが、その材料はなく、
不安で仕入れもできない。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・緊急事態宣言が解除されたとはいえ、客足は少なく、新車
販売の商談客も減っている。

▲
通信会社（経営者） ・今後の新型コロナウイルスの影響で、受注状況が不透明で

ある。

▲
テーマパーク（職員） ・新型コロナウイルスの感染前と後で、世の中の価値観を強

制的に見直す必要が出てきた。ただし、これまでのライフス
タイルを変えることは、簡単ではない。

▲
競輪場（職員） ・他の競輪場なども再開するため、客の取り合いとなり、や

や悪くなる。

▲
美容室（店長） ・当店の客は高齢者が多く、感染を不安視する動きがまだま

だ多いため、先行きには期待できない。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・今後は飲食業や旅客業へのダメージが予想され、その関連
での売買が少なくなる。

▲
住宅販売会社（総務担
当）

・新規客の獲得が減少しているため、今後の受注が厳しくな
る。

▲
その他住宅［住宅設
備］（営業担当）

・売上の減少や、新型コロナウイルス対策での設備投資によ
り、夏のボーナスには期待できない雰囲気である。当面は好
転する材料がない。

×

一般小売店［菓子］
（経営企画担当）

・３～５月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗の平均で
みると、関西は39.0％で、関東は51.2％、中部は68.3％で、
中国は59.6％となり、全体では49.6％であった。ここまでの
落ち込みは、過去に経験がない。

×

一般小売店［野菜］
（店長）

・新型コロナウイルスの影響が収束に向かっているのかどう
か怪しい状況で、感染の第２波が起きた場合、３か月先が良
くなることはありえない。現状は、悪くなる確率の方が高
い。

×

百貨店（企画担当） ・現時点では、自粛期間中のストレスによる買物や、不足品
の購入がみられるが、今後は衣料品メーカーなどからの商品
供給に、不安定な要素が多い。また、秋～冬にかけての感染
の第２波、第３波への懸念もある。

×

百貨店（売場マネー
ジャー）

・特に秋以降は、企業の倒産や事業の縮小など、雇用が悪化
する要素が多い。また、若い世代もアルバイトの雇用が減る
など、全世代で消費に悪影響を与える要素がある。小売業で
も、取引先の倒産や事業の縮小の影響が大きくなりそうであ
る。

×
スーパー（経営者） ・業種によっては、新型コロナウイルスの影響で厳しい状況

になっており、そこで働く人の消費も落ち込むことで、直接
影響を受けていなかった業種にも悪影響が広がる。

×

スーパー（店長） ・これまで何とか持ちこたえていた企業も、新型コロナウイ
ルスとの共存を目指すなかで、倒産に追い込まれるケースが
増え、失業者も増えると予想される。実際に、当社と取引し
ている企業の中にも、倒産の動きが出てきている。

×
スーパー（店員） ・当社は海外とも取引があるが、今は自動車の需要も少な

く、先行きには期待できない。

×

衣料品専門店（経営
者）

・今後は、会社の社長が私財を投入するか、金融機関からの
借入れを増やすしかない。私財を投入しても、返ってこない
覚悟で会社を維持していくしかない。行き着くところは倒産
しかなく、周囲でも廃業が増えてくると予想される。

×

衣料品専門店（経営
者）

・いつ感染の第２波がくるかが分からず、不安を払拭できな
い。ソーシャルディスタンスが２メートルになれば、公共交
通機関の利用が制限される。マスク着用時のソーシャルディ
スタンスを50センチくらいにしなければ、景気の回復は見込
めない。

×
家電量販店（企画担
当）

・学校の休校に伴い、夏季休暇の日数が減ると予想される。
旅行などの外出が減ることから、季節商材の購入時期が前倒
しになり、お盆明け以降の消費の冷え込みが懸念される。

×
乗用車販売店（経営
者）

・政府に緊急対策を講じてもらっているが、給付金や補助金
の給付が追い付いておらず、今後も更に景気は悪くなると予
想される。

×
乗用車販売店（販売担
当）

・自動車の生産が新型コロナウイルスの影響で数か月止まっ
ていたため、販売できる商品自体がなく、明らかに販売量が
落ちる。
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×

住関連専門店（店長） ・新型コロナウイルスの影響は、客や世間の動きをみても、
まだまだ続くと予想される。新規の客は増えず、商談中の客
も保留のままである。商品も、感染が収まらない欧州からの
輸入品のため、安定して仕入れができるかどうかの懸念も残
る。

×

その他小売［インター
ネット通販］（経営
者）

・店側の売り方を改革しない限り、売上は減る一方となる。
商店街の改革案としては、商店街全店でキャッシュレスを導
入し、手数料を下げる。商店街全体でデリバリーサービスを
行う。商店街全体でＷｅｂを活用し、各店舗ではなく、商店
街全体での改革に取り組むことなどが求められる。

×

一般レストラン（経営
者）

・当店の来客は高齢者が多いが、持病がある客などは、今も
テイクアウトが中心である。一方、近隣の公民館での集まり
や市のイベントは、９月末まで中止であり、食事会などもな
くなっている。

×
その他飲食［ファース
トフード］（店員）

・新型コロナウイルスの影響で客足が全く伸びない。売上も
かなり悪く、廃業寸前である。

×

その他飲食［自動販売
機（飲料）］（管理担
当）

・東京が落ち着かなければ、日本全体も落ち着かない。メ
ディアがあれこれと報じるため、消費者が自粛を進めている
ようにも感じる。もう少しインフルエンザとの比較といっ
た、客観的な指針を出してほしい。

×

観光名所（企画担当） ・新型コロナウイルスの影響で３～５月は閉館し、６月から
営業を再開したが、入場者数を制限している。最大でも通常
の２割程度しか受け入れていないため、収支が全く改善しな
い。

×
その他住宅投資の動向
を把握できる者［不動
産仲介］（経営者）

・企業の資金繰りの悪化や、新型コロナウイルスの感染第２
波による影響が懸念される。

×
その他住宅［展示場］
（従業員）

・住宅展示場の来場者数を伸ばすためには、集客イベントを
打つしかないが、新型コロナウイルスの影響でそれもかなわ
ず、出口のみえない状況が続いている。

◎

電気機械器具製造業
（経営者）

・当社はオゾンと紫外線を活用した機器を扱っているが、新
型コロナウイルスに極めて有効とされている。現在はまだ業
績に寄与していないが、３月頃からは急激に問合せが増えて
いる。目下、慌ただしく製品を準備しており、10月の展示会
には出展できるため、当社の景気が良くなることは間違いな
い。

◎
建設業（経営者） ・６月に入って、徐々に動き出しつつあるため、今後は受注

量が回復すると予想している。

○
食料品製造業（従業
員）

・人の往来が増え、外食する機会も増えてくるため、少しは
出荷量も増えると予想される。今まで休業していた店も、営
業を再開し始めている。

○
繊維工業（総務担当） ・今月は悪過ぎるが、今後は月ごとに売上が10％ずつ回復す

る見込みである。

○

化学工業（経営者） ・取引先からの連絡や訪問が増えており、経済は再始動して
いると感じる。ただし、飲食店やホテルの業績回復は当面見
込めないため、景気の回復はかなり緩やかになると予想され
る。

○

化学工業（企画担当） ・本来は堅調であったはずの食品業界も、新型コロナウイル
スの影響で、全体的には過去に例のない需要の減少となっ
た。感染の第２波の懸念はあるが、移動も解禁となり、例年
程度に食品の需要は戻ると考えられる。

○
金属製品製造業（経営
者）

・自動車メーカーの生産再開で工場の稼働率は上がるもの
の、自動車の販売量が減少しているため、通常の稼働率に戻
るまでには時間が掛かる。

○
金属製品製造業（開発
担当）

・繁忙期に入る。

○
金属製品製造業（営業
担当）

・自動車関連の仕事が、少しずつではあるが回復してくる。
その一方で、建築関連は落ち込んでくる。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・現状は最悪であるが、今後は少しずつ良くなっていく。

○ 金融業（営業担当） ・時間は掛かるものの、今後は良くなると感じる。

○

新聞販売店［広告］
（店主）

・折込収入は徐々に回復しており、地域の情報を求めての購
読も増えている。今までが悪過ぎたため、今よりも良くはな
る。新型コロナウイルスの感染の第２波がないことを祈るば
かりである。

○
広告代理店（営業担
当）

・少しずつ広告の出稿が再開し、新型コロナウイルスの発生
前ほどではないが、回復の兆しがみられる。

企業
動向
関連

(近畿)
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○

その他サービス業［店
舗開発］（従業員）

・まだまだ感染防止策を講じた上での営業ではあるが、少し
ずつ日常を取戻しつつある。そういった状況のなか、今秋以
降の感染第２波に備え、マスクや消毒液、医薬品、食品と
いった商材の備蓄の動きが始まると予想される。

○

その他非製造業［衣服
卸］（経営者）

・社会全体で回復が進むと予想されるが、以前のような消費
に戻るとは考えにくい。必要なときに必要な物を購入する形
に変わるほか、インターネット通販などに客を奪われること
で、既存の小売チェーンが不振となることが予想される。今
後は、消費の回復の恩恵を、既存の業者がフルに享受するこ
とは難しいと考えられる。

□
食料品製造業（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響で、ホテルなどの観光施設や飲
食店の売上はまだまだ厳しい状況が続く。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・先行きが全く見通せない。

□
出版・印刷・同関連産
業（企画営業担当）

・新型コロナウイルスの影響が続くと予想されるため、今後
も厳しい状況は変わらない。

□

プラスチック製品製造
業（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で止まっていた仕事が、７月か
ら再開するとの内示が出ている。その一方、いまだに立ち上
がらない案件もあるため、全体としては一進一退となり、現
状維持と予想している。

□
輸送業（商品管理担
当）

・新型コロナウイルスの影響で販売量が低迷しているが、給
付金の給付などもあり、２～３か月後は少し良くなる。

□
輸送業（営業担当） ・外出の自粛で通販の利用者が増え、利益率の低い通販だけ

が増えた結果、荷物は増えたものの、利益は減っている。

□
通信業（管理担当） ・本来であれば、ボーナス商戦で活気付くところであるが、

新型コロナウイルスの影響がまだまだ続くと予想される。

□
金融業［投資運用業］
（代表）

・感染の第２波が来ない限り、徐々に回復すると予想される
が、そもそもの感染源である中国を封じ込めなければ、また
予想外の事態が起きないとも限らない。

□
広告代理店（管理担
当）

・新型コロナウイルスと付き合いながらの営業を考えると、
できることは限られている。そのうち、できることもなくな
る可能性がある。

□
広告代理店（営業担
当）

・しばらくの間は、広告を控える状況が続くと予想される。

□
司法書士 ・経済は動き始めているが、新型コロナウイルスの恐怖や、

感染の第２波への不安により、回復には時間が掛かる。

□
その他サービス［自動
車修理］（経営者）

・まだまだ新型コロナウイルスの影響が続いている。

□
その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・企業が全面的に動き出さなければ、当社の売上もこのまま
少ないままで推移する。

▲
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・生活に密着した瓶を作っているため、今のところ影響は少
ないが、ビールなどの飲料関係の動きは多少悪くなってい
る。

▲
電気機械器具製造業
（営業担当）

・今は仕事が入っているものの、その先の予定が入っていな
い。

▲
電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・今月はちょっとした家電バブルのような状況であるが、２
～３か月先は落ち着くことが予想される。

▲
電気機械器具製造業
（営業担当）

・新規の受注がない。

▲
建設業（経営者） ・今後の民間工事では、新型コロナウイルスによる打撃で、

企業の設備投資意欲は縮小していく。建設業では手持ち工事
がなくなり、新たな受注も相当困難になると予想される。

▲ 建設業（経営者） ・自粛ムードが払拭されない限り、景気の悪化は続く。

▲
建設業（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響が落ち着くまで、先を見極めよ

うとする動きがあり、一時的に着工を遅らせる取引先が増え
る。

▲
輸送業（営業担当） ・新型コロナウイルスの感染者が増えつつあるため、客が減

少する可能性がある。

▲

金融業（副支店長） ・建設業は、新型コロナウイルスの影響で工期が延期となっ
ており、売上が減少している。米国での感染者数も増加傾向
で、国内も東京を中心に増加しており、落ち着くまでには相
応の時間が掛かりそうである。

▲

経営コンサルタント ・取引先の中小企業をみていると、行政の支援金や借入れを
利用できたことは良かったが、それを使い切った後のことは
考えていない。新型コロナウイルスの影響の収束状況にもよ
るが、誰もが景気が良くなることはないと感じている｡



157 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×

繊維工業（団体職員） ・百貨店や量販店など、一般的な小売業は営業を再開してい
るが、メーカーへの発注にはタイムラグがある。また、イベ
ントやコンサート、祭りなどの開催はまだ自粛されており、
その影響は非常に大きい。

×

繊維工業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響が大きくなっている。３～４月
頃は、発注済みの商品を大手のバイヤーが契約どおり引き
取ってくれたが、現在は先の見通しが立たず、バイヤーが新
たな注文を出せない状況が続いている。今後の更なる悪化が
心配である。

×
輸送用機械器具製造業
（役員）

・当面の受注見込みが少なく、通常の操業に戻る見通しが立
たない。

×

その他製造業［履物］
（団体職員）

・緊急事態宣言が解除され、百貨店や小売店の営業も始まっ
ているが、閉店中の在庫を抱えているため、新規の受注には
つながっていない。本来であれば、秋冬商材の商談が始まる
時期であるが、首都圏との往来がやっと始まったばかりであ
り、時期的には遅れている。

×

経営コンサルタント ・取引先各社は、政府からの給付金などで持ちこたえてい
る。今後はどのように発展の道筋をつけるかがポイントであ
るが、新型コロナウイルスの影響が収束するまでには１～２
年を要するため、２～３か月先では好転する見通しは持てな
い。それに伴い、企業の内部でも多くの問題点が発生してい
る。

×
その他非製造業［商
社］（営業担当）

・緊急事態宣言は解除されたが、新型コロナウイルスの影響
がどこまで広がるかは予想ができない。ただし、２～３か月
で良くなることはないと考えられる。

×
その他非製造業［電気
業］（営業担当）

・新型コロナウイルスの感染収束後の状況が予想できない。

◎
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響は懸念されるが、感染の第１波
はある程度過ぎたとみており、今後は求人数を含めて上向く
傾向となる。

○

新聞社［求人広告］
（管理担当）

・新聞の求人数は縮小均衡が続いており、今後も上向くとは
考えていない。ただし、感染の拡大も落ち着き、政府の支援
金が行き渡り始めたほか、県をまたぐ移動の制限も解除され
たため、飲食や観光など、これまで身動きの取れなかった業
種にも光が差し始めている。インバウンドは全く期待できな
いが、夏の観光シーズンを迎え、国内での人の移動が回復す
ることで、関連業界ではやや景気が上向くと予想される。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・企業からは、今の状態が続けば、今後は少しずつ求人が増
加していくとの声が増えている。

○
民間職業紹介機関（支
社長）

・中途採用を行う企業数の減少に歯止めが掛かってきたた
め、１社当たりの募集人数や選考の通過率も徐々に改善する
と予想される。

○

学校［大学］（就職担
当）

・夏のボーナスは減るかもしれないが、外出の自粛から開放
されて、消費の増加が期待される。周囲の同僚をみても、娘
さんや奥さんにプレゼントしたという声が多い。高額商品の
購入も少し増える可能性がある。

□

人材派遣会社（経営
者）

・世の中がかなり委縮しており、派遣業界もかなりダメージ
を受けている。ただし、派遣先の企業は、今回の件で派遣社
員の利用方法を再認識したと考えられる。上半期は景気が芳
しくないとしても、少なくとも派遣に関する限り、夏頃には
底を打ちそうである。さらに、下半期には徐々に全ての面で
回復すると予想される。

□
人材派遣会社（役員） ・当社にまつわる動きや、マーケットの動きから、求人数、

求職者数共に、こう着状態が続くと予想される。

□
人材派遣会社（支店
長）

・新規の大型案件が期待できないため、受注残や交代枠を狙
うしかない。

□
職業安定所（職員） ・大手鉄鋼会社が休業を実施しており、その子会社や関連会

社、派遣会社、下請業者などがそろって求人を控えているた
め、景気の回復はまだまだ先となる。

□
職業安定所（職員） ・引き続き、雇用調整助成金の申請件数が増えている。今後

は事業所での休業状態が解消されるのか、非常に懸念され
る。

□

職業安定所（職員） ・６月に入って、求人数の減少幅はやや縮小したが、新型コ
ロナウイルスの感染第２波が懸念されている。再び企業の採
用活動に影響を与える可能性があるため、現時点で２～３か
月先の状況は不透明であり、景気が好転するとは言い切れな
い。

雇用
関連

(近畿)
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▲
アウトソーシング企業
（管理担当）

・通常の仕事もなく、厳しい状況が続いている。

▲
職業安定所（職員） ・事業所からは、先行きが読めず、これ以上悪くはならない

ものの、Ｖ字回復は難しいといった意見が多い。

▲

民間職業紹介機関（営
業担当）

・新型コロナウイルスの影響で求人数が変動する可能性もあ
り、このまま回復するとは思えない。決算発表後に雇用を見
直す動きもあるため、景気はやや悪くなる。ただし、派遣社
員による在宅ワークの提案も増えるなど、働き方が変わって
くると予想される。

▲

民間職業紹介機関（営
業担当）

・多くの業界で業績の悪化がみられ、新卒採用市場も売手市
場から買手市場に変わりつつある。特に、量よりも質を求め
る企業が増えており、この流れは2022年卒の採用にも影響す
ると感じる。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響で、次の派遣契約を結ばないな
ど、全社で派遣の活用を見直す動きが相次いでいる。今後は
更に失業者が増えると予想される。

×
新聞社［求人広告］
（担当者）

・新型コロナウイルスの影響が不透明なため、広告宣伝に対
する動きが全くない。

×
学校［大学］（就職担
当）

・2022年卒の学生にとっては、厳しい就職活動になる。今年
度の採用計画は、既に各企業で固まっているが、来年度は採
用を中止する企業が出てきても不思議ではない。

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般レストラン（経営
者）

・今が最低最悪の状態なので、今よりは良くなる。

◎
観光型ホテル（副支配
人）

・客の外出機会が増え、今までの自粛の反動も出てくるため
消費が盛んになる。

◎
住宅販売会社（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響が落ち着いてくるため、景気は
良くなる。

○
商店街（理事） ・新型コロナウイルスの終息はまだまだ先になるが、景気は

徐々に良くなる。

○
商店街（代表者） ・商店街に隣接する駅前のホテルでも県外からの客が増加し

てきたので今よりは良くなる。ただ、新型コロナウイルスが
再流行したときにどうなるか今から心配である。

○
一般小売店［茶］（経
営者）

・海外出張などは年内は無理と考えているが、国内経済はこ
れから少しずつ良くなる。

○
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・依然として前年に比べると３割程度売上が減少している
が、３月頃と比べれば状況は改善しており、今後景気は良く
なる。

○
百貨店（売場担当） ・化粧品などまだまだ接客上の制約がある商品群もあるもの

の、徐々に緩和しつつあり、以前の状態に戻るには時間がか
かるが、少しずつ改善していく。

○
百貨店（営業企画担
当）

・移動自粛要請の解除、催事やイベントの再開で来客数が増
加し、景気は良くなっている。

○
スーパー（店長） ・週末の夕方以降を中心に来客数が若干増加しており、今後

景気はやや良くなる。

○

スーパー（販売担当） ・新型コロナウイルスによる自粛ムードが弱まるにつれて客
に解放感が出ていると同時に、客の生活様式、意識、金の使
い方等全てが変わりつつある。当面は、好調な状態を維持す
る。

○
コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルスの影響が落ち着いてくるため良くな
る。

○
コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・生活が平常に戻れば、客足も戻ってくる。ただ、観光客が
増加し、イベントが活発化しないと完全ではなく、新型コロ
ナウイルスの第２波も懸念されるため不安材料はある。

○ コンビニ（支店長） ・スーパーや外食の代替の要素がより強く出るようになる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・来客数が徐々に増加してきており、２～３か月後は今より
も景気が良くなる。

○
乗用車販売店（店長） ・客の動きが出始め、底からは脱出しており、現在よりは良

くなる。

○
乗用車販売店（店長） ・主力販売している車がフルモデルチェンジを迎え、新型コ

ロナウイルスの終息とともに販売に勢いが生まれる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・オンラインの商談システムや告知を自粛していたが、少し
ずつ増やしていくため一定の効果はある。

家計
動向
関連

(中国)
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○ 乗用車販売店（統括） ・新型車の投入で多少良くなる。

○
乗用車販売店（業務担
当）

・新型コロナウイルスの影響で客足が戻っていないが、今後
多少は回復する。

○

その他専門店［時計］
（経営者）

・少しずつではあるが、経済が元に戻っていく。客も店側も
マスク着用などが通常になり、お互いに感染に気を付けなが
ら、接客をするようになっている。ゆっくりではあるが、日
常が戻ってくる。

○
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・新型コロナウイルスの第２波がこなければ景気は良くな
る。

○
その他専門店［土産
物］（経営者）

・観光キャンペーンなどの施策で観光地への来訪が増加する
ため良くなる。

○
一般レストラン（店
長）

・５月が底で現在は回復傾向にあり、今後も緩やかに回復し
ていく。

○
スナック（経営者） ・今のままでは店が成り立っていかない状況だが、今後景気

は良くなる。

○

都市型ホテル（企画担
当）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや自治体の宿泊、飲
食に伴う助成金の企画に向けて、受注体制を整えている。国
内需要が大きく動くと想定されるので、景気の底上げにな
る。夏休みも短縮になるが、ファミリー客の需要も増加する
見込みである。

○
都市型ホテル（総支配
人）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる集客は期待で
きるが、世間の旅行に対するマインドの低さもあり、大幅な
回復は期待できない。

○
都市型ホテル（企画担
当）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど国や自治体によ
る支援策が回復のきっかけになる。

○
旅行代理店（支店長） ・新型コロナウイルスの第２波が発生せず、国や自治体の実

施する各種観光キャンペーンが展開されることで需要喚起に
つながれば状況は変わってくる。

○ 通信会社（工事担当） ・自粛解除になったことでそろそろ経済活動が活発になる。

○
テーマパーク（管理担
当）

・新型コロナウイルスの終息で景気は良くなる。

○

テーマパーク（業務担
当）

・今後の新型コロナウイルス感染拡大のおそれや短くなった
夏休みなど懸念材料も多々あるが、現在の状況が続けば、お
盆期間の休暇などもあるため、少しずつではあるが、来客数
が増加する。

○ 観光名所（館長） ・国や自治体の観光需要喚起の施策で景気は多少回復する。

○
観光名所（館長） ・移動制限の解除により徐々に県外からの来客数も増加して

きている。今後もＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど
の施策により徐々に回復していく。

○
ゴルフ場（営業担当） ・お盆から秋に向けて多少人の動きが出てくる。県外からの

移動自粛も緩和されるため、少しは良くなる。

○
設計事務所（経営者） ・新年度になり官庁工事がやっと動き出し、悪化していた民

間も特別定額給付金でやや持ち直した感じがある。今後は回
復に向かって動く。

□
商店街（代表者） ・今後も少しずつ新型コロナウイルス発生前の状況に戻って

いく。

□
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの第２波、第３波が訪れないか心配で

ある。

□
百貨店（経理担当） ・新型コロナウイルスの第２波のおそれもあり、急激に状況

が回復することはない。

□

百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で先行きが不透明である。新し
い生活様式が世間で求められていくなか、消費はすぐに回復
しない。客自身の価値観なども変化していく。また、取引先
の倒産や地方百貨店からの撤退など環境も変化していく。

□
百貨店（外商担当） ・新型コロナウイルスの第２波の懸念があるため、まだまだ

厳しい状況が続く。

□

スーパー（店長） ・徐々に観光施設の営業が再開しているので週末の来客数が
増加する。しかし、キャッシュレス・消費者還元事業が６月
末で終了するため、来客数が増加しても既存客の客単価の上
昇が見込めない。

□ スーパー（総務担当） ・生鮮品の高値がこのまま続くと厳しい。

□
スーパー（営業システ
ム担当）

・新型コロナウイルスの影響が強くお盆の帰省に期待ができ
ない。家の中で過ごす家庭が多ければ現状と変わらない売上
になる。

□
スーパー（管理担当） ・景気は新型コロナウイルスの状況に左右されるところが大

きいので２～３か月先の判断は難しい。
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□
スーパー（販売担当） ・新型コロナウイルスの影響がやや収まり、来客数が戻って

きているが、今後また感染者が増加する可能性もあるので、
景気の先行きは不透明である。

□
コンビニ（エリア担
当）

・他の業種の景気が前年や新型コロナウイルス発生前の状況
まで回復しないと、コンビニ業界の景気は前年より良くなら
ない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・今後も新型コロナウイルスの影響が続く。

□
衣料品専門店（代表） ・特別定額給付金に続く個人消費を喚起する政策がないため

変わらない。

□
家電量販店（店長） ・新型コロナウイルスの影響で景気の先行きが不透明であ

る。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・新型コロナウイルスの状態が今のままならば、ゆっくりと
回復していくが、先が読めない。

□

乗用車販売店（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響で販売の低迷が続いており、厳
しい状況は変わらない。実際に収入が激減した客もおり、購
入の見送りや出費を抑える話を聞くため、今後も厳しい状況
が続く。

□
自動車備品販売店（経
営者）

・製造業を中心に所得が減少しているので、個人消費は今後
も落ち込んだままである。

□
自動車備品販売店（経
営者）

・しばらくの間、自粛の影響は残るし、新型コロナウイルス
が終息しないと景気は元には戻らない。

□
その他専門店［布地］
（経営者）

・緊急事態宣言が解除されたが、地方は高齢者が多いため、
まだまだ新型コロナウイルスに対する警戒感が強い。

□

その他小売［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・新型コロナウイルスが終息し、帰省者、旅行者、観光客等
が戻ってくれば、今以上に景気は回復する。ただ、前年は８
～９月に消費税引上げ前の駆け込み需要があったため、その
反動で前年と比べると、物販全体では、高額品を中心に厳し
くなる。仮に新型コロナウイルスの第２波、第３波が発生す
ることになれば、特に飲食は回復が更に鈍化し、不振が長期
化する。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・今回の新型コロナウイルスの影響は長期的に考えなければ
ならず、すぐに景気が回復するということにはならない。

□
高級レストラン（事業
戦略担当）

・新型コロナウイルスの先行きが不透明である。

□

一般レストラン（経営
者）

・レジャーや帰省時期に入り、例年だと来客数や客単価が増
加するが、今年は新型コロナウイルスの影響で、学校では夏
休みの短縮や２学期の早期開始、地域行事では夏祭りや花火
大会などイベントの休止もあり、予約が入っていない。新型
コロナウイルスの感染者が増加し、レジャーや帰省の自粛要
請があれば、苦しくなる。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの治療薬やワクチン等が開発されるま
では現在の状況が続く。

□
その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（店長）

・新型コロナウイルスの影響で現在の状況が続く。

□
観光型ホテル（営業担
当）

・先行予約が少なく不安である。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンに期待するしかない。

□
旅行代理店（経営者） ・政府が支援策を出しても、客は、当面、旅行に目を向けな

い。
□ タクシー運転手 ・しばらくの間、乗車率の低い状況が続く。
□ タクシー運転手 ・観光が多少なりとも良くなる。

□
タクシー運転手 ・今後は徐々に県外からの来訪が増え、暑くなるにつれて夜

の動きも増えてくると思うが、全体的には余り変わらない。

□
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスによる自粛要請がなくなり、客の動き

が多少出てきたが、以前のような状況に戻るにはまだ時間が
掛かる。

□

通信会社（企画担当） ・新型コロナウイルスの第２波の懸念、海外での感染拡大の
ニュースから、新サービスやサービス見直し更新の動きはか
なり鈍く、商品サービスへの関心自体が二の次になってい
る。新型コロナウイルスの感染抑止が見え、国や公共部門が
夏季休暇等での消費拡大への大きなかじ取りをしない限り、
消費マインドが上向く要素はない。

□
通信会社（営業担当） ・景気浮揚の気配がないなかで、新型コロナウイルスの第２

波に対する不安が潜在的に存在することから、現状の悪化し
た景況感が継続する。
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□ 通信会社（経理担当） ・今後もこの状態がしばらく続く。

□
その他レジャー施設
［温泉センター］（担
当者）

・新型コロナウイルスの影響がいつまで続くか分からない
が、今後終息に向かえば少しずつ客が戻ってくる。

□
美容室（経営者） ・過去に経験したことがないほどの大不況で先行きが全く不

透明である。

□
設計事務所（経営者） ・先行きが不透明なため、建築に関する新たな引き合いはし

ばらく望めそうにない。

□
設計事務所（経営者） ・来客数の回復は見込めるが、客に慎重な行動が見受けら

れ、受注に反映しにくくなっているため、厳しい状況が続
く。

□
住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの第２波への懸念から景気は回復せ
ず、低調なまま推移していく。

▲
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスに対する空気感のようなものがまだ経

済を活性化しようとする動きにはなっていない。その動きは
都会よりも地方の方が強い。

▲
一般小売店［食品］
（経営者）

・今年は新型コロナウイルスの影響で夏休みの期間が短縮さ
れるため、需要が停滞する可能性がある。

▲
一般小売店［印章］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響が緩和しても、影響がなくなる
訳ではないので悪くなる。

▲
一般小売店［洋裁附属
品］（経営者）

・新型コロナウイルスの影響が残るため、景気はやや悪くな
る。

▲
百貨店（販売計画担
当）

・客の雇用不安等による貯蓄志向の高まりや密を避けた営業
運営による来客数の減少で景気は悪くなる。

▲
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの終息の見通しが立っていないため、

悪くなる。

▲
スーパー（店長） ・今後、新型コロナウイルスが終息すると特需がなくなり景

気が悪くなる。

▲
スーパー（店長） ・客の購入数量の減少傾向が続くため、今後も景気は下降線

をたどる。

▲
スーパー（販売担当） ・新型コロナウイルスによる特需が徐々に減少してきてお

り、３か月後は今よりも景気が悪くなる。

▲
スーパー（業務開発担
当）

・売上は現状前年を上回っているが、客の来店頻度が減少し
ている。生鮮を始めとする相場が下がったら売上は前年割れ
となる。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響でいろいろな催事が中止や延期
となり、人の動きがないため、経済が苦しい状況になる。

▲
家電量販店（企画担
当）

・特別定額給付金が支給されているため、６月の実績は良く
なっているが、２～３か月後は給付金の効果がなくなり、今
より景気は悪くなる。

▲
家電量販店（販売担
当）

・特別定額給付金の給付が終了することや新型コロナウイル
スに対する不安が続くことなどから景気は悪くなる。

▲
住関連専門店（営業担
当）

・特別定額給付金の給付の効果は一時的で、来客数が増加し
ていないため、景気は悪くなる。

▲ タクシー運転手 ・今までも大変厳しい状況だが、今後も良くはならない。

▲
放送通信サービス（総
務経理担当）

・新型コロナウイルスの影響で延滞金額が増加すれば、消費
が減退し、景気も悪化する。

▲
競艇場（企画営業担
当）

・３か月後にはＧ１競走である程度の売上が見込めるが、Ｓ
Ｇ競走ほどの売上は上がらない。

▲
美容室（経営者） ・一時的に新型コロナウイルスで自粛していた人たちが動き

出しただけで、これからは第２波を警戒して景気動向は悪く
なっていく。

▲
住宅販売会社（営業所
長）

・新型コロナウイルスの影響で客が収入の先行きに不安を
持っているため、景気は悪くなる。

×
百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で、プロパー商材、端境期商

材、初秋物、秋冬物などの商材の確保ができないため、売上
が見込めない。

×
百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルスが今後販売する商品の調達に悪影響を

与えている。また、行事、外出、旅行が例年よりも少なくな
ることも景気のマイナス要因となる。

×
百貨店（外商担当） ・お中元が低調、衣料品も苦戦、特別定額給付金も行きわ

たったようだが消費にはなかなか結び付いておらず、今後も
不透明な部分が多いため、景気は悪くなる。

×
スーパー（財務担当） ・新型コロナウイルスの影響が当分の間続き、所得減少によ

る節約で売上が大幅に減少する。
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×
家電量販店（店長） ・今月は複数の追い風が重なり好調となっているだけで、需

要の先食い感は否めない。暑さの影響でお盆までは売上は好
調に推移するが、それ以降は反動が出てくる。

× 通信会社（広報担当） ・このまま買い控えが続く。

×
美容室（経営者） ・当面は新型コロナウイルスが終息しないので、景気の悪い

状況が続く。

◎
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・現在が底で今後は良くなる。

○
鉄鋼業（総務担当） ・新型コロナウイルスの終息及び対策強化により、景気は回

復する。

○
輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・主要客からの受注内示は通常よりは少ないものの、回復基
調となっており、今後も景気は良くなる。

○
輸送業（支店長） ・オンラインショップ開設の動きと併せて、今後は電子商取

引による購買が増加する。また、日用品や衛生品等の需要も
増加する。

○ 輸送業（総務担当） ・５～６月辺りが底で、今後は良くなる。

○
通信業（営業企画担
当）

・７月からは取引先への訪問が可能となるため、取引が活発
になる。

○

金融業（融資企画担
当）

・新型コロナウイルスの影響は当分続くと思われるが、経済
活動再開の進展から、地元完成車メーカーの世界販売が徐々
に回復している。地元部品メーカーの受注が８月には前年の
８割程度まで回復するため、景気は良くなる。

○
広告代理店（営業担
当）

・新型コロナウイルスが落ち着き、今後景気は上向きに推移
する。

□
農林水産業（従業員） ・今が景気の底にある状態で、回復したところで、せいぜい

元の状態に戻るだけである。

□
食料品製造業（経営
者）

・当面は景気が大幅に改善することはない。

□
食料品製造業（総務担
当）

・３か月前と比べて景気が悪くなり、その状況が続いている
が、先行きは不透明である。

□
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・新規の大型注文の引き合いもなく、現在の生産量が継続す
る。

□ 鉄鋼業（総務担当） ・これ以上悪くはならないが、良くなるとも思えない。

□
金属製品製造業（総務
担当）

・７月末までの予定だった客の帰休が９月末までに延長され
たため、今後も現状の低水準の受注量が継続する。

□

通信業（営業担当） ・３～５月までのように新規案件や更改案件などが見送られ
ることが少なくなってきている。企業において、リモート
ワークなどの見直しや、就業形態変化、業容の拡大などの検
討がされているため、今後設備投資が増加する。

□
不動産業（総務担当） ・例年、賃貸住宅の需要が落ち着く時期であるため、今月と

さほど変わらない。

□

会計事務所（経営者） ・自粛期間が終了して回復の兆しもあるが、新型コロナウイ
ルスの第２波の懸念があることや、構造変化が進んだことも
あって、新型コロナウイルス発生前の水準まで回復するには
時間が掛かる。

▲
木材木製品製造業（経
理担当）

・３～５月頃まで外出自粛要請で動きがなかったが、解除後
は止まっていた受注が動き出している。ただ、夏から秋に向
けて新規の受注があるか不透明である。

▲
化学工業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響が継続しており、景気は悪くな

る。

▲
非鉄金属製造業（業務
担当）

・自動車関連の製品の出荷が減少してくる。

▲
建設業（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で製造業を中心に設備投資が先

送り傾向にあり、今後の受注が予想できない。

▲

金融業（貸付担当） ・経済活動や消費行動が少しずつ元に戻りつつあるとはい
え、取引先の資金繰り改善までには相当の時間を要する。新
型コロナウイルスの第２波も予想されることから、予断を許
さない状況が続く。

×
繊維工業（監査担当） ・売上の大幅な減少で小売店の資金力が弱まっている。今

後、資金の行き詰まりによる廃業や倒産が懸念される。

×

化学工業（経営者） ・特に自動車関連部品を製造している取引先は既に生産調整
に入っており、それに伴い足元の受注量が大幅に減少してい
る。先行きの見通しも付かず不透明な状況であるため、今後
も景気は悪くなる。

×
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量が減少し、景気は悪くなる。

企業
動向
関連

(中国)
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×
電気機械器具製造業
（総務担当）

・機械装置の製造、販売についてはいまだに再開されていな
いものもあり、当面の間は、新規案件の受注も難しいことか
ら悪くなる。

×
輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・商談再開やマーケットの回復に１年程度の時間が掛かるた
め、景気は悪くなる。

×
建設業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響による営業活動の制約が秋以降

の受注に悪影響を及ぼす。

×
輸送業（総務・人事担
当）

・中国向けの荷動きが低調であり、中国経済の動向次第では
更なる悪化もあり得る。

◎ － －

○
人材派遣会社（経営戦
略担当）

・６月に入り、求人数は回復傾向にあり、今後も景気は良く
なる。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・新型コロナウイルスが終息傾向にあることで、企業活動が
回復しつつあり、消費者の購買活動の悪化も底を打った感が
あるため、今後景気は良くなる。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・景気が浮揚するというよりは、新型コロナウイルスの影響
で停滞気味だった経済が最悪期を脱するという程度で、今後
も厳しい状況が続く。

□

人材派遣会社（社員） ・海外では依然として新型コロナウイルスの感染拡大が広
がっており、世界経済の停滞状況は変わらない。ただ、国内
では景気に持ち直しの兆しがあり、採用も徐々に増加してい
る。このまま新型コロナウイルスの第２波、第３波が来なけ
れば例年の状態に戻る。

□
人材派遣会社（支店
長）

・今のままであれば景気に変化はないが、新型コロナウイル
スの第２波が来ると今よりも一気に悪くなる。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・新型コロナウイルスの第２波が来るのか、来るのであれば
いつからどの程度の影響を及ぼすのかが不明であるため、先
行きは不透明である。

□

民間職業紹介機関（求
人・人材採用担当）

・海外では依然として新型コロナウイルスの影響が大きく、
外国向け製品を扱う地元製造業の中には人材採用を控える企
業が多数ある。それに伴い、そうした企業の取引先や物流企
業などの求人も見通しが立たない状況が続く。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・景気の悪い状況がしばらく続く。

▲

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・先行きの見通しが立たない企業が多く、2021年度の採用に
ついても、採用予算、採用人数共に良くて今年並み、８割の
企業が減らす予定である。サービス業や建設業などは業績が
大幅に悪化しているが、人材不足のため採用は継続する。鉄
道会社、航空会社、旅行会社などは学生の人気が高いが、新
型コロナウイルスのため業績が大幅に悪化しているため、採
用を控える傾向にあり、そこを目指して就活をしてきた学生
にとっては厳しい現実となる。

▲

職業安定所（事業所担
当）

・新型コロナウイルスの影響がいろいろな業種に現れ、雇用
調整助成金等の申請相談も５月から増加傾向にあり、雇用環
境の悪化が継続する。また、雇用保険関係を前年同期と比較
すると、３～５月にかけて適用事業所数や被保険者数は微増
で推移、資格喪失者数は大幅に増加している。

▲
職業安定所（雇用関連
担当）

・景気回復の明るい材料がないため、今後景気は悪くなる。

▲
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・積極的に新卒採用を行う企業が減少傾向にあるため、今後
景気は悪くなる。

×

人材派遣会社（支社
長）

・新型コロナウイルスによる休業や契約終了は一段落した
が、次の契約更新が集中する９月末に我慢していた派遣先で
の終了が一定数出る可能性がある。産業全体の景気が上向い
ていくのはまだまだ先である。

×
職業安定所（所長） ・新型コロナウイルスの影響で特に宿泊業・飲食サービス業

では雇用環境が急激に悪化しており、求人募集の取りやめや
採用計画の見直しをする事業所が出てくる。

×
その他雇用の動向を把
握できる者

・新型コロナウイルスに係る自粛要請は解除されたものの、
第２波への警戒感から３密を避けた経済活動を強いられるこ
とになり、景気の回復は当面困難である。

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

雇用
関連

(中国)

家計
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○

商店街（代表者） ・かなり人の移動も出てきているし、消費者も今まで自粛し
ていた分を消費する傾向にある。第２波が発生しないことが
前提になるが、今までどおりは無理だが小出しでイベントを
やっていこうというムードもあるので、これから徐々に良く
なっていく。

○

衣料品専門店（経営
者）

・都会は相変わらず厳しいようだし、全体的な雰囲気とした
ら厳しい感じはするが、当店のカジュアル商品に関しては、
数字をみる限りまあまあ良い状態で、バーゲンセールの最中
という感じである。前年と比べても相当良く、このまま続い
ていくことを期待している。

○

家電量販店（副店長） ・自粛要請が解除され、客の来店は徐々に通常時の状態に
戻ってきている。今後３か月間が気象予報どおりに気温が高
めで推移すれば、夏物商材を中心に販売が伸び、前年より期
待が持てる。

○
乗用車販売業（営業担
当）

・このまま新型コロナウイルスの感染者が抑えられたら、来
客数や販売数の増加が見込まれる。

○

乗用車販売店（役員） ・車の安全装備は進化し続けており、安全な車に対する需要
は継続している。また、新型コロナウイルスの件でプライ
ベートな空間を維持できる車に対する評価も少し変わるかも
しれない。

○
住関連専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で、客が外出することに慎重に
なっているため、現在は非常に景気が悪い。しかし、今後は
改善されて、今よりは良くなると予測する。

○
その他専門店［酒］
（経営者）

・これから夏になり、お中元時期を迎えるし、飲物も売れる
と予想するが、外出自粛の影響で家飲みが多くなっているの
で、売上がどこまで回復するかは不透明である。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（副支
配人）

・現在より良くなることを期待しているが、新型コロナウイ
ルスの収束状況によっては逆戻りする可能性も否定できな
い。

○
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの状況次第ではあるが、日常を回復し
つつあるので、景気は緩やかに回復する。

○
旅行代理店（営業担
当）

・観光需要の掘り起こしを目的とする国のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンが開始されれば少しは回復する。

○
通信会社社員 ・緊急事態宣言が解除され、ストップしていた訪問販売を

徐々に再開していく。

○
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響も回復傾向にあり、夏季商戦に

向けて客の動向にも動きがみられる。

○
通信会社（支店長） ・当地では新型コロナウイルス感染者の状況が落ち着いてお

り、客足がやや戻りつつある。
○ 美容室（経営者） ・自粛が全面解除されてから少しずつ客が戻ってきている。

○

設計事務所（所長） ・商店街でも若干通行量が増えてきたし、知り合いの飲食店
からも徐々に客が増えてきていると聞いている。ただ、一気
に元のようには戻らないと予測しているところが多い。建設
関係では、秋口からの設備投資がどうなるかが非常に不透明
な状況である。

□
商店街（代表者） ・まだ新型コロナウイルスの影響が出ており、ワクチンや特

効薬も開発されていないため、停滞した状態で原状回復が模
索されていく。

□

商店街（事務局長） ・政府は経済活動を再開させたが、国内でも都会を中心に新
型コロナウイルスが衰えを見せず、また、海外では依然とし
て猛威を振るっている。新しい生活様式が求められるなか、
消費者はまだ慎重な行動をとらざるを得ないため、今しばら
くは以前のような消費や経済環境に戻ることはない。

□
一般小売店［文具店］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で、来街客が相変わらず少な
い。底を打ち、徐々に回復傾向に向かうと予想するが、以前
の状態に戻るには、まだ時間が掛かる。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・少しずつ客が戻りつつあるが、まだ消費行動に慎重な感じ
も見受けられる。お祝いやお供えなど必要なものの予約が中
心になっている。

□
百貨店（企画担当） ・景気回復にはまだ時間が掛かり、２～３か月後では十分な

回復には至らない。

□
百貨店（営業管理担
当）

・短期的な回復はみられるものの、新型コロナウイルスの第
２波の懸念などもあり、今後の先行きは不透明である。

□
スーパー（店長） ・ワクチン開発など新型コロナウイルスの根本的な解決に至

るまでは今の状態が継続する。

動向
関連

(四国)
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□
スーパー（企画担当） ・まだ外食の機会は戻り切らず、夏休みの短縮や旅行の縮小

傾向もあることから、スーパーでの消費は、引き続き高めに
推移すると予測する。

□
コンビニ（店長） ・このまま新型コロナウイルスが収束し、イベントが再開さ

れれば、何とか現状維持程度は見込めるが、第２波や第３波
の懸念もあるため、先行きは非常に不安である。

□
コンビニ（店長） ・今よりは良くなると考えているが、少しでも感染が悪い方

向に動けば急ブレーキとなるので、今もこの先もギリギリの
状態が続いていく。

□
コンビニ（総務） ・新型コロナウイルスの影響は今後も継続し、景気の良しあ

しもさることながら、経済活動が元に戻るのがいつになるの
か予想できない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響はあるが、多少は良くなると予
想する。

□
乗用車販売店（従業
員）

・中古車の輸出状況の変化を予測するのは難しいため、中古
車相場や下取り価格の設定等は、厳しい状況がしばらく続
く。

□
乗用車販売店（従業
員）

・量販店には客が集まりだしたが、自動車の購入はまだ先に
なる。

□
乗用車販売店（従業
員）

・少しずつ回復傾向がみられるが、通常に戻るにはまだ時間
が掛かる。

□
一般レストラン（経営
者）

・ワクチンが開発されるまで元どおりになることは考えにく
い。

□
スナック（経営者） ・自粛解除にはなったが、当地独特の宴会がもっと開催され

ないと客は戻ってこない。家飲み文化が確立されつつあるの
で、私たちの業界は平行線をたどると予測する。

□
観光型旅館（経営者） ・今は最低の状況であり、上向きを望むところであるが、総

需要が圧倒的に減っているので容易に改善しない。

□
都市型ホテル（経営
者）

・新型コロナウイルスが終息しない限り、人の動きは戻らな
いだろう。自粛が解除されたことにより、また感染が拡大し
ていく可能性があるので、非常に怖い状態である。

□

タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響で飲み会や会社の会議が減って
おり、まだ人の動きは悪い。客と話をすると、新型コロナウ
イルスのワクチンができないと安心できないという声が多
い。このため、２～３か月先も現状と変わらないと判断す
る。

□

通信会社（営業部長） ・緊急事態宣言が解除されて以降、新型コロナウイルスの影
響は大分緩和されてきたが、６月後半になっても経済活動は
戻り切っていない。感染者が発生し続けると以前のようには
戻らないし、来店しても長時間の説明を避ける必要があるの
で、商品の提案が十分にできない。

□
競輪競馬（マネー
ジャー）

・経済活動が少し動き始めたものの、まだ手探り状態であ
る。新型コロナウイルスと共存してしていかなければなら
ず、当面は、少し良くなりつつある状況が続くと考える。

□
美容室（経営者） ・今は客が動き始めているが、新型コロナウイルスの感染が

どうなるかで変わってくるので何ともいえない。

▲
スーパー（財務担当） ・新型コロナウイルスの影響で内食の傾向であったが、一部

は外食に戻る。ただ、失業や賃金の下落による節約志向が強
まる。

▲ 家電量販店（店員） ・夏のボーナス商戦も期待できず苦戦を強いられる。

×

商店街（代表者） ・街づくり、都市づくりの根本原理を大胆に再検討すべき時
代がきている。この機会を、大都市に機能が集約された極め
てリスクの高い社会構造を地方に分散する最大のチャンスと
捉え、今後の日本にとって将来に希望が持てる街づくりの在
り方を見付けるべきである。

×
一般小売店［酒］（販
売担当）

・新型コロナウイルスの第２波や第３波のおそれがあるた
め、経済活動は戻らず、先がみえない不安で一杯だ。

×

スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの影響がこれから続々と出てくる。さ
らに７月以降は、キャッシュレス・消費者還元事業の終了、
レジ袋の有料化など、客に負担を掛けることも増えてくるの
で、景気は良くならない。

×
コンビニ（商品担当） ・盛夏期のイベントなども中止になってきているので、客数

が伸びる要素がない。

×
衣料品専門店（経営
者）

・インバウンドも止まっており、国内需要もすぐに元には戻
らないので、当面悪いと判断する。
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×
衣料品専門店（営業責
任者）

・来月以降どうなるかまだ分からないが、メーカー側の生産
縮小により、秋に掛けて商品量が少なくなることで売上への
悪影響は避けられないと考えている。

◎
電気機械器具製造業
（経理）

・新型コロナウイルスの第２波がどのような影響を及ぼすか
読めないところではあるが、経済活動が開始されているので
現状よりは改善すると考える。

○
食料品製造業（経営
者）

・休業要請が解除され、外食、レジャー施設等の売上が少し
ずつ回復していくと推測する。

○
食料品製造業（商品統
括）

・食品業界における業務向けの売り方変革により、売上は改
善に向かう。

○
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経理）

・新型コロナウイルスの影響で除菌ウェットクリーナーの需
要は高いが、アルコールの仕入れ制限があるため増産ができ
ていない。制限が緩和されれば売上は増加する。

○
化学工業（所長） ・県外移動の自粛解除や経済活動の再開などで心理的には上

向きになってる。人の移動が活発化しており消費も増えるこ
とから少し良くなると予測する。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・官民挙げて仕事を作っている感じがあり、見積りが通りや
すい印象を受けている。

○
通信業（総務担当） ・新型コロナウイルスの感染防止対策の緩和により、少しず

つ営業活動が再開されてきた。

○
金融業（副支店長） ・新型コロナウイルスの動向次第ではあるが、感染拡大を一

度経験したことで一定の対処方法も確立しており、第２波が
発生しても経済への打撃は軽微と予測する。

○

広告代理店（経営者） ・移動制限が全国的に解除されたことに伴い、客も営業を再
開し、販促広告も少しだけ戻りつつある。また、国の消費喚
起策であるＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの計画も
あり、第２波がない限りは８割程度は回復すると予想する。

□

農林水産業（職員） ・新型コロナウイルスの影響はピークを過ぎたが、国民の生
活スタイルが変化し、日帰り中心の旅行や夜の飲食自粛等の
状況が当面続く。農家でも次回作を花から野菜に変更した
り、業務用品目から一般野菜に変更する動きがみられる。し
かし、農業者の高齢化が進み、栽培品目の変更ができる農家
は限られるため、品目ごとの販売環境は変化が少ないと予想
する。

□

繊維工業（経営者） ・特殊要因を除けば、小売店頭の受注状況は相変わらず厳し
い。しかし、地方では３密が心配される大型ショッピング
モールを避け、当社の取引先が多い路面小売店を訪問する傾
向にあり、順調に推移している小売店が多い。当社だけでな
く、取引先小売店もネット販売に力を入れているところが多
くなっており、当社の受注は順調である。

□

建設業（経営者） ・新型コロナウイルスの第２波や第３波が懸念されること
や、今年３月以降の自粛による生産性への影響が懸念される
ことから、数か月先の景気は見通しが難しい。公共事業の発
注が順調に進んでいるので、大きく悪化することはないもの
の、競合相手の様子や地域の業況から、良くなるとは考えら
れない。

□ 建設業（経営者） ・売上回復の頼みは公共事業である。

□

輸送業（営業） ・新型コロナウイルス感染症の収束時期が見通せず、断続的
な経済活動の制約や抑制が長期化すれば、人とモノの動きが
停滞し景気の低迷につながる。また、個人消費の持ち直しに
よる景気の回復は期待できないので、必然的に取扱物量も減
少する。原油安による事業用トラックの燃料費負担の軽減は
好材料であるが、取扱物量が増加しなければ仕事量が減り、
従業員の就労状況の悪化につながることを考えると非常に深
刻である。

□

輸送業（経理） ・依然として新型コロナウイルスの影響による国内物流の鈍
化が懸念される。また、需要減少や販売不振による供給側の
生産調整などの影響も懸念される。しかし、人の流れが以前
のようになるにつれて、景気の回復が徐々にみられると考え
る。

□ 税理士事務所 ・新型コロナウイルスの収束の見通しが全く立っていない。
▲ ＊ ＊

×
木材木製品製造業（営
業部長）

・大手ハウスメーカーの住宅契約数が良くなっておらず、受
注量の回復は見込めない。新型コロナウイルスの影響がいつ
まで続くのかも不透明である。

×
鉄鋼業（総務部長） ・新型コロナウイルスの影響がいつまで続くのか全く予想で

きない。

企業
動向
関連

(四国)
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×
一般機械器具製造業
（経理担当）

・新型コロナウイルスの収束時期やその後の経済への影響は
計りかねる。

× 輸送業（経営者） ・新型コロナウイルスの影響により先がみえない。
◎ － －

○

人材派遣会社（営業） ・感染予防対策の実施を前提に開放感は出てきているが、ま
だイベント等の実施や集客には積極的になれない状況が見込
まれる。そのため、公共交通の利用もまだ本来の状態には至
らない状況である。

○
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響次第ではあるが、徐々に依頼件
数が戻りつつある。

○

職業安定所（求人開
発）

・新型コロナウイルスの影響で、休業している事業所からの
雇用調整助成金の相談が多数あり、人員整理を実施する事業
所も出てきている。しかし、緊急事態宣言が解除となり、県
外への移動等も可能となり、今後の状況は緩やかに改善して
いくと考えられるので、２～３か月先は現状よりはやや良く
なる。

□
学校［大学］（就職担
当）

・新型コロナウイルスの影響が長期化する。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・徐々に経済活動が活発になり、一部の分野では回復しつつ
あるが、まだ楽観視できない。

▲

求人情報誌（営業） ・大きな打撃を受けた飲食、サービス、観光とその周辺企業
では景気がかなり悪化するが、大きな影響を受けていない製
造業では操業に変化がなく、扱う商品によっては需要の高ま
りで好況の企業もあるため、全体的にはやや悪くなる程度と
推測する。

▲
求人情報誌製作会社
（従業員）

・飲食や観光業界の景気が戻らず求人がほとんどない。ま
た、売上は回復しつつあるにもかかわらず第２波を警戒して
なかなか増員に踏み切れない企業が多い。

×
新聞社［求人広告］
（担当者）

・新型コロナウイルスの影響を受けて、広告業界、特にイベ
ント部門は大きく落ち込む。

×
職業安定所（職員） ・失業者の増加と求人の減少が予想され、就きたい仕事に就

くことができない人が増える。

×
民間職業紹介機関（所
長）

・高校の就職担当者から、今年は就職試験が１か月遅くなっ
たので、就職希望者全員が内定をもらえるか不安という声を
聞いている。短大や大学も同様の状況のようである。

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
衣料品専門店（総務担
当）

・新型コロナウイルスが終息し、第２波がこないという前提
で、今から回復してくるのではないかと期待している。

◎
住関連専門店（従業
員）

・緊急事態宣言後も、外出を控えていた人の消費意欲の高ま
りに期待したい。

◎
都市型ホテル（スタッ
フ）

・地域観光業支援策として、８月から国のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンが開始されるが、それに先行して、当
県でもキャンペーンが間もなく始まる。期待している。

○

商店街（代表者） ・新型コロナウイルスによる状況が徐々に把握されており、
消費者の安心感が若干増している。その結果、人の動向が出
始めているが、第２波、第３波があると先行き不透明になっ
てくる。

○
商店街（代表者） ・景気回復とまではいかないが、徐々に消費行動は回復す

る。

○

一般小売店［鮮魚］
（店員）

・経済が動き出し、期待をしているが、ウナギの価格が非常
に上がっていることが懸念材料となっている。今までに経験
したことがないような価格で、土用の丑の日の価格が非常に
不安である。

○
一般小売店［精肉］
（店員）

・新型コロナウイルスの影響も徐々に希釈化されていく。

○
百貨店（販売促進担
当）

・新型コロナウイルスの影響はまだ続くが、様々な規制が解
除され、徐々に来店客数が回復するのではないかと期待して
いる。

○

百貨店（売場担当） ・新型コロナウイルスの影響が、更に落ち着けば、まだ来店
が少ない高齢者層の増加で売上がプラスになり、第２波や第
３波がなければ、回復傾向が一層強まる。ただし、今は特別
定額給付金の影響も大きいため、大幅な回復にはならない。

雇用
関連

(四国)

家計
動向
関連

(九州)
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○

百貨店（経営企画担
当）

・新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う自粛要請等が緩和
され、消費マインドに改善傾向が見られている。更なる感染
拡大等や不確定要素は内在しているが、現状が継続すること
を前提とした場合、改善しつつあると見込んでいる。

○

百貨店（プロモーショ
ン担当）

・梅雨が明け、夏到来で気が緩み、感染の第２波が起こらな
ければ、徐々に回復すると予想しているが、新型コロナウイ
ルス流行前には戻らず、新たな消費者価値観にアジャストし
たシステム構築が必須である。

○

スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの影響による交通規制も緩和されるた
め、これまで以上に経済的に回っていき、来店客数は増加す
る。まだ、内食が継続すると予想されるため、食品スーパー
マーケットは、この先２～３か月は前年比105％で推移す
る。

○

スーパー（企画担当） ・今後の新型コロナウイルス感染拡大にもよるが、日常的な
生活需要は確実に回復すると考えられる。また、特別定額給
付金による需要も大型家電等で多くみられることから、景気
は上向きになる。一方で、観光関連の動きは、回復に遠く及
ばず、土産関連商品の動きは、しばらく不調が続く。

○
コンビニ（経営者） ・第２波の感染拡大リスクはあるものの、新しい様式に沿っ

た買物や国内旅行の動きは活発になると見込まれる。
○ コンビニ（経営者） ・緊急事態宣言解除後、経済活動が回復しつつある。

○
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの自粛要請が緩和され、学校の部活や

大会等、人の動きが見込まれる。

○
家電量販店（総務担
当）

・新型コロナウイルスの影響がまだまだ続いており、猛暑の
予報からエアコンや扇風機等の需要拡大が見込まれる。

○ 家電量販店（従業員） ・暑くなり冷房器具の需要が増え、上向きになる。

○
乗用車販売店（従業
員）

・このままの流れで、来店客が増加傾向にあり、新型商品が
出ることで、より多くの集客を見込んでいる。

○
その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・コーヒー業界は、お中元等進物の時期になる。夏場は液体
物飲料系の需要が多くなるため、売上は若干上がっていく。

○
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスがこのまま終息の方向に進むのであれ
ば、少しずつ元の状態に戻ると予想されるが、特別定額給付
金を利用してもらえることを期待している。

○
一般レストラン（ス
タッフ）

・特別定額給付金等で、消費が見込めるため、期待してい
る。

○

スナック（経営者） ・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が解除され、徐々
に生活のリズムが元に戻りつつある。ほとんどの商業施設が
開店し、街にも人が多くなっている。４～６月が底であるな
らば、来月からは、やや良くなると予想されるが、決して景
気が良い状態ではない。

○

その他飲食の動向を把
握できる者［酒卸売］
（経理）

・新型コロナウイルス発生前の状態には戻っていないが、４
～５月の最悪期から比較すると６月は状況が改善している。
今後の政府の経済対策で、消費が促されることに期待してい
る。

○
観光型ホテル（総務） ・県境をまたいだ移動が緩和され、観光やビジネスの動きが

加速するとみている。国内外の航空定期便も運航率が上がっ
ており、流入人口の増加が期待できる。

○
旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果が夏から秋

に掛けて出ると予測している。ただし、第２波に備えての新
常態のスタイルを早めに策定する必要がある。

○
通信会社（企画担当） ・２～３か月のスパンでみると、鎮静化していた営業活動が

現在活発化しているため、受注は現状より増える見込みであ
る。

○ 競馬場（職員） ・今後、営業再開に向けた動きが本格化する。

○
理容室（経営者） ・来店を我慢していた客が戻りつつある。今から暑くなるた

め、少しでも状況が良くなることを期待している。

○
美容室（経営者） ・夏になると、新型コロナウイルスの影響も少なくなり、客

の動きも出てくる。おしゃれ業界も自粛生活から解放され、
良くなっていくと予想するが、期待はできない。

○
住宅販売会社（従業
員）

・展示場来場者数も少し増加傾向にはある。ただ、新型コロ
ナウイルスの状況を見据えて住宅計画を延期する客が増えて
おり、景気傾向は今の状況が当分続く。

□
商店街（代表者） ・新型コロナウイルス第２波により、景気は大きく左右され

る。現在は予測できない状態のため、このまま収束すれば、
景気は回復するが、収束できなければ、再び低迷していく。

□ 商店街（代表者） ・先行き不透明で、全く先が読めない。
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□

百貨店（企画担当） ・新型コロナウイルスの新規感染者数が落ち着き、来客数は
徐々に戻りつつある。しかし、今後も業績悪化による企業の
事業縮小が見込まれる。第２波が到来するまでは、現状維持
をしなければいけない状態である。

□

百貨店（営業担当） ・緊急事態宣言が解除されてからは、買物には慎重な動向が
みえる。世の中が、再度デフレに進むのではないかという兆
しが見え始めており、その要因として、衣料品やラグジュア
リーブランド、宝飾関係に大きなブレーキが掛かっている。
一方、６月が主体となってきているお中元状況では、Ｗｅｂ
や電話受注が増えている。

□

百貨店（営業担当） ・ダイレクトメール自粛や新型コロナウイルスの警戒による
外出自粛、他県からの帰省制限で、強みの三世代来店の需要
が減少しており、お中元ギフトセンターを含め来店の回復は
遅れると考えられるが、一方、通販部門は堅調で、感染防止
意識により、お中元商戦を含めた利用増が予想される。一部
し好性の高い舶来雑貨や工芸品、また、クレジット利用の回
復は期待できるが、新しい購買スタイルへの慣れは遅く、感
染収束まで購買意欲減退、慎重な購買姿勢、生命・生活防衛
意識により、家族そろっての外出や街への人出、店頭購買共
に回復は遅れる。

□

百貨店（売場担当） ・当市の在住者で、新型コロナウイルス感染者がゼロである
ため安心感はあるが、商店街は結構客が増加している。新型
コロナウイルスの影響があり、３か月後は婦人・子供服テナ
ントが全面撤退する。ブランドへの影響が出ており、先行き
不透明であるが90％を割ることはないと予想している。

□
スーパー（経理担当） ・新型コロナウイルスの発生以前の前年割れが続くペースに

戻りつつある。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響は、今後も継続すると考えられ

るため、この停滞状況は変わらない

□
コンビニ（エリア担
当）

・先行きが読めないため、景気は変わらない。

□
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスのワクチンや治療薬等の開発により、

終息しなければ、この悪い状態が継続し、先が見通せない。

□
衣料品専門店（店長） ・まだ新型コロナウイルス終息は不透明で、また、梅雨も影

響し来店客のない停滞状態が続く。

□

衣料品専門店（取締
役）

・９月は、衣料品業界は好調であると予想しているが、
ファッション業界では、欧州等からの輸入物となり、物量や
納期を含めて、商材がそろわない可能性もある。また、買物
の仕方にも大きな変化があり、消費者の慎重な買い回りや
ネット購入、加えて外出も減少しており、今後の需要が懸念
される。当店のような、高額衣料品業界は、経営方針の対策
を講じていかなければ、厳しい状況になる。

□

家電量販店（店員） ・新型コロナウイルスは収束していないが、販売量は持ち直
しており、特にテレビや洗濯機、冷蔵庫、エアーコンディ
ショナーが非常に売れている。また、巣籠り需要の影響で、
Ｗｅｂカメラやヘッドセット、プリンターが品切れをしてお
り、機会損失している状況である。

□
家電量販店（広報・IR
担当）

・新型コロナウイルス感染状況で変わるため、先行き不透明
である。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新型コロナウイルスとは関係なく、例年から考えても時期
的に活発に市場が動かない。購入を検討していた客も車検を
既に受けてしまい、代替につながらない。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・新型コロナウイルスの感染拡大が落ち着き、来店客数が戻
らない限り、販売増加は見込めない。２～３か月では急激な
回復は見込めず、現状の低実績の状態が継続する。

□

住関連専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの発生により、イベントや売出しが自
粛になり、５月は極端に売上が落ちたが、６月は予想以上の
回復であった。３～５月は買い控えで影響されたが、６月に
はキャッシュレスによる需要が増加している。しかし、一部
の地域は、再度感染が拡大しており、消費も慎重になり、家
具の購入を控える傾向にある。

□

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・今後の燃料油の小売価格傾向は、はっきりと見込みない状
態であるが、緊急事態宣言が解除されてからは、客の来店頻
度は戻りつつある。学校等が夏休みに入るが、夏休みが短縮
されると、販売数量が前年から若干減少する予測をしてい
る。



170 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・当面、インバウンドがない状況は変わらない。また、飲食
関係や映画等エンターテイメントコンテンツも回復のめどが
立っていない。

□
高級レストラン（経営
者）

・５～６月は、新型コロナウイルスの影響により、一番厳し
い状況である。７月も状況は変わらず、どん底であると予想
される。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・まだ新型コロナウイルス感染の懸念は続くため、団体客や
大幅な人の流れの増加は望めない。

□
タクシー運転手 ・全てが新型コロナウイルスの状況に懸かっており、少しず

つ以前のように戻るように期待するしかない。

□
タクシー運転手 ・夏のイベントが中止になり、人の動きがまだ読めず、現状

と変わらない。
□ 通信会社（企画担当） ・現在の好調が、そのまま維持できる。

□

通信会社（業務担当） ・新型コロナウイルスは収束傾向にあるが、経済が元どおり
になるとは考えづらい。売上が、以前の８割近くに戻ると考
えているが、残りの２割については、新しい働き方に合わせ
た対策を考えていかなくてはならない。

□
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの第２波が発生するのではないかと不

安である。
□ ゴルフ場（従業員） ・新型コロナウイルスの終息が、いまだ見通せない。

□
美容室（店長） ・特別定額給付金で、若干余裕が出ているようであるが、先

行き不透明のため、今後も変わらない。

□
その他サービスの動向
を把握できる者（所
長）

・現在、取引期間の長い製品を受注生産しており、２～３か
月のスパンでは、変化がないと予想している。

□

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・短期的なキャンセルは減少すると予想されるが、今年度中
は相対的に来客増加が見込めず、前年度割れとなる可能性が
ある。

□

住宅販売会社（従業
員）

・賃貸関係が、７月にしゅん工するため、入居配信し公募を
する。新型コロナウイルスの影響を心配していたが、問合せ
はある。業態により景気が良い企業とそうでない企業があ
り、飲食業のテナントからは、家賃値下げの要望がある。

▲

商店街（代表者） ・今後の新型コロナウイルス感染状況が、先行き不透明であ
り、特別定額給付金の効果も薄れ、その上消費税引上げの影
響もいまだに残っている状況であるため、良くなる要因が考
えられず、若干悪くなると懸念している。

▲
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの終息のめどが立たないが、商店街は

これに加えて、夏の暑さとも戦っていかなければならない。

▲
一般小売店［生花］
（経営者）

・母の日が終わり、例年７～８月の売上が若干減少するが、
秋口を期待している。

▲

一般小売店［茶］（販
売・事務）

・お中元の時期ではあるが、今年は期待できない。新型コロ
ナウイルスの緊急事態宣言解除後にも感染者が増え続けてい
る県もある。中心地では人の動きも通常に戻っており、県境
をまたいだ移動が、更に心配である。

▲ 百貨店（総務担当） ・新型コロナウイルスの第２波、第３波のおそれが強い。

▲
百貨店（業務担当） ・状況は非常に不安定であり、また外出自粛要請があるので

はないかと心配している客が多い。例年の動きと比較する
と、回復までには当分の時間が掛かると危惧している。

▲
スーパー（統括者） ・新型コロナウイルスの影響によるスーパーマーケットとし

ての特需も弱り、６月末までのキャッシュレスポイント還元
の終了等を鑑みても、今後は容易でない状況になる。

▲

コンビニ（エリア担
当・店長）

・今月は自粛要請の影響で、客は、家飲み用にアルコール関
係購入のため、夕方から夜に掛け来店があり単価が高くなっ
ているが、今後、居酒屋や飲食店が再開すると客単価は下が
り、客数も伸び悩むと推測される。新型コロナウイルスの終
息次第ではあるが、売上の前年割れ回復には、居酒屋や飲食
店の再開が大きく影響する。

▲
家電量販店（店長） ・当地域は完全に給付金の給付が終わっており、近隣地域と

比較しても少し給付金消費の陰りが見え始め、このまま失速
していくように感じている。

▲

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・今後２～３か月の状況は、新型コロナウイルス収束次第と
いうところが大きい。緊急事態宣言解除後も第２波の状況が
続いており、今後、一気に景気後退する可能性も大きいと考
えている。
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▲
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言解除後は、以前の

ような消費行動には戻らず、人々の消費に対する考え方に変
化が出ている。

▲

美容室（経営者） ・当市では、新型コロナウイルスの感染者がまだ発生してい
ない。特別定額給付金が給付されているため、それなりの来
店がある。しかし、９月には第２波が発生する可能性もある
ため、再度の補償等も検討してほしい。

▲
設計事務所（所長） ・設計案件が少なく、２～３か月先の結果は、余り良くな

い。

×
商店街（代表者） ・客の多くは、新型コロナウイルス感染を警戒しており、消

費者の来街が激減している。年内は、このような商況が続く
と覚悟している。

×

一般小売店［青果］
（店長）

・野菜の相場は、台風による影響や学校給食のベースになる
かぼちゃ、にんじん、たまねぎ、じゃがいもが、外国人労働
者を受け入れることができないため、生産が間に合わず、高
騰している。このことが、販売量にも影響してくる。

×

スーパー（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響による巣籠り需要等により、食
品スーパーマーケットはこの数か月間に、客単価や買上点数
が上昇し、前年比110～120％の売上で推移してきたが、ここ
に来て自粛ムードも和らぎ、徐々に以前の日常へと戻りつつ
ある。今後は、客単価や点数の減少が懸念されるところであ
るが、また、キャッシュレス・消費者還元事業の終了も、少
なからず消費マインドの低迷への影響を及ぼすものと考え
る。

×

コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの終息後も、消費マインドの冷え込み
が継続するのではないかと懸念される。現在、損益の分岐点
を切るような状況であるが、回復しても元の状況に戻るの
は、非常に難しいと危機感を抱いている。

×
コンビニ（店長） ・回復してきたように見えても、この数か月の借金と今後の

見通しを考えれば、企業として持ち応えることができるか、
ひっ迫している状況である。

×
衣料品専門店（店長） ・新型コロナウイルス感染者がほとんどいない地方もある

が、首都圏では、まだ感染者が発生しているため、出足が少
ない。１～２年は、景気の上向きは考えられない。

×
家電量販店（店員） ・前月末からの調子の良さは、特別定額給付金による影響が

大きい。しかし、３か月後の売上は、かなり減少すると予想
している。

×
乗用車販売店（代表） ・新型コロナウイルスの影響が、ますます出てくると考えら

れ、今後を注視している。

×
高級レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスが終息しても、状況が良くなる保証は
ない。外出も減少し、海外や県外、県内からでさえも動きが
全くない状態であり、第２波の発生を警戒し動いている。

×
高級レストラン（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響により、先がまだみえず、停滞
している。

×
居酒屋（経営者） ・現在、新型コロナウイルス感染者が増加しており、県境を

またいだ移動により、地方の感染者も増えると予想してい
る。

× 観光型ホテル（専務） ・補助金支給が終わった先が不透明で、懸念される。

×
都市型ホテル（販売担
当）

・先行きが全くみえず、今後が懸念される。

×
観光名所（従業員） ・７月は４連休等があるが、例年のにぎわいには戻らない。

問合せ等は、非常に多くなっているが、感染したときの対処
や保証ができない。

×

その他サービスの動向
を把握できる者
［フィットネスクラ
ブ］（営業）

・新型コロナウイルスの影響による、利用減少や利用停止が
響き、低迷は継続する。

×

設計事務所（所長） ・現在は、手持ち物件で何とかなっているが、これまでの政
府の新型コロナウイルス対策では、消費者は手持ち現金を確
保することになり、住宅取得や住宅改修は、当分見合わせる
状況になると考える。

×
設計事務所（代表） ・新型コロナウイルスの影響が、どの程度継続するか不安で

ある。

◎

経営コンサルタント
（代表取締役）

・新型コロナウイルスが終息したわけではないが、経済は少
し回り始めており、来月は良くなると予想され、100％戻ら
ないとしても、８～９月に新型コロナウイルス感染状況が拡
大しなければ、かなり上向いていく。

企業
動向
関連
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○
化学工業（総務担当） ・需要が落ち込んでいた製品が、持ち直しており、先行き若

干明るい。

○
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・産地への来訪者は、徐々に増えている。また、インター
ネット販売は良好で、７月は６月よりも伸びると期待をして
いる。

○
電気機械器具製造業
（取締役）

・下半期に向け受注状況は改善しつつあるが、新型コロナウ
イルスの第２波、第３波により悪化する可能性も予想され
る。

○
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・現時点より生産台数は、当初の計画に対して９割レベルで
緩やかに回復している。また、客により、台数の回復にばら
つきがあるため、生産体制等は、引き続き調整している。

○
建設業（従業員） ・新しい会計年度に入り、受注することができ、幸先の良い

スタートが切れた。見積案件もそこそこあるため、有力物件
を受注できれば景気も良くなる。

○

金融業（営業） ・当面は自粛ムードによる横ばいが続くが、緊急事態宣言か
ら続いた制限の解除により、徐々にサービスの供給が開始さ
れ、緩やかながら回復してくると考える。今が一番底であ
る。

○
広告代理店（役員） ・新型コロナウイルスが一段落し、客のコミュニケーション

活動が徐々に回復することが期待できる。

□

農林水産業（経営者） ・今月に至っては、前年比90％までに戻っており、徐々に元
の状態に回復している。しかし、外食部門は、まだまだ厳し
い状態で、完全に戻るまでには、１～２年掛かると予想され
る。したがって、外食部門に代わる新しい流通システムを構
築する必要があり、厳しい１年になるが、いかに効率化や費
用削減等を図り、今の状況を回避できるか模索しているとこ
ろである。

□
食料品製造業（経営
者）

・荷動きが悪く、商品在庫も予定より残っている状況から、
回復までは時間が掛かる。

□
家具製造業（従業員） ・内需はやや戻りつつあるものの、宿泊客が大幅に増えてい

る状況ではない。ワクチン開発による安心感が出ることで、
多少上向いてくる。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・この不安定な状態が、いつ爆発するか計り知れない。客か
らの情報で対策を立てなければならないが、今の状態では、
現状がしばらく継続すると考えられる。

□
精密機械器具製造業
（従業員）

・依然として、受注生産が低減したままで悪化している。ま
だまだ先行きがみえない状況にある。

□
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・基本的な需要はあるため、今後の増産に期待したいところ
ではあるが、新型コロナウイルスの終息がみえない限りは、
まだまだ景気の回復はないと予想している。

□
輸送業（従業員） ・以前よりは受注量も回復傾向ではあるが、前年同期と比較

しても大きく落ち込んでおり、荷主から、営業ができず回復
まで数か月以上時間を要すと連絡がある。

□
通信業（職員） ・新型コロナウイルスの影響を危惧していたが、情報通信関

連の案件に対しては、追い風になっている側面もある。

□

金融業（調査担当） ・日本において緊急事態宣言は解除されたものの、世界中で
新型コロナウイルス第２波の流行等もあり、まだまだ人々の
警戒心は高い。今後３か月後も、景気浮上は期待できないと
考える。

□

金融業（営業担当） ・緊急事態宣言後、一部の取引先の売上は、元の状態に戻り
つつあるが、全体的には、１月頃の売上には大きく達してい
ない。３か月後も動きとしては変わらず、また、売上の低下
は、資金繰り融資のセーフティーネットで賄っているが、そ
の資金が尽きる可能性もあり、非常に不安定である。

□
金融業（調査担当） ・経済活動は、徐々に再開されているが、新型コロナウイル

スの終息が見通せず、第２波、第３波に対する懸念が完全に
払拭されない限り、景気回復の足取りは鈍いものとなる。

□ 不動産業（従業員） ・ホテル部門の稼働率の低迷が、継続している。

□
経営コンサルタント
（社員）

・当分は現在の新型コロナウイルス対策が続き、まずは通常
ぺースに帰るのが急務である。

□
経営コンサルタント
（社員）

・店頭購入より、宅配利用が増加している。

□
経営コンサルタント
（代表取締役）

・取引先は、新型コロナウイルスの影響により、引き続き厳
しい状況が続く。

□
その他サービス業［物
品リース］（職員）

・投資抑制は継続しており、来月良くなるとは考えにくい。

(九州)
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▲
食料品製造業（経営
者）

・新型コロナウイルスの経済への影響は、まだまだ続く。

▲
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・今月の状況は、国勢調査開始に向けた購入が主な要因であ
り、調査開始予定月より逆算した場合、６月末で購入は落ち
着く。

▲
金属製品製造業（事業
統括）

・ホテルや老健施設、病院、学校等、全て新型コロナウイル
スの影響を大きく受け、特にメンテナンスサービスの受注で
は、訪問ができない状態が続いている。

▲
電気機械器具製造業
（経営者）

・今後、数か月発注計画であった装置が延期になっており、
見通しが悪い状況である。

▲
電気機械器具製造業
（総務担当）

・新型コロナウイルスの影響による打撃は、すぐには回復し
ない。

▲
建設業（社員） ・今年度前半で国体関連の発注が完了する予定であったが、

国体が中止となったことによる地元企業に及ぼす影響は大き
く、今後が懸念される。

▲ 通信業（経理担当） ・新型コロナウイルスの影響で先行きが不透明である。

▲

金融業（従業員） ・緊急事態宣言が全面的に解除されたとはいえ、新型コロナ
ウイルスに対する懸念は解消されていない。国内外の観光客
数や百貨店、ホテル、飲食店等の売上もおおむね底は打った
とみられるが、回復力は弱く、政府の大型景気対策に多くが
期待している。

×
農林水産業（従業者） ・当地では、一部企業を始め、今後は自動車業界等の閉鎖や

解雇が想定される。これは第一次産業にも影響を与える可能
性があり、消費者動向を見据えた産地戦略が重要である。

×

繊維工業（営業担当） ・大きな工場がまだ閉鎖していくと予想される。小さな工場
だと、マスクや防護服でも生産していけるが、今、百貨店の
生産をしているところである。オーダー商品を生産している
工場もあるが、大きな工場になるほど難しい状態である。

×
一般機械器具製造業
（経営者）

・現在の社会構造では、取引先を含め、この先の景気が回復
する時期が遅くなると悲観的な声も多い。

×

輸送業（総務担当） ・人の往来が解除された途端、新型コロナウイルスの感染者
が増えている。感染拡大の第２波がくることが確実視され、
再度経済は落ち込むことは必須である。この状況では、生き
残ることを第１優先として模索していかなければならず、設
備投資や業務拡大を控えれば、ますます景気は悪化する。

×
新聞社［広告］（担当
者）

・好材料が見当たらない。

×

その他サービス業［コ
ンサルタント］（代表
取締役）

・新型コロナウイルスの感染防止に市町村が追われており、
調査や計画策定の委託業務の発注が滞っている。また、他県
では、当県にある事務所が県境を越えないように、県内の業
者へ調査や委託業務を発注する市町村もみられるため、当県
に事務所がある事業所は、受注量が減少することが見込まれ
る。

◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・ｗｉｔｈ新型コロナウイルスを打ち出し、披露宴・パー

ティ宴席が少数ながら復活している。

○

人材派遣会社（社員） ・緊急事態宣言解除以降、タクシー利用者数が増加している
が、まだ50％程度である。繁華街に人が戻ってこない限り厳
しいが、新型コロナウイルスの影響が現状のままであれば、
２～３か月後には客足が戻ると見通している。

○
求人情報誌製作会社
（編集者）

・夏休み、秋の行楽シーズンに向けて、地元企業も積極的に
動き始めることを期待している。

○

新聞社［求人広告］
（社員）

・新聞の近距離国内旅行や宿泊施設広告も復活し、人の動き
が活発になっている。しかし、回復のペースは緩やかであ
り、まだ、海外旅行の広告は動きなく、新型コロナウイルス
発生前に戻るのには、まだまだ時間が必要である。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・地元では、新型コロナウイルスの感染も落ち着き、夏には
人出が戻り、消費行動も盛んになる。観光支援策のスタート
もあいまって、景気は上向いてくると考える。

□
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響により、現在、経済や生活が変

わりつつある状況にあり、２～３か月の短期間で、景気の好
況を感じることはない。

□

人材派遣会社（社員） ・今後の新型コロナウイルス感染状況次第の企業が多い。休
業手当を支給せずに済む状況になっており、徐々に以前と同
じような企業活動に戻ってきている。ハローワーク等の求人
も若干ではあるが増えている。

□ 人材派遣会社（社員） ・良くなる兆しがないので、現状のままである。

雇用
関連

(九州)



174 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
職業安定所（職員） ・政府から様々な支援策が取られているものの、利用できる

ものが限定的であるため、その効果に実感がない。

□

職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス感染対策が、今の急激な景気状況の変
化の発端であるが、以前から求人数が前年比より減少してお
り、有効求人倍率も前年比で低下している。新型コロナウイ
ルスの影響がなくなったとしても、その傾向は変わらないと
予想される。

□
学校［大学］（就職支
援業務）

・新型コロナウイルスの影響による企業の経済活動は、徐々
に回復してくると予想されるが、2021年卒業の新卒採用が再
開するとは考えにくい。

▲
職業安定所（職員） ・求職者数は微増程度であるが、イベント関係や宿泊、旅客

運送業の求人の動きは鈍く、求人の総量は減少したままであ
り、職業紹介件数が伸びない。

×

新聞社［求人広告］
（担当者）

・新型コロナウイルスの影響による、公的な休業補償等もあ
り、経営再開が先決でスタートしているが、消費低迷が続い
ており、次第に広告会社では会社の解散、従業員の解雇も出
ている。年内には、その影響が出るのではないかと危惧して
いる。

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
百貨店（店舗企画） ・社会的にも新型コロナウイルス感染症に対し学習を重ね、

うまく付き合う方向への転換がみえているため、徐々にでは
あるが、明るい兆しがうかがえる。

◎

観光型ホテル（マーケ
ティング担当）

・今月は半分以上の日程でホテル営業を休業していたので、
今月と比べれば今後２～３か月先の客室稼働率は良くなって
いくと考えられる。ただし、前年同月比で考えると、どの月
も前年実績を下回る見込みである。まだまだ新型コロナウイ
ルスによる影響は大きく、厳しい状況が続く。政府のＧｏＴ
ｏキャンペーンの具体的な助成内容の決定、早急な開始を期
待している。

○
コンビニ（副店長） ・今月19日に移動自粛が解除され、前月よりも人の流れが良

くなったとみられる。特に深夜の来店客数が若干だが戻って
きている。

○
乗用車販売店（経理担
当）

・国内観光客が少しずつ増えてきている。底は脱している。

○
その他サービス［レン
タカー］（営業）

・予約状況は、前年比でのマイナス幅が月を追うごとに改善
傾向にある。ただ飽くまでも今の最低状態と比べてなので、
厳しい状況には変わりはない。

□
スーパー（企画担当） ・引き続き新型コロナウイルス禍により先行きが不透明であ

る。

□
コンビニ（経営者） ・観光客が増えてこないと、来客数の減少で売上高が減少す

る。

□

コンビニ（経営者） ・他府県への移動自粛の解除が行われるなかでも、首都圏で
の新型コロナウイルス感染者数は多く、来県者による新型コ
ロナウイルス感染の恐怖感は払拭できない。自然と場所、時
間帯により行動自粛を行う可能性が大きいため、店舗への来
店頻度及び来店客の減少は否めないと考える。

□

衣料品専門店（経営
者）

・今月は、前半から中盤に掛けてまだまだ自粛モードがあっ
て客が少ない状態であったが、後半に掛けては客の出も良く
なった感がある。しかしまだ購買にはつながっている感じは
しない。景気としてはまだまだ良くなる感じがしない。これ
からどうなるか、予断を許さない状態である。

□
衣料品専門店（経営
者）

・分からないため、変わらないと答えている。新型コロナウ
イルス感染の拡大か、終息か、先の読めない状況は変わらな
い。

□
観光型ホテル（代表取
締役）

・先々の予約もまだ増えていない。現在の状況とほぼ変わら
ない。

□
旅行代理店（マネー
ジャー）

・新型コロナウイルスが終息しないとどうしようもない。

□
通信会社（営業担当） ・今月は５月までの反動でやや良くはなったが、今後しばら

くは新型コロナウイルスへの警戒のため大きな回復はみられ
ないのではないかとみている。

家計
動向
関連

(沖縄)
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□
住宅販売会社（代表取
締役）

・新型コロナウイルスの影響で収入が落ち込んでいる客も多
いと考えられ、当面建築意欲は弱含みで推移するとみられ
る。

▲
スーパー（販売企画） ・新型コロナウイルス禍による社会経済の厳しい状況は、将

来の景気を悪くすることは否めない。

▲
通信会社（サービス担
当）

・新型コロナウイルスの影響がまだあり、来客が少ない。

×

商店街（代表者） ・現状では新型コロナウイルスがまん延ではなくとも、ワク
チンができ上がっていないので、県民も危惧している。ワク
チンができれば対応が変わってくるのではないかとみてい
る。現在は飲食店等の店舗が大変な状況に陥っているので、
景気の回復はまだまだ難しいとみている。

×

その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・飲食客の新型コロナウイルスに対する意識が薄れているの
と旅行者の増加で、感染者の増加が懸念される。第２波、第
３波が来て、また外出自粛となると耐え忍んで営業を続けら
れるだけの資金を準備できない。今回で緊急融資、対象補助
金を使い果たしている。

×
観光名所（職員） ・新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波を心配してい

る状況である。
◎ － －

○
食料品製造業（総務） ・新型コロナウイルスの感染が拡大しなければ安心感が広が

り、経済活動に活気が出てくる。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・今後も現状と変わらない見通しである。

□
建設業（経営者） ・住宅の相談に客が来ても、新型コロナウイルスの先がみえ

ないからということで一向に前に進まない。

▲
輸送業（代表者） ・宮古島、石垣島の建設関連は、官需部門においては依然好

調に推移する見込みだが、民需では一部のホテルやアパート
等で落ちている。

▲
輸送業（経営企画室） ・自粛が全面解除されたことにより観光客も増えてきている

とみられる。一方で前年比では引き続き悪い状況であるとみ
られる。

▲

広告代理店（営業担
当）

・県内企業は、基幹産業の観光市場が回復して県内景気が上
昇していくことを期待しているものの、新型コロナウイルス
発生以前の活況が戻ってくることは難しいとの認識もあり、
引き続き販促活動は縮小均衡のままだとみられる。

×
会計事務所（所長） ・緊急事態から平常へ戻りつつあるが、自力のみでは業績回

復は難しい。支援制度が更に必要である。
◎ － －

○
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・県をまたぐ移動の自粛が解除されて、観光客が増える。

○

求人情報誌製作会社
（編集室）

・６月は求人件数の前年同月比減少幅が４～５月より大分良
くなっている。特に居酒屋等は、新型コロナウイルスの影響
を余り受けていなかった２月の求人は週平均30～40件あった
のが、４月は数件まで減少していた。６月は20件前後まで回
復している。

○
職業安定所（職員） ・観光関連業種も含め幅広い業種で新規求人募集が出始めて

いる。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・新型コロナウイルスの終息がみえないため、不安が広がっ
ている。

▲

学校［専門学校］（就
職担当）

・緊急事態宣言は解除されたが、社会活動は明らかに変化し
ており前年と比較することはできない。この先も予断を許さ
ない状況が続くと懸念される。ワクチン開発や予防策が完成
しない限り終息とはいえない。不安は増す一方である。

× － －

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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